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法的および安全に関する情報

法的注意事項

安全に関する注意事項

安全記号

法的注意事項

著作権に関するご注意

© Copyright Keysight Technologies 2017 - 2019

米国および国際著作権法の規定に基づき、Keysight Technologies Inc.による事前の同意と書面による

許可なしに、本書の内容をいかなる手段でも(電子的記憶および読み出し、他言語への翻訳を含む)複
製することはできません。

版

第2版、2019年2月

出版者

Keysight Technologies
550 Clark Drive, Suite 101
Budd Lake, New Jersey 07828
USA

保証

本書に記載した説明は「現状のまま」で提供されており、改訂版では断りなく変更される場合がありま

す。また、該当する法律の許す限りにおいて、本書およびそのすべての内容について、Keysightは明示、

暗黙を問わずいかなる保証もしておりません。特に、商品性および特定目的への適合性に関して保証

するものではありません。本書の内容の誤り、および本書の使用に伴う偶然、必然を問わずあらゆる損

害に対して、Keysightは責任を負いかねます。Keysightとユーザが別途に締結した書面による契約の中

で本書の情報に適用される保証条件が、これらの条件と矛盾する場合、別途契約の保証条件が優先

されます。

証明

Keysight Technologiesは、本製品が工場出荷時点では公表仕様に適合していたことを証明します。

Keysight Technologiesはまた、校正測定法が、米国NIST(National Instituite of Standards and
Technologies)の校正機関が認める範囲で、また他のISO(国際標準化機構 )加盟団体の校正機関にト

レーサブルであることを証明します。

法的および安全に関する情報
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米国政府の権利

本ソフトウェアは連邦調達規則 (FAR) 2.101により定義される「商用コンピュータ・ソフトウェア」です。FAR 12.212およ

び27.405-3ならびに国防総省調達規則 (DFARS) 227.7202に従い、合衆国政府は、商用コンピュータ・ソフトウェ

アを、当該ソフトウェアが通常公衆に提供される場合と同様の条件で調達します。したがって、Keysightは本EULA
に記された自社の標準的な商用ライセンス契約に基づき、合衆国政府顧客に本ソフトウェアを提供します。これ

は、エンド・ユーザ・ライセンス契約 (EULA)によって具体化されています。EULAは、

http://www.keysight.com/find/sweulaからダウンロードできます。EULAに定められているライセンスは、米国政府の

排他的権限を表し、米国政府はそれに従って本ソフトウェアを使用、変更、配布または開示することができます。

本EULAとそこに定めるライセンスは、Keysightが以下の行為その他を行うことを要求するものでも許容するものでも

ありません: (1)通常は公衆に提供されていない商用コンピュータ・ソフトウェアまたは商用コンピュータ・ソフトウェアの

ドキュメンテーションに関する技術情報の提供；または(2)商用コンピュータ・ソフトウェアもしくは商用コンピュータ・ソ

フトウェアのドキュメンテーションの使用、改変、複製、発表、実演、展示もしくは開示に関して通常公衆に提供

されている権利の範囲を超えた、合衆国政府への権利の開放その他の供与。本EULAに定める要件以外の更

なる政府要件が課されることはないものとします。ただし、それらの条件、権利またはライセンスの適用が、FARおよ

びDFARSに定める商用コンピュータ・ソフトウェアの提供者全員に対し明示的に要求され、かつ、本EULAの別の

箇所に明記されている場合はこの限りではありません。Keysightは、本ソフトウェアをアップデート、修正、あるいはそ

の他の形で変更する義務を負わないものとします。FAR 2.101で定義されているすべての技術データについては、

FAR 12.211および27.404.2、およびDFARS 227.7102に従い、米国政府はFAR 27.401またはDFAR 227.7103-5 (c)で
定義されている制限された権限を超えない範囲で調達します。これはすべての技術データに適用されます。

適合宣言

本製品およびその他のKeysight製品の適合宣言書はウェブサイトからダウンロードできます。

http://www.keysight.com/go/conformityにアクセスし、“Declarations of Conformity”をクリックしてくださ

い。製品番号から最新の適合宣言を検索できます。

Waste Electrical and Electronic Equipment(WEEE)指令2002/96/EC

本製品は、WEEE指令2002/96/EC販売要件に準拠しています。貼付の製品ラベル(下を参照 )は、本

電気／電子製品を家庭ゴミとして廃棄してはならないことを示します。

製品カテゴリ：WEEE指令の付属書1の機器タイプによると、本製品は「モニタリング／制御機器」製品に

分類されます。

家庭ゴミとして廃棄しないでください。

不要になった製品の回収について、詳細情報は、お近くのKeysightお
客様窓口にお問い合わせいただくか、

http://www.keysight.com/environment/productをご覧ください。
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安全記号

警告の表示は危険を表します。ここに示す操作手順や規則などを正しく実行または遵守しない

と、怪我または死亡のおそれがあります。指定された条件を完全に理解し、それが満たされている

ことを確認するまで、警告の指示より先に進まないでください。

注意の表示は危険を表します。ここに示す操作手順や規則などを正しく実行または遵守しない

と、製品の損傷または重要なデータの損失を招くおそれがあります。指定された条件を完全に理

解し、それが満たされていることを確認するまで、注意の指示より先に進まないでください。

直流

交流

フレームまたはシャーシ端子

電源スタンバイ。スイッチをオフにしても、本器はAC電源から完全には切り離されません。

感電の危険有り

付属マニュアルを参照

アース端子

CEマークは、ヨーロッパ共同体の登録商標です。

ETLマークは、 Intertekの登録商標です。

RCMマークは、オーストラリアのスペクトラム管理局の登録商標です。

韓国のクラスA EMC宣言

この機器は、ビジネス環境での使用に対して適合性が評価されています。居住環境では、この機

器により電波干渉が生じる可能性があります。このEMCステートメントは、ビジネス環境でのこの機

器の使用に対してのみ適用されます。

6種類の危険物質のうち1つ以上の含有量が40年のEPUPでの最大濃縮値 (MCV)を超えています。

ISM1-A このテキストは、本器がIndustrial Scientific and Medical Group 1 Class A製品 (CISPER 11、Clause 4)である

ことを示しています。

ICES/NMB-001 このテキストは、本製品がカナダのInterference-Causing Equipment Standard(ICES-001)に適合することを

示します。

法的および安全に関する情報
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安全に関する注意事項

本器の操作のあらゆる段階において、下記の安全に関する一般注意事項を遵守する必要があります。

これらの注意事項や、本書の他の個所に記載されている個別の警告や指示を守らない場合は、本器の

設計、製造、および想定される用途に関する安全標準に違反します。Keysight Technologiesは、お客

様がこれらの要件を満たさなかった場合について、いかなる責任も負いません。

一般

製造者が指定した以外の方法で本製品を使用しないでください。操作説明書に記載さ

れている以外の方法で本製品を使用した場合は、本製品の保護機能が損なわれるおそ

れがあります。

環境条件

仕様書の環境特性に記載されている環境条件を超えて、測定器を絶対に使用しないで

ください。

機器の接地

本製品には感電防止用アース端子が装備されています。感電事故を防ぐため、測定器

をAC電源に接続するにはアース線付きの電源ケーブルを使用し、アース線を電源コンセン

トの電気的アース(感電防止用アース)端子にしっかりと接続してください。感電防止用

(アース)線が切れているか、感電防止用アース端子が接続されていない場合、感電により

死亡を含む人身事故の危険性があります。

電源を投入する前に

安全に関する注意事項がすべて守られていることを確認してください。接続を行う時は常

にユニットの電源を切り、関連する危険を認識している、有資格者が実行する必要があり

ます。不適切な行為が致命傷の原因となったり、測定器が損傷するおそれがあります。

「安全記号」の項に記載された本器外部のマーキングに注意してください。

電源モジュールの中には、60 VDCを超える電圧を発生させるものがあります。

測定器の接続、負荷の配線、負荷の接続が絶縁されているか、またはカバーで覆われて

おり、致死的な出力電圧に誤って触れることがないようにしてください。

爆発のおそれがある環境で使用しないこと

可燃性のガスや蒸気が存在する環境で本器を使用しないでください。

カバーを開けないこと

機器のカバーを開けることができるのは、危険について認識している有資格のサービスマン

だけです。機器のカバーを開ける際には、電源ケーブルや外部回路の接続を切り離してく

ださい。

Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド 10
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改造しないこと

代用部品を取り付けたり、無断で製品を改造しないでください。安全機能を維持するた

め、メータをKeysightセールス／サービス・オフィスに返送してサービスと修理を受けてくださ

い。

ヒューズ

本器には内部ヒューズが装備されています。お客様がヒューズを交換することはできませ

ん。

清掃

感電事故を防ぐために、清掃の前には常に、本器の電源プラグをコンセントから抜いてくだ

さい。乾いた布または水でわずかに湿らせた布を使って、ケース外部のパーツを清掃しま

す。洗剤や化学溶剤は使用しないでください。内部の清掃は行わないでください。

損傷の際には

測定器が正しく機能せず、損傷または欠陥が認められる場合は、ただちに使用をやめ、

誤って使用されないよう必要な措置を講じた上で、有資格のサービスマンに修理を依頼し

てください。

法的および安全に関する情報
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機器について

機能の概要

フロントパネルの概要

フロント・パネル・ディスプレイの概要

フロント・パネル・キーの概要

リア・パネルの概要

機能の概要

Keysight N6700モジュラ電源システムは、電源モジュールの組み合わせによって構成を変更できる、1ラッ

ク・ユニット (1U)の大きさのプラットフォームで、テスト・システムに必要な電源システムを構築することができ

ます。

Keysight N6700–N6702 MPSには、400W、600W、1,200Wのパワー・レベルが用意されています。1台
のメインフレームに最大4台の電源モジュールを取り付けできます。電源モジュールの出力レベルの範囲は

20W～500Wで、さまざまな電圧と電流の組合わせが用意されており、以下のような性能上の特長があ

ります。

l N673xB、N674xB、N677xA DC電源モジュールは、プログラム可能な電圧と電流、測定機能、保護

機能を備えた低価格のモデルで、被試験デバイスまたは、フィクスチャ制御などのシステム・リソースへ

の電源供給に適しています。

l N675xA高性能オートレンジDC電源モジュールは、低雑音、高確度、高速なプログラミング、高度な

プログラミングおよび測定機能により、テスト・スループットを改善します。

l N676xA高精度DC電源モジュールは、mAおよびμA領域での精密な制御と測定が可能で、電圧と電

流を同時にデジタイズして、測定結果をオシロスコープのようなデータバッファに捕捉する機能がありま

す。

l N678xAソース／メジャメント・ユニット (SMU)は、異なる電圧／電流優先電源モードを持つマルチ象

限のパワー・メッシュを備えています。これらのモデルは、バッテリ・ドレイン解析やファンクション・テストな

ど、アプリケーションに合わせて最適化されています。

l N6783Aアプリケーション専用DC電源モジュールは、電池の充電／放電とモバイル通信アプリケーショ

ンのために特にデザインされた、2象限の低消費電力モデルです。

l N679xA電子負荷モジュールは、単一象限の100Wおよび200Wのモデルで、定電流、定電圧、定

電力、定抵抗で動作する機能があります。これらは、他の電源モジュールが備える既存の測定機能

および保護機能の多くも提供します。

出力とシステム機能については、以下の各セクションで説明します。電源モジュールによっては、一部の出

力機能が使用できないものがあります。特定の電源モジュールだけで使用できる機能については、「モデ

ル間の違い」のセクションで説明します。

1クイック・リファレンス
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出力機能

l プログラム可能な電圧、電流、電力、抵抗 -すべての電源モジュールの出力電圧および電流のレン

ジ全体でプログラミング機能が利用できます。電力と抵抗のプログラミングは、Keysight N679xA負荷

モジュールで利用できます。

l 低出力雑音 - Keysight N676xAおよびN675xA電源モジュールで利用できます。出力雑音が4.5
mVp-p未満であり、リニア電源に匹敵します。

l 任意波形発生 -これにより、出力が、DCバイアス・トランジェント・ジェネレータまたは任意波形発生

器として機能します。

l 高速なアップ／ダウン・プログラミング- keysight N675xA、N676xA、N678xA SMU電源モジュールで使

用できます。出力定格の10％から90％までの応答時間が1.5 ms未満です。

l 高速な過渡応答 - Keysight N675xA、N676xA、N678xA SMU電源モジュールで使用できます。過渡

応答は100 μs未満です。

l 出力オートレンジ機能 - Keysight N676xAおよびN675xA電源モジュールで使用できます。オートレンジ

機能により、連続した電圧および電流設定レンジにおいて最大定格電力を供給できます。

l 出力オン/オフ・シーケンス-各出力のターンオン／ターンオフ遅延機能により、出力オン／オフ・シーケ

ンスを使用できます。

l リモート電圧センシング-各出力に対して2つのリモート・センシング端子が用意されています。出荷時

には、リモート・センス・ジャンパは別の袋に入っています。「付属品」を参照してください。

l 出力保護 -すべての出力に、過電圧、過電流、過熱に対する保護機能が付いています。過電圧

および過電流保護はプログラム可能です。

l マルチ象限動作 - Keysight N678xA SMUおよびN6783A電源モジュールで使用できます。2象限動作

により、ソース／シンク出力機能を提供します。KeysightモデルN6784Aは、4象限の出力動作を行

います。

l 電子負荷操作 - Keysight N679xA負荷モジュールで使用できます。100Wから200Wの入力定格が

使用できます。

測定機能

l マルチ出力／シングル出力メータ表示 -電源システム情報の4出力一覧表示と1出力詳細表示を

切り替えることができます。すべての電源モジュールに関して、リアルタイムの出力電圧／電流測定値

とステータス情報が表示されます。

l シームレス測定オートレンジ - Keysight N678xA SMU電源モジュールで使用できます。出力測定のレ

ンジはオートレンジ機能でシームレスに切り替わります。ただし、10 μA電流レンジは手動で選択する

必要があります。

l マイクロアンペア電流測定 - Keysight N6761A、N6762A、N678xA SMU電源モジュールで使用できま

す。1 μAの低電流を10 μAレンジで測定できます。

l 高速デジタイジングは、Keysight N678xA SMU電源モジュールで使用できます。1パラメータで5.12 μs/
サンプル、2パラメータで10.24 μs/サンプル。
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システム機能

l ３種類のインタフェースを選択可能 -リモート・プログラミング・インタフェースとして、GPIB(IEEE-488)、
LAN、USBの3種類が内蔵されています。

l 内蔵Webサーバ -内蔵Webサーバにより、コンピュータ上のインターネット・ブラウザから本器を直接制

御できます。

l SCPI言語 -本器はSCPI(Standard Commands for Programmable Instruments)互換です。

l フロント・パネル入出力設定 - GPIBおよびLANのパラメータをフロント・パネルからメニューによって設定

できます。

l リアルタイム・ステータス情報 -各出力の状態がフロント・パネルに表示されます。また、保護機能によ

るシャットダウンが発生した場合も表示されます。

l モジュール識別 -各モジュールは、不揮発性メモリに識別情報を記録しています。識別情報には、モ

デル番号、シリアル番号、オプションがあります。

l ユニバーサルAC入力 -メインフレームにはアクティブ力率補正付きのユニバーサル入力電圧機能があ

ります。

フロントパネルの概要

1. ディスプレイ - 1時間操作がないとオフになります。任意のキーを押すと再びオンになります。

2. ナビゲーション・キー-カーソルをメニュー項目に移動します。強調表示されたメニュー項目を選択しま

す。

3. 出力キー-出力をオン/オフします。電圧または電流を入力します。

4. オン／オフ・スイッチおよびLED - LEDは電源オンの状態を示します。緑は通常動作を表します。黄

は、ディスプレイがスクリーン・セーバ・モードであることを示します。

5. システム・キー-単一チャネル／複数チャネル表示を切り替えます。フロントパネルのコマンド・メニュー

を表示します。制御する出力チャネルを選択します。

6. 数値入力キー-値を入力します。矢印キーは数値設定を増減します。

1クイック・リファレンス
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リア・パネルの概要

1. GPIB -GPIBインタフェース・コネクタ

2. アース端子 -シャーシ・グランド・バインディング・ポスト

3. IEC 320コネクタ - AC入力コネクタ。電源コードにはアース導線が必要です。

4. 出力コネクタ -＋／－出力および＋／－センス端子があります。

5. デジタル・コネクタ -ピンの機能はユーザ設定可能です。

6. USB -USBインタフェース・コネクタ。

7. LAN - 10/100/1000 Base-T。左のLEDは動作を表します。右のLEDはリンクが正常かどうかを示しま

す。

感電の危険

電源コードにはシャーシ・グランド用に3番目の端子があります。電源コンセントは必ず3極
タイプを使用し、アースピンを正しくアースに接続してください。

Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド 17
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フロント・パネル・ディスプレイの概要

電圧／電流ビュー 電圧測定 バーは出力極性の反転

を示します

電流測定

押す

表示が切り替わります

動作ステータス

(CV =定電圧 )
電圧および電流設定 インタフェース・ステータス

(IO =インタフェースがアクティブ)

電圧／電流／電力ビュー 電圧測定 電流測定と電力測定

押す

表示が切り替わります

4チャネル・ビュー 電圧および電流測定

押す

表示が切り替わります

強調表示されたチャネルがアクティブ・チャネル

1クイック・リファレンス
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グループ・チャネル表示 チャネル2～4が並列に接続され、グループ化されて1つの大電力チャネルとして動作しま

す。

詳細については、「出力グルー

プ」を参照してください。

グループ化したチャネルを指定するには、グループ中で最も小さい番号のチャネルを使用し

ます。

ダブル幅表示 チャネル2は、メインフレームで2つのチャネル位置を占有するダブル幅電源モジュールです。

動作ステータス

インジケータ

OFF=出力はオフ

CV =出力は定電圧モード

CC =出力は定電流モード

CP+ =出力は正のパワー・リミットにより制限 (オフ)
CP- =出力は負のパワー・リミットにより制限 (オフ)
VL+/– =出力は正または負の電圧制限モード

CL+/– =出力は正または負の電流制限モード

OV=出力は負の過電圧保護によりオフ

OV– =出力は正の過電圧保護によりオフ

OC =出力は負の過電流保護によりオフ

OT=加熱保護が動作

PF=出力は停電条件によりオフ

OSC =出力は共振保護によりオフ

INH=出力は外部禁止信号によりオフ

UNR =出力は調整されない

PROT=出力は結合チャネルの条件によりオフ

SH=負荷入力端子がショートしている(N679xA)
UVI =不足電圧禁止条件が発生 (N679xA)

インタフェース・ステータス

インジケータ

Err =エラーが発生 ([Error]キーを押してエラーメッセージを表示させる)
Lan = LANが接続され、設定済み

IO =リモート・インタフェースの1つがアクティブ

Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド 19

1クイック・リファレンス



フロント・パネル・キーの概要

Meter：ディスプレイをメータ・モードに戻します。

Menu：コマンド・メニューを表示します。

Channel：制御するチャネルを選択または強調表示します。

Back：変更を行わずにメニューを終了します。

Help：表示されているメニュー・コントロールに関する情報を表示します。

Error：エラー待ち行列にあるエラー・メッセージを表示します。

矢印キー：コマンド・メニュー内を移動できます。

Select：コマンド・メニューの項目を選択するために使います。数値パラメータを編

集する場合は編集モードに入ります。

On/Off ：選択した出力 (ALLが点灯している場合は全出力 )を制御します。この

キーは、シングル・チャネルまたはマルチ・チャネル表示でのみ使用できます。

Voltage：電圧設定を変更できます。

Current：電流設定を変更できます。

0～9のキーは数字を入力します。

「 .」キーは小数点です。

-キーは、マイナス記号を使用する場合に使用します。

ÇÈ矢印キーは、電圧または電流設定を増減します。また、英字入力フィール

ドで文字を選択するためにも使います。

Eキーは指数を入力します。Eの後に値を入力します。

Åキーは1つ前の数字を削除します。

Enterキーは値を入力します。Enterキーを押さずにフィールドから抜けた場合、そ

の値は無視されます。

1クイック・リファレンス
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス

Menuキーを押してフロント・パネル・メニューを表示します。簡潔なチュートリアルについては、「フロント・パ

ネル・メニューの使用」を参照してください。メニュー項目がグレー表示されている場合は、プログラム中のモ

ジュールでは使用できません。

メニュー・

レベル1

レベル2 レベル3およびレベル4 説明

Output Settings Voltage 電圧設定、リミット、レンジをプログラムしま

す

Current 電流設定、リミット、レンジをプログラムしま

す

Power モデルN679xA負荷の電力制限をプログラム

します

Resistance N679xA負荷の抵抗設定をプログラムします

モデルN6781A、N6785Aの出力抵抗をプログ

ラムします

Mode N678xA SMU、N679xAの電圧、電流、抵

抗、電力の優先モードを選択します

Sequence Delay ターンオン／ターンオフ遅延をプログラムしま

す

Couple 出力オン／オフ同期用の出力チャネルを結

合します

Short N679xA負荷の入力ショートをプログラムしま

す

Advanced Slew Current モデルN678xA SMU、N679xAの電流スルー

レートをプログラムします

Voltage 電圧スルーレートをプログラムします

Power モデルN679xA負荷の電力スルーレートをプ

ログラムします

Resistance モデルN679xA負荷の抵抗スルーレートをプ

ログラムします

Pol 出力端子とセンス端子の極性を反転しま

す

Bandwidth N678xA SMU、N679xAの出力 :帯域幅をプロ

グラムします

UVI N679xA負荷の不足電圧禁止を設定します

Tmode N678xA SMUのターンオン／ターンオフ・イン

ピーダンスをプログラムします
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メニュー・

レベル1

レベル2 レベル3およびレベル4 説明

Measure Range 電圧および電流測定レンジを選択します

Sweep 測定ポイント、時間間隔、トリガ・オフセット

を指定します

Window 測定ウィンドウを方形またはハニングから選

択します

Input N6781A、N6785Aの補助電圧入力を選択し

ます

Control 実行中の測定を中止します

Transient Mode 電圧、電流、抵抗、電力の遷移モードを

選択します

Step トリガされるステップ値を指定します

List Pace 待ち時間またはトリガ・ペース・リストを指定

します

Repeat リストの繰り返し回数、または連続リストを

指定します

Terminate リストが終了したときのリスト設定を指定し

ます

Config 電圧、電流、抵抗、電力のリスト設定を設

定します

Reset リストを中止し、リスト・パラメータをすべてリ

セットします

Arb Repeat 任意波形が反復する回数を指定します

Terminate 任意波形が終了したときの設定を指定し

ます

Function 任意波形のタイプと形状を選択します

Config Step ステップ・レベルと時間を指定します

Ramp ランプ・レベルと時間を指定します

Stair 段階レベルと時間を指定します

Sine 正弦波パラメータを指定します

Pulse パルス・レベルと時間を指定します

Trap 台形レベルと時間を指定します

Exp 指数パラメータを指定します

CD 一定持続時間パラメータを指定します

1クイック・リファレンス
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メニュー・

レベル1

レベル2 レベル3およびレベル4 説明

TrigSource トランジェントおよびCD Arbトリガ・ソースを

指定します

Control トリガを開始、トリガ、中止します; トリガ状

態を表示します

Protect OVP 過電圧保護機能を設定します

OCP 過電流保護機能を設定します

OPP 過電力保護機能を設定します

OT 過熱保護マージンを返します

Inh 外部禁止信号を設定します

Coupling 保護違反のためのすべての出力チャネルを

オフにします

Wdog 出力ウォッチドッグ・タイマを設定します

Osc N678xA SMUの発振保護をオン／オフします

Clear 保護条件をクリアし、出力状態を表示しま

す

States Reset すべての機器をリセット (*RST)状態にリセット

します

SaveRecall 機器の設定を保存し、リコールします

PowerOn 電源投入時の状態を選択します
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メニュー・レベル1 レベル2／レベル3 レベル4／レベル

5
説明

System IO LAN Settings 現在有効なLAN設定を表示します

Modify IP 機器のIPアドレスを設定します

Name 機器のホスト名を設定します

DNS DNSサーバを設定します

mDNS mDNSサービス名を設定します

Services LANサービスを選択して、有効または無効にします

Apply 設定変更を適用し、再起動します

Cancel 構成の変更をキャンセルします

Reset LAN設定のLXI LCIリセットを実行し、再起動します

Defaults ネットワークを工場出荷時の設定にリセットし、再起動します

USB USB識別文字列を表示します

GPIB GPIBアドレスを選択します

DigPort Pins デジタル･ピンの機能と極性をプログラムします

Data デジタルI/Oポートとの間でデータの送受信を行います

Groups グループ化された(並列 )出力チャネルを定義します

Preferences Display Contrast ディスプレイのコントラストを0から100%まで設定します

Saver スクリーン・セーバとウェイク・オンI/Oタイマを設定します

View 電源投入時のチャネルビューを指定します

Keys キーのクリック音をオン／オフし、On/Offキーを設定します

Lock フロント・パネル・キーをパスワードを使用してロックします

IDN 下位互換性のためにメーカとモデルを変更します

Admin Login/Logout パスワードを入力して管理機能にアクセスします

Cal Volt Vprog ハイ／ロー電圧レンジを設定します

Vlim 電圧リミットのハイ／ロー・レンジを校正します

Vmeas ハイ／ロー／補助電圧測定レンジを校正します

Curr Iprog ハイ／ロー電流レンジを校正します

Ilim 電流リミットを校正します

Imeas ハイ／ロー電流測定レンジを校正します

Misc CMRR コモン・モード除去比を校正します

1クイック・リファレンス
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メニュー・レベル1 レベル2／レベル3 レベル4／レベル

5
説明

Dprog ダウンプログラマを校正します

Ipeak ピーク電流を校正します

Resistance 出力抵抗の全レンジを校正します

Count 校正カウントを返します

Date 各チャネルの校正日付を保存します

Save 校正データを保存します

IO GPIB、USB、LANサービスをオン/オフします

Sanitize すべてのユーザ・データのNISPOMセキュア消去を実行します

Update パスワード保護ファームウェアを更新します

Password 管理機能のパスワードを変更します

About Frame モデル、出力定格、シリアル番号、ファームウェアを表示します

Module モデル、シリアル番号、オプション、出力定格を表示します。
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コマンド・クイック・リファレンス

明確にするために、いくつかの[オプション]コマンドが含まれています。すべての設定コマンドには、対応する

問合せが存在します。

ABORt (ACQuireおよびELOGコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

      :ACQuire (@chanlist) すべてのトリガ測定をキャンセルします。

      :ELOG (@chanlist) 外部データ・ロギングを停止します。

      :TRANsient (@chanlist) すべてのトリガ動作をキャンセルします。

CALibrate

      :COUNt? ユニットが校正された回数を返します。

      :CURRent

[:LEVel] <値>, (@channel) 電流プログラミングを校正します。

            :LIMit

                  :NEGative <値>, (@channel) 負の電流制限値を校正します。 (N678xA SMU、N6783A-BAT)

                  :POSitive <値>, (@channel) 正の電流制限値を校正します。 (N678xA SMU, N6783A, N679xA)

            :MEASure <値>, (@channel) 電流測定を校正します。

            :PEAK (@channel) ピーク電流制限値を校正します。 (N675xA、N676xA)

      :DATA <値> 外部メータによって読み取られる校正値を入力します。

      :DATE <"日付 ">, (@channel) 非揮発性メモリに校正日付を保存します。

      :DPRog (@channel) 電流ダウンプログラマを校正します。

      :LEVel P1|P2|P3 校正の次のレベルに進みます。

      :PASSword <値> 数値パスワードを設定して不正な校正を防ぎます。

      :RESistance 20|6, (@channel) 出力抵抗を校正します。 (N6781A、N6785A)

      :SAVE 不揮発性メモリに校正定数を保存します。

      :STATe 0|OFF|1|ON 校正モードをオン／オフします。

      :VOLTage

[:LEVel] <値>, (@channel) 電圧プログラミングを校正します。

            :CMRR (@channel) 電圧コモン・モード除去比を校正します。 (N675xA、N676xA)

            :LIMit

                  :POSitive <値>, (@channel) 正の電流制限値を校正します。 (N678xA SMU)

            :MEASure <値>, (@channel) 電圧測定を校正します。

                  :AUXiliary, (@channel) 補助電圧測定を校正する(N6781A、N6785A)

DISPlay

[:WINDow]

[:STATe] 0|OFF|1|ON フロント・パネルのディスプレイをオン／オフします。

            :CHANnel <channel> 1チャネルビューでチャネルを選択します。

            :VIEW METER1|METER4|METER_VIP 1チャネル、4チャネル、または電力表示付きの1チャネルを

選択します。
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FETCh (FETChコマンドは、N676xA,、N678xA SMU、オプション054のみ)

[:SCALar]

            :CURRent

[:DC]? (@chanlist) 平均測定値を返します。

                  :ACDC? (@chanlist) RMS測定値 (AC＋DC)を返します。

                  :HIGH? (@chanlist) パルス波形のハイ・レベルを返します。

                  :LOW? (@chanlist) パルス波形のロー・レベルを返します。

                  :MAXimum? (@chanlist) 最大値を返します。

                  :MINimum? (@chanlist) 最小値を返します。

            :POWer

[:DC]? (@chanlist) 平均測定値を返します。 (N676xA、N678xA SMU)

                  :MAXimum? (@chanlist) 最大値を返します。

                  :MINimum? (@chanlist) 最小値を返します。

            :VOLTage

[:DC]? (@chanlist) 平均測定値を返します。

                  :ACDC? (@chanlist) RMS測定値 (AC＋DC)を返します。

                  :HIGH? (@chanlist) パルス波形のハイ・レベルを返します。

                  :LOW? (@chanlist) パルス波形のロー・レベルを返します。

                  :MAXimum? (@chanlist) 最大値を返します。

                  :MINimum? (@chanlist) 最小値を返します。

      :ARRay

            :CURRent

[:DC]? (@chanlist) 瞬時測定値の配列を返します。

            :POWer

[:DC]? (@chanlist) 瞬時測定値の配列を返します。 (N676xA、N678xA SMU)

            :VOLTage

[:DC]? (@chanlist) 瞬時測定値の配列を返します。

      :ELOG? <値 (@chanlist) 最新の外部データログ・レコードを返します。

FORMat

[:DATA] ASCII | REAL 返されるデータのフォーマットを指定します。

      :BORDer NORMal | SWAPped バイナリ・データの転送方法を指定します。

HCOPy

      :SDUMp

            :DATA? フロント・パネル・ディスプレイの画像を返します。

            :DATA

                 :FORMat BMP|GIF|PNG 返されるフロント・パネルのイメージのフォーマットを指定します。

IEEE 488.2共通コマンド

*CLS ステータスをクリアします。

*ESE <値> 標準イベント・ステータス・イネーブルを設定します。
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*ESR? イベント・ステータス・レジスタを返します。

*IDN? 機器識別を返します。

*LRN? SCPIコマンドのシーケンスを返します。

*OPC ESRの「動作完了」ビットをオンにします。

*OPC? すべての待ち動作が完了すると、1を1つ返します。

*OPT? オプション番号を返します。

*RCL <値> 保存されている機器ステートをリコールします。

*RDT? 出力チャネル記述を返します。

*RST 機器をリセットします。

*SAV <値> 機器ステートを保存します。

*SRE <値> サービス・リクエスト・イネーブル・レジスタを設定します。

*STB? ステータス・バイトを返します。

*TRG トリガを作成します。

*TST? セルフテストを実行し、結果を返します。

*WAI すべてのデバイス・コマンドが実行されるまで、コマンド処理を休止しま

す。

INITiate (ACQuireおよびELOGコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

[:IMMediate]

            :ACQuire (@chanlist) 測定トリガ・システムを起動します。

            :ELOG (@chanlist) 外部データ・ロギングを開始します。

            :TRANsient (@chanlist) トランジェント・トリガ・システムを起動します

      :CONTinuous

            :TRANsient 0|OFF|1|ON, (@chanlist) トランジェント・トリガ・システムを連続的に起動します。

LXI

      :IDENtify

[:STATe] 0|OFF|1|ON フロント・パネルのLXI識別インジケータをオン／オフします。

      :MDNS

[:STATe] 0|OFF|1|ON mDNSサーバーのステートを制御します。

MEASure

[:SCALar]

            :CURRent

[:DC]? (@chanlist) 測定を実行し、平均電流を返します。

                  :ACDC? (@chanlist) 測定を実行し、RMS電流 (AC＋DC)を返します。

                  :HIGH? (@chanlist) 測定を実行し、ハイレベルの電流パルスを返します。

                  :LOW? (@chanlist) 測定を実行し、電流パルスのロー・レベルを返します。

                  :MAXimum? (@chanlist) 測定を実行し、最大電流を返します。

                  :MINimum? (@chanlist) 測定を実行し、最小電流を返します。

            :POWer

[:DC]? (@chanlist) 測定を実行し、平均パワーを返します。 (N676xA、N678xA SMU)

                  :MAXimum? (@chanlist) 測定を実行し、最大パワーを返します。
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                  :MINimum? (@chanlist) 測定を実行し、最小パワーを返します。

            :VOLTage

[:DC]? (@chanlist) 測定を実行し、平均電圧を返します。

                  :ACDC? (@chanlist) 測定を実行し、RMS電圧 (AC＋DC)を返します。

                  :HIGH? (@chanlist) 測定を実行し、電圧パルスのハイ・レベルを返します。

                  :LOW? (@chanlist) 測定を実行し、電圧パルスのロー・レベルを返します。

                  :MAXimum? (@chanlist) 測定を実行し、最大電圧を返します。

                  :MINimum? (@chanlist) 測定を実行し、最小電圧を返します。

      :ARRay (ARRayコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

            :CURRent

[:DC]? (@chanlist) 測定を実行し、瞬時電流を返します。

            :POWer

[:DC]? (@chanlist) 測定を実行し、瞬時パワーを返します。 (N676xA、N678xA SMU)

            :VOLTage

[:DC]? (@chanlist) 測定を実行し、瞬時電圧を返します。

OUTPut

[:STATe] 0|OFF|1|ON [,NORelay], (@chanlist) 出力をオン／オフします。

            :COUPle

[:STATe] 0|OFF|1|ON 出力連動をオン／オフします。

                  :CHANnel [<値>, {<値>}] 結合させるチャネルを選択します。

                  :DOFFset <値> 結合出力状態の変化を同期する遅延オフセットを設定します。

                       :MODE AUTO|MANual 出力遅延オフセット結合モードを指定します。

                  :MAX

                        :DOFFset? この測定器で必要とされる遅延オフセットを返します。

            :DELay

                  :FALL <値>, (@chanlist) 出力ターンオフ・シーケンス遅延を設定します。

                  :RISE <値>, (@chanlist) 出力ターンオン・シーケンス遅延を設定します。

            :PMODE VOLTage|CURRent, (@chanlist) ターンオン／ターンオフ遷移モードを設定します。 (N6761A、N6762A)

            :TMODE HIGHz|LOWZ, (@chanlist) 出力ターンオン／ターンオフ・インピーダンスを指定します。 (N678xA SMU)

      :INHibit

            :MODE LATChing|LIVE|OFF リモート禁止デジタル・ピンの動作モードを設定します。

      :PON

            :STATe RST|RCL0 出力電源投入時ステートを設定します。

      :PROTection

            :CLEar (@chanlist) ラッチ保護をリセットします。

            :COUPle0|OFF|1|ON 保護違反の場合のチャネル結合をオン／オフします。

            :DELay <値>, (@chanlist) 過電流保護プログラミング遅延を設定します。

            :OSCillation0|OFF|1|ON, (@chanlist) 出力発振保護をオン／オフします。 (N678xA SMU)

            :TEMPerature

                  :MARGin? (@chanlist) 過熱が作動する前の残りのマージンを返します。

            :WDOG

[:STATe] 0|OFF|1|ON I/Oウォッチドッグ・タイマをオン／オフします。
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                  :DELay <値> ウォッチドッグ遅延時間を設定します。

      :RELay

            :POLarity NORMal|REVerse, (@chanlist) 出力リレーの極性を設定します。 (オプション760)

      :SHORt

[:STATe] 0|OFF|1|ON 負荷の入力のショート回路をシミュレートします。 (N679xA)

SENSe

      :CURRent

            :CCOMpensate 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 容量性電流補正をオン／オフします。 (N678xA SMU、N679xA
では使用できません)

[:DC]

                  :RANGe

[:UPPer] <値>, (@chanlist) DC電流測定レンジを選択します。

                        :AUTO 0|OFF|1|ON, (@chanlist) シームレス測定オートレンジをオン／オフします。 (N678xA
SMU)

      :ELOG (ELOGコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

            :CURRent

[:DC]

                        :RANge

[:UPPer] <値>, (@chanlist) Elog電流測定レンジを選択します。

                              :AUTO 0|OFF|1|ON, (@chanlist) シームレス測定オートレンジをオン／オフします。 (N678xA
SMU)

            :FUNCtion

                  :CURRent 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電流データ・ロギングをオン／オフします。

                        :MINMax 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最小値／最大値電流データ・ロギングをオン／オフします。

                  :VOLTage 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電圧データ・ロギングをオン／オフします。

                        :MINMax 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最小値／最大値電圧データ・ロギングをオン／オフします。

            :PERiod <値>, (@chanlist) Elog測定の積分時間を設定します。

            :VOLTage

[:DC]

                        :RANge

[:UPPer] <値>, (@chanlist) Elog電圧測定レンジを選択します。

                              :AUTO 0|OFF|1|ON, (@chanlist) シームレス測定オートレンジをオン／オフします。 (N678xA
SMU)

      :FUNCtion <「機能」>, (@chanlist) 測定機能を選択します(以前の製品との互換性のため)。

            :CURRent 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電流測定をオン／オフします(FUNCtionの後継 )。

            :VOLTage 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電圧測定をオン／オフします(FUNCtionの後継 )。

                  :INPut MAIN|AUXiliary, (@chanlist) 電圧測定入力を選択します。 (N6781A、N6785A)

      :SWEep (SWEepコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

            :OFFSet

                  :POINts <値>, (@chanlist) トリガ測定のデータ掃引のオフセットを定義します。

            :POINts <値>, (@chanlist) 測定のポイント数を定義します。

            :TINTerval <値>, (@chanlist) 測定サンプル間の時間を定義します。

                  :RESolution RES20|RES40 測定分解能を設定します。
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      :VOLTage

[:DC]

                  :RANGe

[:UPPer] <値>, (@chanlist) DC電圧測定レンジを選択します。

                        :AUTO 0|OFF|1|ON, (@chanlist) シームレス測定オートレンジをオン／オフします。 (N678xA
SMU)

      :WINDow (WINDowコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

[:TYPE] HANNing|RECTangular, (@chanlist) 測定ウィンドウを選択します。

[SOURce:]

      ARB (ARBコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

            :COUNt? 任意波形繰り返し回数を設定します。

            :CURRent | :VOLTage | :POWer | :RESISTANCE 任意波形のタイプを設定します(POWerおよびRESISTANCE
はN679xAのみ)

                  :CDWell

[:LEVel] <値>, {<値>}, (@chanlist) 一定の持続時間の任意波形のリストを設定します。

                        :DWELl <値>, (@chanlist) 一定の持続時間の任意波形の持続時間を設定しま

す。

                        :POINts? (@chanlist) 一定の持続時間の任意波形のポイント数を返します。

                  :CONVert (@chanlist) 選択した任意波形をユーザ定義リストに変換します。

                  :EXPonential

                        :END

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 指数任意波形の終了レベルを設定します。

                        :STARt

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 指数任意波形の初期レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 開始時間の長さ(遅延 )を設定します。

                        :TCONstant <値>, (@chanlist) 指数任意波形の時定数を設定します。

                        :TIMe <値>, (@chanlist) 指数任意波形の時間を設定します。

                  :PULSe

                        :END

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 終了時間の長さを設定します。

                        :STARt

[:LEVel] <値>, (@chanlist) パルスの初期レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 開始時間の長さ(遅延 )を設定します。

                        :TOP

[:LEVel] <値>, (@chanlist) パルスのトップ・レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) パルスの長さを設定します。

                  :RAMP

                        :END

[:LEVel] <値>, (@chanlist) ランプの終了レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 終了時間の長さを設定します。

                        :RTIMe <値>, (@chanlist) ランプの立ち上がり時間を設定します。

                        :STARt

[:LEVel] <値>, (@chanlist) ランプの初期レベルを設定します。
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                              :TIMe <値>, (@chanlist) 開始時間の長さ(遅延 )を設定します。

                  :SINusoid

                        :AMPLitude <値>, (@chanlist) 正弦波の振幅を設定します。

                        :FREQuency <値>, (@chanlist) 正弦波の周波数を設定します。

                        :OFFSet <値>, (@chanlist) 正弦波のDCオフセットを設定します。

                  :STAIRcase

                        :END

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 階段の終了レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 終了時間の長さを設定します。

                        :NSTeps <値>, (@chanlist) 階段内のステップ数を設定します。

                        :STARt

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 階段の初期レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 開始時間の長さ(遅延 )を設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 階段の長さを設定します。

                  :STEP

                        :END

                              :TIMe <値>, (@chanlist) ステップの終了レベルを設定します。

                        :STARt

[:LEVel] <値>, (@chanlist) ステップの初期レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 開始時間の長さ(遅延 )を設定します。

                 : TRAPezoid

                        :END

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 終了時間の長さを設定します。

                        :FTIMe <値>, (@chanlist) 立ち下がり時間の長さを設定します。

                        :RTIMe <値>, (@chanlist) 立ち上がり時間の長さを設定します。

                        :STARt

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 台形の初期レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 開始時間の長さ(遅延 )を設定します。

                        :TOP

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 台形のトップ・レベルを設定します。

                              :TIMe <値>, (@chanlist) 台形のトップの長さを設定します。

                  :UDEFined

                        :BOSTep

[:DATA] <Bool>{,<Bool>}, (@chanlist) ステップの初めにトリガを発生させます。

                              :POINts? (@chanlist) BOSTポイント数を返します。

                        :DWELl <値>, {<値>}, (@chanlist) ユーザ定義待ち時間の値を設定します。

                              :POINts? (@chanlist) 待ち時間のポイント数を返します。

                        :LEVel <値>, {<値>}, (@chanlist) ユーザ定義レベル値を設定します。

                              :POINts? (@chanlist) ポイント数を返します。

            :FUNCtion <function>, (@chanlist) 任意波形機能を選択します(下位互換性のため)。

                  :SHAPe <shape>, (@chanlist) 任意波形機能を選択します(ARB:FUNCtionの後継 )。

                  :TYPE CURRent|VOLTage|RESISTANCE, (@chanlist) 任意波形タイプを選択します(ARB:FUNCtionの後継 )。

            :SEQuence

                  :COUNt <値>|INFinity, (@chanlist) シーケンスの反復回数を設定します。
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                  :LENGth? (@chanlist) シーケンスのステップ数を返します。

                  :QUALity? (@chanlist) シーケンス内の波形の品質を返します。

                  :RESet (@chanlist) シーケンスを電源投入時のデフォルト状態にリセットしま

す。

                  :STEP

                        :COUNt <値>|INFinity, <step#> (@chanlist) シーケンス・ステップの反復回数を設定します。

                        :CURRent <function>, <step#> (@chanlist) 電流シーケンス内のステップをプログラムします。

                        :FUNCtion

                              :SHAPe <function>, <step#>, (@chanlist) 新規シーケンス・ステップを作成します。

                        :PACing DWELl|TRIGger, <step#> (@chanlist) ステップの間隔のタイプを指定します。

                        :RESISTANCE <function>, <step#> (@chanlist) 抵抗シーケンス内のステップをプログラムします。

                        :VOLTage <function>, <step#> (@chanlist) 電圧シーケンス内のステップをプログラムします。

                  :TERMinate

                        :LAST 0|OFF|1|ON, (@chanlist) シーケンス終了モードを設定します。

            :TERMinate

                  :LAST 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 任意波形終了モードを設定します。

[SOURce:]

      CURRent

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 出力電流を設定します。

                  :TRIGgered

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) トリガ出力電流を設定します。

            :LIMit

[:POSitive]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 正の電流制限値を設定します。 (N678xA SMU, N6783A,
N679xA)

                  :COUPle 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電流制限値トラッキング状態を設定します。 (N678xA SMU)

                  :NEGative

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 負の電流制限値を設定します。 (N678xA SMU、N6783A-BAT)

            :MODE FIXed|STEP|LIST|ARB, (@chanlist) 遷移モードを設定します。

            :PROTection

                  :DELay

[:TIME] <値>, (@chanlist) 過電流保護遅延を設定します。

                        :STARt SCHange|CCTRans, (@chanlist) 過電流保護遅延タイマの起動原因を指定します。

                  :STATe 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 過電流保護をオン／オフします。

            :RANGe <値>, (@chanlist) 出力電流レンジを設定します。

            :SLEW

[:POSitive]

[:IMMediate] <値>|INFinity, (@chanlist) 電流スルーレートを設定します。 (N678xA SMU、N679xA)
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                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。

(N678xA SMU、N679xA)

                  :COUPle 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電流スルー・トラッキング状態を設定します。 (N679xA)

                  :NEGative

[:IMMediate] <値>|INFinity, (@chanlist) 負の電流スルーレートを設定します。 (N679xA)

                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。

(N679xA)

[SOURce:]

      DIGital

            :INPut

                  :DATA? デジタル制御ポートの状態を読み取ります。

            :OUTPut

                  :DATA <値> デジタル制御ポートの状態を設定します。

            :PIN<1-7>

                  :FUNCtion <機能> ピンの機能を設定します。 DIO |DINPut |FAULt |INHibit
|ONCouple |OFFCouple |TOUTput |TINPut

                  :POLarity POSitive|NEGative ピンの極性を設定します。

            :TOUTput

                  :BUS

[:ENABle] 0|OFF|1|ON デジタル・ポート・ピンに対するバス・トリガをオン／オフします。

[SOURce:]

      FUNCtion CURRent|VOLTage|RESistance|POWer, (@chanlist) 出力優先モードの設定 (N678xA SMU、N679xA)

[SOURce:]

      LIST (LISTコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054のみ)

            :COUNt <値>|INFinity, (@chanlist) リストの繰り返し回数を設定します。

            :CURRent

[:LEVel] <値>{,<値>}, (@chanlist) 各リスト・ステップの設定を指定します。

                  :POINts? (@chanlist) リスト・ポイント数 (ステップと同じ)を返します。

            :DWELl <値>{,<値>}, (@chanlist) 各リスト・ステップの待ち時間を指定します。

                  :POINts? (@chanlist) リスト・ポイント数 (ステップと同じ)を返します。

            :POWer

[:LEVel] <値>{,<値>}, (@chanlist) 各リスト・ステップの設定を指定します。 (N679xA)

                  :POINts? (@chanlist) リスト・ポイント数 (ステップと同じ)を返します。 (N679xA)

            :RESistance

[:LEVel] <値>{,<値>}, (@chanlist) 各リスト・ステップの設定を指定します。 (N679xA)

                  :POINts? (@chanlist) リスト・ポイント数 (ステップと同じ)を返します。 (N679xA)

            :STEP ONCE|AUTO, (@chanlist) トリガに対するリストの応答方法を指定します。

            :TERMinate

                  :LAST 0|OFF|1|ON, (@chanlist) リストが終了したときの出力値を決定します。

            :TOUTput

                  :BOSTep
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[:DATA] <Bool>{,<Bool>}, (@chanlist) ステップの初めにトリガを発生させます。

                        :POINts? (@chanlist) リスト・ポイント数 (ステップと同じ)を返します。

                  :EOSTep

[:DATA] <Bool>{,<Bool>}, (@chanlist) ステップの終わりにトリガを発生させます。

                        :POINts? (@chanlist) リスト・ポイント数 (ステップと同じ)を返します。

            :VOLTage

[:LEVel] <値>{,<値>}, (@chanlist) 各リスト・ステップの設定を指定します。

                  :POINts? (@chanlist) リスト・ポイント数 (ステップと同じ)を返します。

[SOURce:]

      POWer

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 入力パワーレベルを設定します。 (N679xA)

                  :TRIGgered

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) トリガされる入力パワーを設定します。 (N679xA)

            :LIMit <値>, (@chanlist) 出力チャネルの電力制限を設定します。 (N678xAでは使用できま

せん)

            :MODE FIXed|STEP|LIST|ARB, (@chanlist) 電力の過渡モードを設定します。 (N679xA)

            :PROTection

                  :DELay

[:TIME] <値>, (@chanlist) 電力保護遅延を設定します。 (N679xA)

                  :STATe 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電力保護をオン／オフします。 (N679xA)

            :RANGe <値>, (@chanlist) パワーレンジを設定します。 (N679xA)

            :SLEW

[:POSitive]

[:IMMediate] <値>|INFinity,
(@chanlist)

電力スルーレートを設定します。 (N679xA)

                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。 (N679xA)

                  :COUPle 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電力スルートラッキング状態を設定します。 (N679xA)

                  :NEGative

[:IMMediate] <値>|INFinity,
(@chanlist)

負の電力スルーレートを設定します。 (N679xA)

                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。 (N679xA)

[SOURce:]

      RESistance

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 出力抵抗レベルを設定します。 (N6781A、N6785A、N679xA)

                  :TRIGgered

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) トリガされる抵抗を設定します。 (N679xA)

            :MODE FIXed|STEP|LIST|ARB, (@chanlist) 抵抗過渡モードを設定します。 (N679xA)

            :RANGe <値>, (@chanlist) 抵抗レンジを設定します。 (N679xA)
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            :SLEW

[:POSitive]

[:IMMediate] <値>|INFinity,
(@chanlist)

抵抗スルーレートを設定します。 (N679xA)

                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。 (N679xA)

                  :COUPle 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 抵抗スルートラッキング状態を設定します。 (N679xA)

                  :NEGative

[:IMMediate] <値>|INFinity,
(@chanlist)

負の抵抗スルーレートを設定します。 (N679xA)

                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。 (N679xA)

            :STATe 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 出力抵抗プログラミングをオン／オフします。 (N6781A、N6785A)

[SOURce:]

      STEP

            :TOUTput 0|OFF|1|ON, (@chanlist) ステップ発生時にトリガが生成されるかどうかを指定します。

[SOURce:]

      VOLTage

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 出力電圧を設定します。

                  :TRIGgered

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) トリガ出力電圧を設定します。

            :BWIDth

[:RANGe] LOW|HIGH1|2|3, (@chanlist) 電圧帯域幅を設定します。 (N678xA SMU)

                  :LEVel LOW|HIGH1|2|3, <frequency>, (@chanlist) 帯域幅周波数を設定します。 (N678xA SMU)

            :INHibit

                  :VON

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 電圧が電圧オンレベルよりも高い場合は、電流はシンク

します。 (N679xA)

                        :MODE LATChing|LIVE|OFF 不足電圧禁止モードを設定します。 (N679xA)

            :LIMit

[:POSitive]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 正の電圧制限を設定します。 (N678xA SMU)

                  :COUPle 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電圧制限トラッキング状態を設定します。 (N6784A)

                  :NEGative

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 負の電圧制限を設定します。 (N6784A)

            :MODE FIXed|STEP|LIST|ARB, (@chanlist) 遷移モードを設定します。

            :PROTection

[:LOCal]

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 過電圧保護レベルを設定します。

                  :DELay
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[:TIME] <値>, (@chanlist) 過電圧保護遅延を設定します。 (N678xA SMU、N6783A)

                  :REMote

[:POSitive]

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 正のリモートOV保護を設定します。 (N678xA SMU、N679xA)

                        :NEGative

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 負のリモートOV保護を設定します。 (N6784A)

                  :TRACking

[:STATe] 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 過電圧保護のトラッキングをオン／オフします。 (オプション

J01)

                        :OFFSet <値>, (@chanlist) OVPオフセットのトラッキングを設定します。 (オプションJ01)

            :RANGe <値>, (@chanlist) 出力電圧レンジを設定します。

            :RESistance

[:LEVel]

[:IMMediate]

[:AMPLitude] <値>, (@chanlist) 電圧優先抵抗レベルを設定します。 (N6781A、N6785A)

                  :STATe 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電圧優先抵抗をオン／オフします。 (N6781A、N6785A)

            :SLEW

[:POSitive]

[:IMMediate] <値>|INFinity, (@chanlist) 電圧スルーレートを設定します。

                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。

                  :COUPle 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 電流スルー・トラッキング状態を設定します。 (N679xA)

                  :NEGative

[:IMMediate] <値>|INFinity, (@chanlist) 負の電流スルーレートを設定します。 (N679xA)

                        :MAXimum 0|OFF|1|ON, (@chanlist) 最大スルーレート・オーバーライドをオン／オフします。

(N679xA)

STATus

      :OPERation

[:EVENt]? (@chanlist) 動作イベント・レジスタを問い合わせます。

            :CONDition? (@chanlist) 動作条件レジスタを問い合わせます。

            :ENABle <値>, (@chanlist) 動作イネーブル・レジスタを設定します。

            :NTRansiton <値>,
(@chanlist)

立ち下がり遷移フィルタを設定します。

            :PTRansiton <値>,
(@chanlist)

立ち上がり遷移フィルタを設定します。

      :PRESet すべてのイネーブル、PTR、およびNTRレジスタをプリセットし

ます。

      :QUEStionable

[:EVENt]? (@chanlist) 疑問イベント・レジスタを問い合わせます。

            :CONDition? (@chanlist) 疑問条件レジスタを問い合わせます。

            :ENABle <値>, (@chanlist) 疑問イネーブル・レジスタを設定します。

            :NTRansiton <値>,
(@chanlist)

立ち下がり遷移フィルタを設定します。
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            :PTRansiton <値>,
(@chanlist)

立ち上がり遷移フィルタを設定します。

SYSTem

      :CHANnel

[:COUNt]? メインフレームの出力チャネル数を返します。

            :MODel? (@chanlist) 選択したチャネルのモデル番号を返します。

            :OPTion? (@chanlist) 選択したチャネルにインストールされているオプションを返します。

            :SERial? (@chanlist) 選択したチャネルのシリアル番号を返します。

      :COMMunicate

            :LAN|TCPip:CONTrol? 初期ソケット・コントロール・コネクション・ポート番号を返します。

            :RLSTate LOCal|REMote|RWLock 機器のリモート／ローカル状態を設定します。

      :ERRor? エラー待ち行列からエラーを1個読み取り、クリアします。

      :GROup (GROupコマンドはモデルN678xA SMUでは使用不可 )

            :CATalog? 定義されているグループを返します。

            :DEFine (@chanlist) 複数のチャネルをグループ化して単一のチャネルを構築します。

            :DELete <channel> グループから指定したチャネルを削除します。

                  :ALL 全チャネルのグループ化を解除します。

      :PASSword

            :FPANel

                  :RESet フロント・パネル・ロックアウト・パスワードを0にリセットします。

      :PERSona

            :MANufacturer “<メーカー>” メーカーのIDを変更します。

                  :DEFault メーカーのIDを工場出荷時の値に設定します。

            :MODel “<モデル番号>” モデル番号を変更します。

                  :DEFault モデル番号を工場出荷時の値に設定します。

      :REBoot 本器を電源投入時の状態にリブートします。

      :SECurity

            :IMMediate すべてのユーザ・メモリをクリアして測定器をリブートします。

      :VERSion? 測定器が準拠するSCPIバージョンを返します。

TRIGger (ACQuireおよびELOGコマンドはN676xA、N678xA SMU、オプション054の
み)

      :ACQuire

[:IMMediate] (@chanlist) 即時トリガを生成します。

            :CURRent

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 出力のトリガ・レベルを設定します。

                  :SLOPe POSitive|NEGative, (@chanlist) 信号のスロープを設定します。

            :SOURce <ソース>, (@chanlist) 収集システムのトリガ・ソースを選択します。 BUS |CURRent<1-4>
|EXTernal |PIN<1-7> |TRANsient<1-4> |VOLTage<1-4>

            :TOUTput

[:ENABle] 0|OFF|1|ON, (@chanlist) デジタル・ポート・ピンに測定トリガを送信可能にします。

            :VOLTage

[:LEVel] <値>, (@chanlist) 出力のトリガ・レベルを設定します。
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                  :SLOPe POSitive|NEGative, (@chanlist) 信号のスロープを設定します。

      :ARB

            :SOURce <ソース> 任意波形発生器のトリガ・ソースを選択します。

BUS |EXTernal |IMMediate

      :ELOG

[:IMMediate] (@chanlist) 外部データ・ロギングの即時トリガを生成します。

            :SOURce <ソース>, (@chanlist) 外部データ・ログのトリガ・ソースを選択します。

BUS |EXTernal |IMMediate| PIN<1-7>

      :MEASure

            :TALign

                  :CORRection

[:STATe] 0|OFF|1|ON 測定トリガと測定データのアライメントを改善します。

      :TRANsient

[:IMMediate] (@chanlist) 即時出力トランジェント・トリガを生成します。

            :SOURce <ソース>, (@chanlist) トランジェント・システムのトリガ・ソースを選択します。

BUS |EXTernal IMMediate |PIN<1-7> |TRANsient<1-4>
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モデルとオプション

モデルの説明

モデル間の違い

オプション

モデルの説明

モデル 概要

N6700C /N6701C /N6702C 400W/600W/1200WMPSメインフレーム(電源モジュールなし)

N6710B /N6711A /N6712A 注文生産のモジュラ電源システム(電源モジュールが取り付けられているメインフ

レーム)

N6731B /N6741B 50W/100W5 VDC電源モジュール

N6732B /N6742B 50W/100W8 VDC電源モジュール

N6733B /N6743B /N6773A 50W/100W/300W20 VDC電源モジュール

N6734B /N6744B /N6774A 50W/100W/300W35 VDC電源モジュール

N6735B /N6745B /N6775A 50W/100W/300W60 VDC電源モジュール

N6736B /N6746B /N6776A、N6777A 50W/100W/300W100 VDC電源モジュール

N6751A/N6752A 50W/100W高性能オートレンジDC電源モジュール

N6753A /N6754A /N6755A、N6756A 300W/500W高性能オートレンジDC電源モジュール

N6761A /N6762A 50W/100W高精度DC電源モジュール

N6763A /N6764A /N6765A、N6766A 300W/500W高精度DC電源モジュール

N6781A、N6782A、N6784A 20Wソース／メジャメント・ユニット (SMU)

N6785A、N6786A 80Wソース／メジャメント・ユニット (SMU)

N6783A-BAT /N6783A-MFG 18W/24Wアプリケーション固有DC電源モジュール

N6791A、N6792A 100W/ 200W電子負荷モジュール
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モデル間の違い

機能

(l =使用可能 )

DC電源 高性能 高精度

N673xB、N674xB、
N67'7xA

N675xA N676xA

50W出力定格 N6731B – N6736B N6751A N6761A

100W出力定格 N6741B – N6746B N6752A N6762A

300W出力定格 N6773A – N6777A N6753A、N6754A N6763A、N6764A

500W出力定格 N6755A、N6756A N6765A、N6766A

出力切断リレー オプション761 オプション761 オプション761

出力切断／極性反転リレー1 オプション760 オプション760 オプション760

任意波形発生 オプション054 オプション054 l

オートレンジ出力機能 l l

電圧または電流優先 N6761A、N6762A

高精度電圧／電流測定 l

低電圧／低電流出力レンジ N6761A、N6762A

低電圧／低電流測定範囲 l

200 μA測定レンジ2 オプション2UA

電圧／電流同時測定 l

SCPIコマンドによる出力リスト機能3 オプション054 オプション054 l

SCPIコマンドによる配列読取り3 オプション054 オプション054 l

SCPIコマンドによるプログラマブル・サンプル・レート3 オプション054 オプション054 l

SCPIコマンドによる外部データ・ロギング3 オプション054 オプション054 l

ダブル幅 (2つのチャネル位置を占有 ) N6753A - N6756A N6763A - N6766A

注1オプション760を持つモデルN6742BおよびN6773Aでは出力電流は最大値10Aに制限されます。

オプション760はモデルN6741B、N6751A、N6752A、N6761A、N6762Aでは使用できません。

注2オプション2UAはモデルN6761AとN6762Aでのみ使用できます。オプション761が含まれます。

注3リモート・インタフェース使用時のみ使用可能です;フロント・パネルからは使用できません。
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機能

(l =使用可能 )

ソース／メジャメント・ユニット (SMU) アプリケーション専用

N6781A N6782A N6784A N6785A N6786A N6783A
-BAT

N6783A
-MFG

出力定格 20 kΩ 20 kΩ 20 kΩ 80W 80W 24W 18W

2象限動作 l l l l l l

4象限動作 l

補助電圧入力 l l

出力切断リレー l l l l l オプショ

ン761
オプショ

ン761

任意波形発生 1 l l l l l l l

負電圧保護 l l l l l l l

電圧または電流優先 l l l l l

プログラマブル抵抗 l l

電圧出力レンジの数 3 3 3 4 4 1 1

電流出力レンジの数 3 3 4 4 4 1 1

電圧測定レンジの数 3 3 3 1 1 1 1

電流測定レンジの数 4 4 4 3 3 2 2

電圧／電流同時測定 l l l l l

シームレス測定オートレンジ l l オプショ

ンSMR
l l

SCPI出力リスト機能1、 2 l l l l l l l

SCPI配列読取り2 l l l l l l l

SCPIコマンドによるプログラマブル・サンプ

ル・レート2
l l l l l l l

SCPI外部データ・ロギング2 l l l l l l l

ダブル幅 (2チャネル位置を占有 ) l l

注1任意波形およびリスト機能は、モデルN6783Aの負の電流出力では使用できません。

注2リモート・インタフェース使用時のみ使用可能です;フロント・パネルからは使用できません。
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機能

(l =使用可能 )

負荷モジュール

N6791A N6792A

入力定格 1 100W 200W

入力端子ショート機能 l l

任意波形発生 l l

不足電圧禁止 l l

電圧、電流、抵抗、電力の優先モード l l

抵抗入力レンジの数 3 3

電流入力レンジの数2 2 2

電圧入力レンジの数2 1 1

電力入力レンジの数 2 2

電圧／電流同時測定 l l

SCPIコマンドによる出力リスト機能3 l l

SCPIコマンドによる配列読取り3 l l

SCPIコマンドによるプログラマブル・サンプル・レート3 l l

SCPIコマンドによる外部データ・ロギング3 l l

ダブル幅 (2つのチャネル位置を占有 ) l

注1負荷モジュールの入力は、本書内では「出力」という用語が使用されます。

注2入力および測定レンジを再結合します。

注3リモート・インタフェース使用時のみ使用可能です;フロント・パネルからは使用できません。
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オプション

メインフレーム・オプ

ション

概要

908 ラック・マウント・キット。19インチEIAラック・キャビネットへのマウント用。モデルN6709Aでもお求めいただ

けます。

FLR フィラ・モジュール。メインフレームに搭載されているモジュールが4個未満の場合。モデルN6708Aでもお

求めいただけます。

電源モジュール・オプ

ション

説明

054 高速テスト拡張機能。デジタル出力測定と出力リスト機能が含まれます。モデルN673xB、N674xB、
N675xA、N677xAで使用できます。モデルN676xA、N678xA SMU、N6783Aに付属しています。

760 1 出力切断／極性反転。＋／－出力端子とセンス端子を切り離します。＋／－出力端子とセンス

端子の極性を切り替えます。N6741B、N6751A、N6752A、N676xA、N678xA.SMU、N679xAでは使用でき

ません。

761 1 出力切断。＋／－出力端子とセンス端子を切り離します。N678xA SMUに標準。N679xAでは使用で

きません

UK6 テスト結果データ付き校正証明書

1A7 ISO 17025校正証明書

2UA 200 μAの測定範囲および出力切断リレー。モデルN6761A、N6762Aでのみ使用できます。

J01 トラッキング過電圧保護機能。N6700B,、N6701A、またはN6702Aメインフレームにインストールするとモ

デルN6752A、N6754A、N6762Aのみで使用できます。、

SMR モデルN6784Aで使用できるシームレス測定オートレンジモデルN6781A、N6782A、N6785A、N6786Aに付

属しています。

注1出力端末間には、小さなACネットワークが常に存在します。

1クイック・リファレンス
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仕様

補足特性

寸法図

このセクションには、Keysight N6700Cモジュラ電源システムの補足特性を記載します。補足特性は保証

されたものではなく、デザインまたは型式テストによって決定された性能を表します。すべての補足特性

は、特に記載がない限り、代表値です。

仕様および特性は予告なしに変更されることがあります。

すべての電源モジュールの完全な仕様と補足特性情報は、『Keysight N6700Modular
Power System Family Specifications Guide』に記載されています。

補足特性 N6700C、N6701C、N6702C

特性 KeysightN6700C、N6701C、N6702C

電源モジュールに使用できる最大合

計電力：

400W(N6700Cメインフレームの場合 )
600W(N6701Cメインフレームの場合 )
1200W(N6702Cメインフレームの場合 )

内部フラッシュ・メモリ： 8メガバイト

保護応答

INH入力：

結合出力でのフォールト

5 μs(禁止コマンドを受け取ってからシャットダウンの開始まで)
＜10 μs(障害情報を受け取ってからシャットダウンの開始まで)

コマンド処理時間： コマンドの受信から出力変化の開始まで≦1 ms

デジタル制御特性：

最大電圧定格

ピン1および2をFLT出力として

ピン1～7をデジタル／トリガ出力とし

て

(ピン8 =コモン)

ピン1～7をデジタル／トリガ入力、ピ

ン3をINH入力とし(ピン8＝コモン)

ピン間で＋16.5 VDC／－5 VDC
(ピン8はシャーシ・グランドに内部接続 )。

最大低レベル出力電圧＝0.5 V(4 mAで)
最大低レベル・シンク電流＝4 mA
高レベル漏れ電流 (代表値 )＝1 mA(16.5 VDCで)

最大低レベル出力電圧＝0.5 V(4 mAで)、
1 V(50 mAで)、1.75 V(100 mAで)
最大低レベル・シンク電流＝100 mA
高レベル漏れ電流 (代表値 )＝0.8 mA(16.5 VDCで)

最大低レベル入力電圧＝0.8 V
最小高レベル入力電圧＝2 V
低レベル電流 (代表値 )＝2 mA(0 Vで)(内部2.2 kプルアップ)
高レベル漏れ電流 (代表値 )＝0.12 mA(16.5 VDCで)
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特性 KeysightN6700C、N6701C、N6702C

インタフェース機能

  LXI Core 2011:
  USB 2.0(USB-TMC488)
  10/100/1000 LAN：
  Webサーバ：

  GPIB：

10/100/1000Base-Tイーサネット (ソケット、VXI-11プロトコル、Webインタフェース)
Keysight IO LibraryバージョンM.01.01または14.0以上が必要

Keysight IO LibraryバージョンL.01.01または14.0以上が必要

Webブラウザが必要

SCPI-1993、 IEEE 488.2準拠のインタフェース

規制適合：

    EMC：

安全規格：

電子計測器に関する欧州EMC指令に準拠しています。

IEC/EN61326-1；CISPR 11;グループ1、クラス;A; AS/NZSCISPR 11 ICES/NMB-001

オーストラリア規格に準拠しており、C-Tickマークが付いています。

このISMデバイスはCanadian ICES-001に準拠します。

Cet appareil ISM est conforme à la norme NMB-001 du Canada

欧州低電圧指令に準拠し、CEマークが付いています。

米国とカナダの安全規制に適合しています。

環境

動作環境：

温度範囲：

相対湿度：

高度：

保管温度：

屋内使用、設置カテゴリ II (AC入力用 )、汚染度2
0℃～55℃ (出力電流は40℃以上で1℃当たり1 %低下します)
最大95%(非結露 )
2000 mまで

-30°C～70°C

音響雑音に関する宣言

この文書の目的は、

1991年1月18日施行の

ドイツの音放射に関する指令の

要件を満たすことです。

音圧Lp <70 dB(A)(オペレータ位置、通常操作で、EN27779(型式テスト )に準拠 )。
Schalldruckpegel Lp <70 dB(A), Am Arbeitsplatz, Normaler Betrieb, Nach EN27779
(Typprüfung).

出力端子のアイソレーション： すべての出力端子は、他の端子またはシャーシ・グランドから240 Vdc以内でなければ

なりません。

N6781A/N6785Aに関する注：

モデルN6781A、N6785Aで、AUX測定入力端子を使用している場合は、すべての出力

端子または入力端子は、他の端子およびシャーシ・グランドから±60 Vdc以内でなけれ

ばなりません。

AC入力

入力定格：

入力レンジ：

消費電力：

力率 (注1)：

ヒューズ：

～ 100 VAC – 240 VAC; 50/60/400Hz

86–264 VAC; 47–63Hz; 380–420 Hz

1000 VA (N6700C)
1440 VA (N6701C)
1440 VA(N6702C@ < 180 VAC入力 )
2200 VA(N6702C@ > 180 VAC入力 )

0.99(公称入力および定格電力で)

内部ヒューズ(お客様がヒューズを交換することはできません)

N6702Cに関する注記：

AC電源入力 (入力定格：100～180 VAC)は、N6702Aメインフレームに電源を供給できる

だけの電流を供給することはできません(フル定格電力での動作時 )。100～180 VACの
主電源に接続した場合は、内部回路は、モジュールに供給する電力を最大600Wに

制限します。
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特性 KeysightN6700C、N6701C、N6702C

正味質量

    N6700C(4つのモジュール)：
    N6701C(4つのモジュール)：
    N6702C(4つのモジュール)：
シングル幅モジュール(代表値 )：

12.73 kg / 28ポンド

11.82 kg / 26ポンド

14.09 kg / 31ポンド

1.23 kg / 2.71ポンド

寸法： 次のセクションの寸法図を参照してください。

注1 400 Hzのフル負荷では、力率は0.99(120 VACで)から0.76(265 VACで)に低下します。無負荷条件下では、力率はさらに低

下します。

寸法図
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予備情報

メインフレームの設置

電源ケーブルの接続

出力の接続

リモート・センス接続

並列／直列接続

補助測定接続

インタフェース接続



予備情報

付属品目の確認

機器の検査

安全情報の見直し

環境条件の確認

付属品目の確認

開始する前に、以下のリストを調べて、ユニットにすべて揃っているかどうか確認してください。不足品があ

る場合は、最寄のKeysightお客様窓口までお問い合わせください。

メインフレームの品目 概要 パーツ番号

電源コード ご利用の地域に合った電源コード。 Keysightお客様窓口までお問い合わ

せください

N6700B用フェライト・コア 電源コードに取り付けて、コモン・モード電流を減らし

ます。

Keysight 9170-2131

デジタル・コネクタ・プラグ デジタル・ポートへの信号ライン接続用の8ピン・コネク

タ。

Keysight 1253-6408
Phoenix ContactMC 1,5/8-ST-3,5

Automation-Ready CD Keysight IO Libraries Suiteが入っています。 Keysight E2094N

クイック・リファレンス・ガイド クイック・リファレンス情報が記載されています。 Keysight 5969-2950

T-10 Torx工具 電源モジュールの取り付け／取り外し用の工具。 Keysight 8710-2416

DC電源モジュールの品目 概要 パーツ番号

8 A出力コネクタ・プラグ 電源／センス・リード接続用の8 A、8ピン・コネクタ・プラ

グ1個。N678xA SMUにのみ使用。

Keysight 1253-6408
Phoenix ContactMC 1,5/8-ST-3,5

12 A出力コネクタ・プラグ 電源／センス・リード接続用の12 A、4ピン・コネクタ・プ

ラグ1個。 N6731B、N6741B、N6753A-N6756A、N6763A-
N6766A、N6773A、N678xA SMU、N6791A、N6792Aを除く

すべてに使用。

Keysight 1253-5826
Phoenix ContactMSTB 2,5/4-STF

20 A出力コネクタ・プラグ 電源／センス・リード接続用の20 A、4ピン・コネクタ・プ

ラグ1個。N6731B、N6741B、N6754A、N6756A、
N6764A、N6766A、N6773A、N6791Aにのみ使用。

Keysight 1253-6211
Phoenix Contact PC 4/4-ST-7,62

50 A出力コネクタ・プラグ 電源リード接続用の50 A、2ピン・コネクタ・プラグ1個。

N6753A、N6755A、N6763A、N6765A、N6792Aにのみ使

用。

Keysight 1253-7187
Molex 39422-0002

補助測定コネクタ・プラグ 補助測定入力接続用の2ピン・コネクタ・プラグ。

N6781AおよびN6785Aにのみ使用。

Keysight 1253-8485
Phoenix Contact FMC 1,5/2-ST-3,5

2設置
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DC電源モジュールの品目 概要 パーツ番号

小型センス・ジャンパ 出力コネクタにおけるローカル・センシング用の小型ジャ

ンパ2個。N6731B、N6741B、N6753A-N6756A、N6763A-
N6766A、N6773A、N678xA SMU、N6791A、N6792Aを除く

すべてに使用。

Keysight 8120-8821
Phoenix Contact EPB 2-5(1733169)

大型センス・ジャンパ 出力コネクタにおけるローカル・センシング用の大型ジャ

ンパ2個。N6731B、N6741B、N6754A、N6756A、
N6764A、N6766A、N6773A、N6791Aにのみ使用。

Keysight 0360-2935
Phoenix Contact 3118151

センス・コネクタ センス・リード接続用の4ピン・コネクタ。ローカル・センシ

ングの場合はワイヤ(パーツ番号5185-8847)を使用。

N6753A、N6755A、N6763A、N6765A、N6792Aにのみ使

用。

Keysight 1253-5830
Phoenix ContactMC 1,5/4-ST-3,5

校正証明書 シリアル番号に対応した校正証明書。 該当なし

機器の検査

電源システムが届いたら、輸送中に損傷を受けていないか確認してください。損傷している場合は、運送

会社およびKeysightお客様窓口に至急お知らせください。www.keysight.com/find/assistをご覧くださ

い。

輸送用カートンと梱包材料は、本器を返品しなければならない場合に必要となるので、電源システム電

源をオンにして、検査が終わるまで保管してください。

安全情報の見直し

本電源システムは安全クラス1の機器であり、感電防止用アース端子があります。この端子は、アース・ソ

ケットを装備した電源を通じてアースに接続する必要があります。

安全に関する一般情報については、本書冒頭の「安全に関する注意事項」 を参照してください。設置

／操作前に、電源システムを検査し、本書の安全上の警告および指示を再度確認してください。特定

の手順に関する安全上の警告については、本書の該当箇所に掲載されています。

電源モジュールの中には、60 VDCを超える電圧を発生させるものがあります。

測定器の接続、負荷の配線、負荷の接続が絶縁されているか、またはカバーで覆われて

おり、致死的な出力電圧に誤って触れることがないようにしてください。

環境条件の確認

可燃性のガスや蒸気が存在する環境で本器を使用しないでください。

電源システムの環境条件は「環境特性」に記載されています。基本的に、本器は屋内の制御された環

境でのみ使用できます。
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測定器の寸法と外形図については、 「仕様」に記載されています。本電源システムは、ファンによって側

面から吸気し、側面および背面から排気することによって冷却されます。本器を設置する場所には、側

面と背面に通気のための十分な空間が必要です。
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メインフレームの設置

モジュールの設置

ラック・マウント

ベンチへの設置

400 Hz動作のための冗長グランド

モジュールの設置

このセクションの情報は、モジュールが取り付けられていないN6700メインフレームを購入

した場合、またはモジュールをメインフレームに追加している場合に適用されます。

装置の破損 モジュールの取り付け／取り外しの前には、メインフレームの電源をオフに

し、電源コードを抜いてください。電子コンポーネントを取り扱う前に、静電放電に関す

るすべての一般的な注意事項を遵守してください。

モジュールは、スロット1から順に、互いに隣り合う位置に取り付ける必要があります。モ

ジュール間に空のスロットを残さないでください。そうしないと、電源システムが機能しませ

ん。

残りの未使用のスロットには、適切に冷却するためにフィラ・モジュール(N6708A)を入れ

る必要があります。フィラ・モジュールをモジュールの間に取り付けないでください。

必要なツール：T10 Torxドライバ；小型マイナス・ドライバ

ステップ1.送風機カバーを取り外します。

送風機カバーの上部と側面のねじを外します。カバーを上に傾け、スライドして引き出します。
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ステップ2電源モジュールを取り付けます。

モジュールをピンの位置に合わせてメインフレームのコネクタにはめ込みます。フィラ・モジュールを未使用の

スロットに取り付けます。

ステップ3モジュールの各先端でねじを取り付けます。

T10 Torxドライバを使用して、ねじを締めます。RFIストリップによって上向きの圧力がかかるため、ねじが

しっかりと締まるまでモジュールを下に押し続けます。

ステップ4終了したら、送風機カバーを元に戻します。

モジュールのリップの下にばねクリップを注意深く取り付けます。

電源モジュールのチャネル割り当て

メインフレームのモジュールのスロット位置によってモジュールのチャネル割り当てが決まります。裏面から見

たときに、GPIBコネクタの隣にあるモジュールが常に出力チャネル1です。番号は、左に向かって1から4まで

順にふられます。

ダブル幅モジュールは、取り付けたスロットのうち、番号の最も小さいスロットの番号に割り当てられます。

例えば、ダブル幅モジュールをスロット3と4に取り付けた場合、モジュールはチャネル番号3に割り当てられ

ます。
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グループ化されたモジュール(並列に接続され、1つの大電力チャネルとして動作するように構成／グループ

化されているモジュール)は、グループ中で最も小さい番号のスロットのチャネル番号に割り当てます。詳細

については、出力グループを参照してください。

ラック・マウント

本器をラック・マウントする際には、サポート・レールを使用しないでください。

サポート・レールは、冷却に必要な通気を妨げるおそれがあります。

ラック・マウントの際には、ラック・マウント・キット (オプション908)をご使用ください。

ラック・マウント・キットは、パーツ番号N6709Aでもオーダいただけます。

Keysight N6700 MPSメインフレームは、19インチEIAラック・キャビネットにマウントできます。メインフレームは

1ラック・ユニット (1U)のスペースに収まるように設計されています。本器側面の吸気口と排気口、背面の

排気口をふさがないでください。

必要なツール：プラスねじドライバ、T22 Torxドライバ、T10 Torxドライバ

ステップ1.8個のクリップ・ナットを、機器を設置するラック・フレームに(それぞれの隅に2個ずつ)取り付けま

す。

取り付け手順については、次の図を参照してください。
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ステップ22個の前部イヤーと2個の後部延長サポートを図のように本器に取り付けます。

前部イヤーにはM3×8mmねじ6個 (a)、延長サポートにはM3×6mmねじ4個 (b)を使用します。標準の延

長サポートでは短過ぎるか長過ぎる場合は、さらに長いサポート (c)を使用してください。必要に応じてサ

ポートを切断します(d)。

ステップ32個の後部イヤーを、図のように機器ラックの背面に取り付けます。

後部イヤーの取付けには、4個のプレーン10-32ねじを使用します。

ステップ4本器をラック内に差し入れます。後部延長サポートが後部イヤーの内部にはまり込むようにしま

す。

ステップ5.前部イヤーを機器ラックの前面に、付属の4個の化粧10-32ねじを使って取り付けます。

ステップ6このステップは省略可能です。10-32平ねじを後部イヤー／延長サポートのスロットを通して差し

込み、クリップ・ナットを使用して固定します。

これを行うと、本器がラックの前面から外にスライドしなくなります。

ベンチへの設置

本器側面の吸気口と排気口、背面の排気口をふさがないでください。「仕様」セクショ

ンの寸法図を参照してください。

ベンチ動作では側面と背面に51 mm以上の間隔が必要です。

400 Hz動作のための冗長グランド

400 HzのAC入力動作では、本器の漏れ電流は3.5 mAを超えます。このため、本器のシャーシとグランド

の間に恒久的な冗長アース線を敷設する必要があります。これにより、グランドが常時接続され、漏れ電

流はグランドに流れます。

400 Hz動作での力率統計については、「仕様」セクションを参照してください。

取り付け手順については、『操作／サービス・ガイド』の「冗長グランド」 を参照してください。
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電源ケーブルの接続

火災の危険 本器に付属の電源コード以外は使用しないでください。他の電源コードを使

用すると、コードが過熱して火災の原因となるおそれがあります。

感電の危険 電源コードにはシャーシ・グランドのための線があります。電源コンセントは必

ず3極タイプを使用し、アースピンを正しくアースに接続してください。

本器裏面のIEC 320コネクタに電源コードを接続します。機器に付属している電源コードが間違っている

場合は、Keysightお客様窓口までお知らせください。

本器背面のAC入力は、ユニバーサルAC入力です。100 Vac～240 Vacの範囲の公称電源電圧が使用

できます。周波数は50 Hz、60 Hz、または400 Hzです。

Keysight N6702Cメインフレームに関する注記：100～120 Vac(公称値 )定格の標準的なACメイン電源

回路は、N6702Aメインフレームがフル定格電力で動作している場合は、十分な電流を供給できません。

それでも、N6702Aは100～120 Vac(公称値 )定格のACメイン電源回路に接続できます。この場合は、内

部回路によってモジュールに利用可能な電力は600Wに制限されます。これにより、ACメイン電源回路

から得られる電流は15 A未満となるため、標準的な100～120 VACメイン電源回路が過負荷になること

はありません。

着脱式電源コードは、非常時の断路装置として使用できます。電源コードを引き抜くと、

本器へのAC電源入力が遮断されます。

N6700Cのスナップ式フェライト・コア

付属のフェライト・コアを取り付ける必要があるのは、高感度負荷をN6700Cの出力に接続する場合だけ

です。フェライト・コアの目的は、AC電源スイッチのオン／オフ時に、電源システムの出力でコモン・モード電

流スパイクが発生する可能性を低減することです。N6701CおおびN6702Cメインフレームには、組み込み

のフェライト・コアが付いています。

高感度負荷をコモン・モード電流から保護するための追加対策については「AC電源のスイッチング・トラン

ジェントからの高感度負荷の保護」で説明します。

コアを取り付けるには：

1.コードの任意の場所にコアを取り付けます。

2.電源コードをコアに2回通します。

3.コアを閉じます。
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出力の接続

出力の配線

線径の決定

Keysight N678xA SMUの配線

複数の負荷の配線

正と負の電圧

負荷キャパシタの応答時間

フェライト・コアの取り付け - Keysight N6792Aのみ

高感度負荷の保護

Keysight N679xA負荷モジュールの入力端子は、本書全体を通じて「出力」と呼びます

。

出力の配線

感電の危険：リアパネルに接続を行う際には、AC電源をオフにしてください。ワイヤとスト

ラップは正しく接続し、ターミナル・ブロックのねじをしっかりと締めてください。

電源モジュールの中には、60 VDCを超える電圧を生成するものがあります。測定器の

接続、負荷の配線、負荷の接続が絶縁されているか、またはカバーで覆われており、致

死的な出力電圧に誤って触れることがないようにしてください。

ワイヤを接続するために、コネクタ・プラグを外します。8Aのコネクタプラグは、AWG 14～AWG 30の太さの

ワイヤに対応します。12 Aのコネクタプラグは、AWG 12～AWG 30の太さのワイヤに対応します。20Aのコ

ネクタプラグは、AWG 10～AWG 24の太さのワイヤに対応します。50Aのコネクタプラグは、AWG 6～AWG
20の太さのワイヤに対応します。AWG 20より細いワイヤは推奨されません。負荷ワイヤは＋端子と－端

子に接続します。センスワイヤは＋s端子と－s端子に接続します。ローカル・センシング用のセンス・ジャン

パが提供されています。

ねじ式端子を締めて、すべてのワイヤをしっかりと固定します。コネクタプラグを本器背面に挿入します。

止めねじを締めて、12 Aおよび50 Aコネクタを固定します。AC入力コネクタの隣にグランド接続用のシャー

シ・グランド・バインディング・ポストがあります。

すべてのコネクタプラグのパーツ番号については、「付属品」を参照してください。

50 Aセンス・コネクタを持つ電源モジュールの場合は、＋LS端子と－LS端子は、図に示す

ように、ローカル・センス接続にのみ使用します。＋LS端子と－LS端子を他の方法で接続

しないでください。
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線径の決定

火災の危険：ショート回路電流が通っても過熱しない太さのワイヤを選択してください

(下の表を参照 )。安全確保のため、負荷ワイヤは本器のショート出力電流を通しても

過熱しない太さでなければなりません。KeysightモデルN678xA SMUの配線要件は次の

セクションに記載されています。

線径を選択する際には、導線の温度に加えて、電圧降下も考慮する必要があります。下の表には、さ

まざまな線径の抵抗と、電圧降下を負荷1個当たり1.0 Vに制限する最大長がいくつかの電流値に対し

て示されています。

注意すべきこととして、過熱の防止に必要な最小の線径では、過電圧トリップの防止や最適なレギュ

レーションの維持には不十分な場合があります。ほとんどの場合で、負荷ワイヤは、電圧降下を負荷1個
当たり1.0 V以下に制限できる太さである必要があります。

過電圧回路のトリップを防ぐためには、予想される負荷電流や電流制限値設定と無関係に、本器のフ

ル出力電流を通すのに十分な線径を選択してください。

負荷リード抵抗は、容量性負荷をリモート・センシングする場合の本器のCV安定度に影響する重要な

要因でもあります。高い容量性負荷が予想される場合は、長い負荷リードには12～14 AWGより太いワ

イヤ・ゲージを使用しないでください。
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線径 メートル単位のサイズ(注1) 抵抗 電圧を1 V/リードに制限するための最大長

5 Aの

場合

10 Aの

場合

20 Aの

場合

50 Aの

場合

AWG 2線束 4線束 Ω／フィート ワイヤ長 (フィート )

20 7.8 6.9 0.0102 20 x x x

18 14.5 12.8 0.0064 30 15 x x

16 18.2 16.1 0.0040 50 25 x x

14 29.3 25.9 0.0025 80 40 20 x

12 37.6 33.2 0.0016 125 63 30 x

10 51.7 45.7 0.0010 200 100 50 20

8 70.5 62.3 0.0006 320 160 80 32

6 94 83 0.0004 504 252 126 50

断面積 (mm2) 2線束 4線束 Ω／m ワイヤ長 (m)

0.5 7.8 6.9 0.0401 5 x x x

0.75 9.4 8.3 0.0267 7.4 x x x

1 12.7 11.2 0.0200 10 5 x x

1.5 15.0 13.3 0.0137 14.6 7.2 x x

2.5 23.5 20.8 0.0082 24.4 12.2 6.1 x

4 30.1 26.6 0.0051 39.2 19.6 9.8 3.9

6 37.6 33.2 0.0034 58 29 14.7 5.9

10 59.2 52.3 0.0020 102 51 25 10.3

注記：

1.AWGリード線の容量は、MIL-W-5088Bに基づいています。最大周囲温度：55°C。最高ワイヤ温

度：105°C。
2.メートル単位のリード線の容量は、 IE規格335-1に基づいています。

3.アルミ線の容量は、銅線の約84 %です。

4.“x”は、ワイヤの定格が電源モジュールの最大出力電流に対応しないことを示します。

5.ワイヤのインダクタンスを考慮すると、負荷リードはさらに、撚り合わせるか、タイラップするか、束ねて、

リード当たりの長さを50フィート (14.7 m)未満にすることをお勧めします。
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Keysight N678xA SMUの配線

ワイヤ・インダクタンスの影響により、前の表に記載されたワイヤ長の情報は、モデル

N678xA SMUには当てはまりません。

以下の表に、ワイヤ・インダクタンスの影響を最小化するための許容される負荷リードおよびワイヤ長を、

いくつかの一般的な出力ワイヤ・タイプに対して示します。この表に示すものより長い(または短い)ワイヤ長

を使用すると、出力の発振が起きるおそれがあります。

ケーブルの種類

モジュール・コネクタまで

長さ(フィート ) 長さ(m)

ツイスト・ペア(AWG14以下 ) 1～4.25フィート 0.3～1.3m

50Ω同軸 (RG-58) 2～10フィート 0.6～3 m

10Ω同軸

(ケーブルのフィートあたりのインダクタンス≦32
nH)

8.5～33フィート 2～10 m

リモート・センシングによる高帯域幅モード

次の配線要件は、リモート・センシングを使ってHigh帯域幅モードKeysightモデルN678xA SMUを使用して

いるときに適用されます。

帯域幅設定の詳細については、 出力帯域幅を参照してください。

1.負荷ワイヤはツイスト・ペアまたは同軸である必要があります。センス・ワイヤと一緒に撚り合わせないで

ください。長さ(L)については、上の表を参照してください。

2.センス・ワイヤはツイスト・ペアまたは同軸である必要があります。負荷ワイヤと一緒に撚り合わせないで

ください。

3.センス補正された負荷パス内ではキャパシタは使用できません。
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4.負荷キャパシタ(CL)がセンス・ポイントにない場合は、センス・ポイントから負荷キャパシタまでの距離が15
cmを超えることはできません。

5.また、ツイスト・ペア、同軸、またはpcトレースである必要があります。テスト・フィクスチャがpcトレースから

成る場合、正のトレースと負のトレースが隣接レイヤで直接向かい合う必要があります。

インダクタンスを最小限に抑えるには、トレースの幅 (w)を誘電体の厚み(h)以上にします。DC抵抗を最小

限に抑えるために、トレースの幅をこの最小要件よりもはるかに広くすることを推奨します。

リモートまたはローカル・センシングによる低域幅モード

前述の配線要件はすべて、以下を除いてLow帯域幅モードにも適用されます。

センス・ポイントと負荷キャパシタ間の15 cmの最大制限 (#4を参照 )は、Low帯域幅モードの使用時には

適用されません。

ガード接続

ケーブル・ガードの目的は、外部テスト回路の電流経路に存在する可能性がある漏れ電流の影響を防

ぐことです。ケーブル・ガードは、テスト・フィクスチャがガードを必要とし、電源システムが1 μA未満のDC電
流を供給または測定している場合に使用できます。ガードがない場合は、テスト回路内の漏れ電流に

よって、μA測定の確度が影響される可能性があります。1 μA以上の電流を測定する場合は、通常ガー

ドは不要です。

下の図に示すように、ケーブル・ガードKeysightモデルN678xA SMUの出力コネクタで使用できます。ガード

は通常、ケーブルおよびテスト・フィクスチャのシールドをドライブするために用いられます。ガードは、モ

ジュール・コネクタの＋出力端子と同じ電位のバッファド電圧を供給します。ガード電流は、約300 μAに
制限されています。

1.N678xA SMUコネクタ

2.ガード・シールド

(同軸ケーブルのシールドでも

可)
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複数の負荷接続

ローカル・センシングを使用し、1つの出力に複数の負荷を接続する場合は、それぞれの負荷を別の負荷

ワイヤで出力端子に接続してください(下の図を参照 )。これにより、相互カップリング効果が最小限に抑え

られるため、電源モジュールの低出力インピーダンスをフル活用できます。リード線の負荷インダクタンスと

雑音の混入を小さくするために、各ワイヤ・ペアはできるだけ短くし、撚り合わせるか束ねたままにしてくださ

い。電源システムから負荷までの＋と－の負荷ワイヤ間の負荷面積または物理スペースを常に最小化す

ることを目標としています。

Keysight N678xA SMUモデルには、Keysight N678xA SMU配線で示すような追加の配線制限事項があ

ります。

負荷の都合で本器から離れた所にある分配端子を使用する必要がある場合は、1対のツイスト線または

束ねたリード線を使って、出力端子をリモートの分配端子に接続します。それぞれの負荷を分配端子に

別々に接続します。このような場合は、リモート電圧センシングの使用を推奨します。リモート分配端子で

感知するか、1つの負荷が他の負荷より感度が高い場合は、その負荷の位置で直接感知します。

正と負の電圧

出力端子の1つをグランド (コモン)に接続することにより、グランドを基準として正または負の電圧が出力か

ら得られます。システムがどこでどのようにグランドに接続されているかに関わらず、負荷を出力に接続する

には必ず2本の線を使用してください。本器は、すべての出力端子が出力電圧を含めてグランドから240
VDCの状態で動作させることができます。

Keysight N678xA SMUモデルは、負の出力端子のグランド用に最適化されています。

正の端子をグランドに接続すると、電流測定の雑音が増加し、電流測定確度が下が

る場合があります。
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負荷キャパシタの応答時間

外部キャパシタを使用した場合は、電圧応答時間が純抵抗負荷の場合より長くなることがあります。アッ

ププログラミング時間の増加は、下の計算式によって予測できます。

応答時間 = (追加された出力キャパシタ) X (出力電圧の変動)
(電流制限設定値) – (負荷電流)

なお、外部出力キャパシタへのプログラミングでは、電源システムが短時間定電流または定電力動作モー

ドに入ることがあります。この場合は、予測時間はさらに長くなります。

フェライト・コアの取り付け - Keysight N6792Aのみ

無線周波数干渉 (RFI)規格に準拠するには、負荷モジュールの負荷リードにフェライト・

コアを取り付ける必要があります。コアはモジュールに付属されており、モジュールの機能

に影響はありません。

1.コアをケーブルの長さに沿って配置し、負荷ケーブルを1度コアに通します。

2.フェライト・コアを、負荷ケーブルのできるだけ出力コネクタに近い部分にクリップします。推奨される場所

は、コネクターからコアまでの距離が4 cm以下です。

3.タイラップを負荷ワイヤに取り付け、コアがコネクタから抜け落ちないようにします。
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AC電源のスイッチング・トランジェントからの高感度負荷の保護

これは、電圧／電流の過渡変動の影響を受けやすい負荷を電源システムの出力に接

続する場合にだけ当てはまります。負荷が電源システムの出力に直接接続され、

シャーシ・グランドにはどのような経路でも接続されていない場合は、電源システムの出

力で発生するAC電源スイッチング・トランジェントの問題を考慮する必要はありません。

AC電源スイッチを操作すると、コモン・モード電流スパイクがDC出力リードに注入され、電圧スパイクが生

じるため、電圧または電流トランジェントの影響を受けやすい負荷が損傷するおそれがあります。EMI準拠

の国際規格に適合する電子機器はすべて、同様の電流スパイクを発生させる可能性があります。こうし

た状況は、AC電源入力とDC出力にEMIフィルタがあるために生じます。これらのフィルタには通常、電源

システムのシャーシに接続されたコモン・モード・コンデンサがあります。AC電源入力にはアース端子がある

ため、負荷もグランドに接続されていると、その負荷はコモン・モード電流の戻り経路になり得ます。

下の図は、フローティングにしたはずの負荷が実際にはグランドに接続されていて、注入電流の戻り経路

になるという代表的な状況を示しています。この場合は、戻り経路はオシロスコープ・プローブのロー側に

よって形成されます。オシロスコープ・プローブのロー側が負荷回路のコモンとオシロスコープのシャーシの両

方に接続されているからです。このような場合は、以下の手順 (推奨される順に記載 )により、電源システ

ムのAC電源スイッチをオン／オフしたときに出力に発生するコモン・モード電流スパイクを低減できます。

1.フェライト・コア(Keysightパーツ番号9170-2131)を電源コードに取り付け、電流経路に追加のインピーダ

ンスを挿入します。これによりフェライト・コアは、N6701CおよびN6702Cメインフレームの内部に取り付けら

れます。

2.負荷のコモン・ポイントと電源システムのグランド端子の間に、別のワイヤを接続します。これにより、注

入電流はこの低インピーダンス経路に流れ、DC出力リード (および高感度負荷 )を流れる分が減少しま

す。

3.外部機器によって戻り経路を遮断します。例えば、図に示されているシングルエンド型オシロスコープの

代わりに、フローティング入力を備えた差動オシロスコープを使用したり、アイソレートされた測定機器を負

荷に接続することも可能です。

電源システムのオン／オフを切り替える前に負荷を出力から切り離せば、負荷は常にコ

モン・モード電流から保護されます。
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リモート・センス接続

配線

オープン・センス・リード

過電圧保護に関する注意事項

出力雑音に関する注意事項

配線

感電の危険：リアパネルに接続を行う際には、AC電源をオフにしてください。

リモート・センシングを使えば、出力端子でなく負荷における電圧を監視することにより、負荷の電圧レ

ギュレーションを改善できます。この方法では、負荷リードの電圧降下を電源システムが自動的に補正し

ます。リモート・センシングは、CV動作で、負荷インピーダンスが変動するか、リード抵抗が大きい場合に

特に有効です。CC動作中には効果がありません。センシングは他の電源システム機能から独立している

ため、電源システムがどのようにプログラムされているかに関わらず、リモート・センシングの使用が可能で

す。

本器をリモート・センシング用に接続するには、まずセンス端子と負荷端子の間のストラップを外します。下

の図のように接続します。負荷は別々の接続ワイヤで出力端子に接続します。負荷インダクタンスとノイ

ズの混入を小さくするために、ワイヤ・ペアはできるだけ短くし、撚り合わせるか束ねてください。インダクタン

ス効果があるので、負荷リードはリード当たり14.7 mより短くします。

センス・リードはできるだけ負荷の近くに接続します。センス・ワイヤ・ペアと負荷リードを一緒に束ねないで

ください。負荷リードとセンスワイヤーは別々にしておいてください。センスリードは数mAの電流しか流さな

いので、負荷リードより細くても問題はありません。ただし、センス・リードに電圧降下があると、本器の電

圧レギュレーションが低下する可能性があります。センス・リード抵抗をリード当たり約0.5Ω未満に抑えて

ください(14.7 m長の場合、20 AWG以上の太さが必要です)。
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KeysightモデルN678xA SMUで「出力帯域幅の設定」で説明する大出力帯域幅モードを使用する場合

は、リモート・センシングが必須です。また、これらのモデルには、この他にも配線上の制限事項がありま

す。詳しくは、「Keysight N678xA SMUの配線要件」を参照してください。

50 Aセンサ・コネクタを持つ電源モジュールでのリモート・センシングの場合は、＋LS端子

と－LS端子を接続しないでください。これらはローカル・センシング専用です。

センス・リードのオープン

センス・リードは出力のフィードバック経路の一部です。センスリードを接続する際は、誤ってオープンになら

ないように注意する必要があります。電源システムには、リモート・センシング動作中にセンス・リードがオー

プンになることによる影響を低減する保護抵抗があります。動作中にセンス・リードがオープンになった場

合は、電源システムはローカル・センシング・モードに戻り、出力端子の電圧は設定値より約1％高くなり

ます。

過電圧保護に関する注意事項

過電圧保護トリップポイントを設定する場合は、負荷リードの電圧降下を考慮に入れる必要があります。

これは、OVP回路がセンス端子ではなく出力端子でセンスするからです。負荷リードの電圧降下のため

に、OVP回路によってセンスされる電圧は、負荷でレギュレートされている電圧よりも高くなります。

Keysight N678xA SMUのOVP(ローカルOVP)

KeysightモデルN678xA SMUの場合のみ、OVP回路は出力端子でなく4線センス端子でセンスします。こ

れにより、負荷でのより精密な過電圧モニタリングが可能です。この機能はセンス端子の配線が不適切だ

と動作しないため、ローカルOVP機能も用意されています。

ローカルOVP機能はプログラムされたOVP設定をトラッキングし、±出力端子の上昇する電圧とプログラムさ

れたOVP設定の差が1.5 Vを超えた場合に作動します。ローカルOVPは、±出力端子の電圧が6 Vレンジ

で7.5 V、20 Vレンジで21.5 Vを超えた場合にも作動します。

出力雑音に関する注意事項

センスリードに混入した雑音は出力端子に現われ、CV負荷の電圧制御に悪影響を及ぼす可能性があ

ります。センスリードを撚り合わせるか、リボンケーブルを使用して、外部雑音をできるだけ拾わないように

します。雑音の大きな環境では、必要に応じてセンスリードをシールドする必要があります。シールドは必

ず電源システム側でのみグランドに接続してください。シールドをセンシング導線の1つとして使用しないでく

ださい。

『Keysight N6700Modular Power System Family Specifications Guide』に記載された雑音仕様は、ロー

カル・センシングの使用時に出力端子で適用されます。ただし、リードに誘導された雑音や、負荷電流の

過渡変動が負荷リードのインダクタンスおよび抵抗に与える影響により、負荷において電圧の過渡変動

が生じる可能性があります。電圧の過渡変動レベルを最小限に抑えた方がよい場合は、1フィート (30.5
cm)の負荷リード当たり約10 μFのアルミまたはタンタル・コンデンサを負荷と並列に配置します。
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並列／直列接続

並列接続

直列接続

並列接続

装置の破損 同じ定格電圧および定格電流の電源のみに接続してください。 並列

KeysightモデルN678xA SMUは、並列接続できますが、電流優先モードの場合のみ動

作します。電圧優先の場合は動作できません。

電源を並列に接続すると、1台の場合よりも大きい電流を得ることができます。

下の図は、2つの出力を並列に接続する方法を示しています。左側の図はローカル・センシングです。負

荷リードの電圧降下が問題になる場合は、右側の図のように、センス・リードを負荷に直接接続します。

いずれの場合も、リモートセンス端子を接続する必要があります。

下の図に50 A電源モジュールの接続を示します。

2設置

68 Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド



下の図にN678xA SMU電源モジュールの並列接続を示します。リモート・センシングは、通常の場合、電

流優先モードでは使用しません。

出力のグループ化

出力のグループ化機能は、N678xA SMU電源モジュールでは使用できません。

並列に接続した出力は、設定により1つの大電力チャネルとして動作させることができます。これを「グルー

プ化」と呼びます。これは、フロント・パネルまたはSCPIコマンドを使用したプログラミングに適用されます。

並列に接続した出力チャネルをグループ化する方法については「出力グループ」で説明します。

出力チャネルをグループ化しない場合は、まず両方の出力を必要な出力電圧にプログラムします。次に、

各出力の電流制限値をプログラムします。電流優先モードで、各出力の出力電流を、必要な全出力

電流の半分にプログラムします。電圧制限値を、必要な出力電圧よりも高い値に設定します。
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仕様への影響

並列動作の出力の仕様は、シングル出力の仕様から導くことができます。ほとんどの仕様は、定数また

は、％ (またはppm)と定数の和で表されています。並列動作の場合は、％部分は変わりませんが、定数

部分または定数の仕様は以下のように変わります。電流リードバック確度および電流リードバックの温度

係数については、マイナスの電流仕様を用います。

電流：電流に関する並列仕様は、シングル出力仕様の2倍です。ただし、プログラミング分解能は例外

で、シングル出力動作と並列出力動作とで同じ値になります。

電圧：電圧に関する並列仕様は、シングル出力と同じです。ただし、CV負荷変動、CV負荷によるクロス

電源変動、CV電源変動、CV短期ドリフトは除きます。これらはすべて、全動作点で電圧プログラミング

確度 (%部分を含む)の2倍です。

負荷トランジェント回復時間 :負荷トランジェント仕様は通常、シングル出力の2倍です。

直列接続

感電の危険 :フローティング電圧は240 VDCを超えないようにしてください。すべての出力

端子は、シャーシ・グランドから240 VDC以内でなければなりません。

電圧定格および電流定格が同じ出力だけを直列に接続してください。Keysight
N678xA SMUおよびN6783Aモデルは、直列に接続できません。

負荷を接続したときに電流によって電源システムが損傷するのを防ぐために、直列接続

した出力は必ず同時にオン/オフしてください。

1つをオンにしたままでもう1つをオフにすることは避けてください。

出力を直列に接続すると、1つの出力の場合よりも大きい電圧を得ることができます。直列回路の各素

子を流れる電流は等しいため、直列に接続する出力は必ず電流定格が一致しなければなりません。

下の図は、2つの直列出力を単一の負荷に接続する方法を示しています。負荷リードの電圧降下が問

題になる場合は、右側の図のように、出力1と出力2のセンス・リードをリモート・センシング用に接続しま

す。出力1の＋センス・リードは出力2の－センス端子に接続したままにしてください。

2設置

70 Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド



下の図に50 A電源モジュールの接続を示します。

出力の設定

直列に接続した出力はグループ化できません。

直列に接続した出力をプログラムするには、まず各出力の電流制限値を必要な全電流制限値にプログ

ラムします。次に、各出力の電圧を、電圧の総和が必要な全動作電圧になるようにプログラムします。こ

のための最も簡単な方法は、各出力を必要な全動作電圧の半分にプログラムすることです。
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各出力の動作モードは、出力のプログラム設定値、動作点、負荷条件によって決まりま

す。これらの条件は直列動作中に変わる場合があるため、フロント・パネルのステータス・イ

ンジケータがそれに応じて変化します。これは異常ではありません。瞬間的なステータスの

変化も異常ではありません。

仕様への影響

直列動作の出力の仕様は、シングル出力の仕様から導くことができます。ほとんどの仕様が、定数また

は、％ (またはppm)と定数の和で表されています。直列動作の場合は、％の部分は変わりませんが、定

数の部分または定数の仕様は以下のように変わります。

電圧：電圧に関する直列仕様は、シングル出力仕様の2倍です。ただし、プログラミング分解能は例外

で、シングル出力動作と同じ値になります。

電流：電流に関する直列仕様は、シングル出力と同じです。ただし、CC負荷変動、CC負荷によるクロス

電源変動、CC電源変動、CC短期ドリフトは除きます。これらは、全動作点で電流プログラミング確度 (%
部分を含む)の2倍です。

負荷トランジェント回復時間 :負荷トランジェント仕様は通常、シングル出力の2倍です。
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補助測定接続

この情報はKeysight N6781AおよびN6785Aモデルにのみ適用されます。

補助電圧測定入力は、Keysight N6781AおよびN6785Aのリア・パネルにあります。これは主にバッテリ電

圧ランダウン測定に用いられますが、汎用のDC測定にも使用できます。

補助電圧測定入力は、その他のコモンからアイソレートされています。帯域幅は約2 kHzです。入力レン

ジは−20～+20 VDCです。

下の図に示すように、補助電圧測定は、グランドから±60 VDCを超える電位のテスト・ポイントに対しては

実行できません。詳細については、「補助電圧測定」を参照してください。

補助電圧測定入力を使用する場合は、すべての出力端子と測定入力端子は、他の

端子またはシャーシ・グランドから±60 VDC以内である必要があります。
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インタフェース接続

GPIB接続

USB接続

LAN接続 (サイトおよびプライベート )

デジタル・ポート接続

このセクションでは、電源システム上での各種通信インタフェースの接続方法について説明します。リモー

ト・インタフェースの設定の詳細については、「リモート・インタフェース設定」を参照してください。

Keysight IOライブラリスイートをインストールしていない場合は、

www.keysight.com/find/iolibからダウンロードしてインストールしてください。インタフェース

接続の詳細については、Keysight IOライブラリスイートに付属の『Keysight Technologies
USB/LAN/GPIB Interfaces Connectivity Guide』を参照してください。

GPIB接続

下の図は、代表的なGPIBインタフェース・システムを示しています。

1.GPIBインタフェース・カードをコンピュータに取り付けていない場合は、コンピュータをオフにしてGPIBカード

を取り付けます。

2.GPIBインタフェースケーブルを使って、測定器をGPIBインタフェースカードに接続します。

3.Keysight IO Libraries SuiteのConnection Expertユーティリティを使って、GPIBカードのパラメータを設定し

ます。

4.電源システムに付属のGPIBのアドレスは、5に設定されています。GPIBアドレスを変更する必要がある

場合は、フロントパネルのメニューを使用します。

5.これで、Connection Expert内で対話型のIOを使って測定器と通信したり、各種プログラミング環境を

使って測定器をプログラムしたりすることができます。
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USB接続

下の図は、代表的なUSBインタフェース・システムを示しています。

1.USBケーブルを使用して測定器をコンピュータのUSBポートに接続します。

2.Keysight IO Libraries SuiteのConnection Expertユーティリティを使うと、コンピュータが自動的に測定器

を認識します。これには数秒かかる場合があります。測定器を認識すると、コンピュータにVISAエイリアス、

IDN文字列、VISAアドレスが表示されます。この情報はUSBフォルダに入っています。測定器のUSB接続

文字列は、フロント・パネル・メニューから表示することができます。

3.これで、Connection Expert内で対話型のIOを使って測定器と通信したり、各種プログラミング環境を

使って測定器をプログラムしたりすることができます。

LAN接続 (サイトおよびプライベート )

サイトLANは、LAN対応の測定器およびコンピュータがルータ、ハブ、またはスイッチ経由でネットワークに接

続されているローカル・エリア・ネットワークです。通常は、DHCPサーバやDNSサーバなどのサービスを提供

する大規模な中央管理ネットワークです。下の図は、代表的なサイトLANシステムを示しています。

1.LANケーブルを使って、測定器をサイトLANまたはコンピュータに接続します。工場出荷時の測定器の

LAN設定は、DHCPサーバを使ってネットワークからIPアドレスを自動的に取得するように設定されています

(DHCPの設定がオン)。DHCPサーバは、測定器のホスト名をダイナミックDNSサーバに登録します。これに

より、 IPアドレスだけでなくホスト名を使っても測定器と通信できるようになります。LANポートが設定されて

いる場合は、フロント・パネルのLanインジケータが点灯します。

測定器のLAN設定を手動で設定する必要がある場合は、「リモートインタフェース設定」を

参照して、本器フロントパネルからLANを設定してください。

2.IOライブラリスイートのConnection Expertユーティリティを使って、電源システムを追加し、接続を検証し

ます。本器を追加するには、Connection Expertに本器を検出するように要求します。本器が検出されな

い場合は、本器のホスト名またはIPアドレスを使って本器を追加します。
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適切に動作しない場合は、Keysight IOライブラリスイートに付属の『Keysight
Technologies USB/LAN/GPIB Interfaces Connectivity Guide』の「Troubleshooting
Guidelines」を参照してください。

3.これで、Connection Expert内で対話型のIOを使って測定器と通信したり、各種プログラミング環境を

使って測定器をプログラムしたりすることができます。 「Webインタフェースの使用」に記載されているよう

に、コンピュータのWebブラウザを使用して機器と通信することもできます。

プライベートLANとは、LAN対応の測定器およびコンピュータが直接接続され、サイトLANに接続されてい

ないネットワークです。通常は小規模なネットワークで、リソースは中央管理されていません。下の図は、

代表的なプライベートLANシステムを示しています。

1.LANクロスオーバーケーブルを使って、測定器をコンピュータに接続します。別の方法として、通常のLAN
ケーブルを使って、コンピュータと測定器をスタンドアロン型のハブまたはスイッチに接続します。

DHCPからアドレスを取得するようにコンピュータが設定されていること、NetBIOS over
TCP/IPがオンであることを確認してください。コンピュータがサイトLANに接続されていた場合

は、以前のサイトLANのネットワーク設定が保持されている可能性があります。サイトLANか
ら切り離してから1分経ってから、プライベートLANに接続してください。これにより、

Windowsは、コンピュータが別のネットワーク上に存在していると感知して、ネットワーク構

成をリスタートすることができます。

2.工場出荷時の測定器のLAN設定は、DHCPサーバを使ってサイトネットワークからIPアドレスを自動的に

入手するように設定されています。これらの設定をそのままにしておくことも可能です。ほとんどのKeysight
製品やコンピュータは、DHCPサーバが存在しない場合は、自動 IPを使って自動的にIPアドレスを選択し

ます。ブロック169.254.nnnからIPアドレスがそれぞれに割り当てられます。これには最大1分かかる場合が

あります。LANポートが設定されている場合は、フロント・パネルのLanインジケータが点灯します。

電源システムがオンの場合は、DHCPをオフにすると、ネットワーク接続のフル設定に要する

時間が短縮されます。測定器のLAN設定を手動で設定するには、「リモートインタフェース

設定」参照して、本器フロントパネルからLANを設定してください。

3.IOライブラリスイートのConnection Expertユーティリティを使って、電源システムを追加し、接続を検証し

ます。本器を追加するには、Connection Expertに本器を検出するように要求します。本器が検出されな

い場合は、本器のホスト名またはIPアドレスを使って本器を追加します。

適切に動作しない場合は、Keysight IOライブラリスイートに付属の『Keysight
Technologies USB/LAN/GPIB Interfaces Connectivity Guide』の「Troubleshooting
Guidelines」を参照してください。
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4.これで、Connection Expert内で対話型のIOを使って測定器と通信したり、各種プログラミング環境を

使って測定器をプログラムしたりすることができます。 「Webインタフェースの使用」に記載されているよう

に、コンピュータのWebブラウザを使用して機器と通信することもできます。

デジタル・ポート接続

本器には、5つのデジタル制御ポート機能を使用するための8ピン・コネクタとクイック切断コネクタ・プラグが

装備されています。デジタル制御コネクタは、AWG 14～AWG 30の太さのワイヤーに対応します。ただし、

AWG 24より細いワイヤは推奨されません。ワイヤを接続するために、コネクタ・プラグを外します。

1.ワイヤを挿入します。

2.ねじを締めます。

3.信号コモン

4.デジタルIO信号

5.FLT/INH信号

6.出力連動コントロール

デジタル・コネクタとの間の信号線はすべて撚り合わせてシールドするのが最適です。シール

ド線を使用している場合は、シールド線の一端だけをシャーシ・グランドに接続して、グラン

ド・ループを回避してください。

ピン機能

下の表は、デジタル・ポート機能に使用可能なピン構成を示します。デジタルI/Oポートの詳細な電気特

性については、製品の「仕様」を参照してください。

ピン機能 設定可能なピン

デジタルI/Oおよびデジタル入力 ピン1～7

外部トリガ入出力 ピン1～7

フォールト出力 ピン1～2

禁止入力 ピン3

出力状態 ピン4～7

Common ピン8

ピン機能に加えて、各ピンのアクティブ信号極性も設定可能です。正極性を選択した場合は、論理真

信号がピンのハイ電圧です。負極性を選択した場合、論理真信号がピンのロー電圧にあたります。
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デジタルポートの設定方法についての詳細は、「デジタル制御ポートの使用」を参照してください。
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フロント・パネルの使用

電源オン

出力電圧の設定

出力電流の設定

出力オン

フロント・パネル・メニューを使います

過電圧保護の設定

このセクションでは、電源システムを使用する前の準備方法を説明します。本器の電源投入方法、フロ

ント・パネルの制御機能の使用方法、フロント・パネルのコマンド・メニューの操作方法について説明しま

す。フロント・パネルのメニュー構成表については「フロント・パネル・メニュー・リファレンス」を参照してくださ

い。

このセクションでは、本器背面にある3種類のリモート・インタフェースの設定方法についても説明します。

リモート・インタフェースの設定方法の詳細については、製品に付属のAutomation-Ready
CDに収められている『Keysight Technologies USB/LAN/GPIB Interfaces Connectivity
Guide』を参照してください。

電源オン

電源システムが初期化し、使えるようになるまでに20秒程度かかる場合があります。

電源コードを接続したら、フロント・パネルの電源スイッチで本器の電源をオンにします。数秒

後にフロント・パネル・ディスプレイが点灯します。

本器の電源をオンにすると、電源投入時のセルフ・テストが自動的に実行されます。このテストは、本器が

動作していることを確認します。セルフテストで異状が見つかると、フロント・パネルのErrインジケータが点

灯します。Errorキーを押すと、エラーのリストがフロント・パネルに表示されます。詳細については、操作／

サービスガイドのエラー・メッセージを参照してください。

フロント・パネル・ディスプレイが点灯したら、フロント・パネル・コントロールを使って電圧と電流の値を入力

できます。

出力チャネルの選択

Channelを押して、プログラムする出力チャネルを選択します。

3測定前の準備
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出力電圧の設定

方法1:ナビゲーション・キーと矢印キーを使用

ナビゲーション・キー 左右のナビゲーション・キーを使って、変更したい設定に移動します。下の画面では、チャネル1
の電圧設定が選択されています。数字キーを使って値を入力します。次にEnterを押します。

矢印キーÇÈ N6784Aモデルでは、数字キー、矢印キーを使って値を増減したり、+リミットと−リミットを切り

替えたりすることもできます。出力がオンで、本器がCVモードで動作している場合は、出力電圧

がただちに変化します。それ以外の場合は、出力がオンになったときに値が反映されます。

方法2: Voltageキーを使って値を入力

Voltageを押して電圧入力フィールドを選択します。下の画面では、チャネル1の電圧設定が選

択されています。数字キーを使って必要な設定を入力します。次にEnterを押します。

入力を間違えた場合、Åバックスペース・キーを使って数字を削除するか、Backを押してメ

ニューを終了するか、Meterを押してメータ・モードに戻ります。

出力電流の設定

方法1:ナビゲーション・キーと矢印キーを使用

ナビゲーション・キー 左右のナビゲーション・キーを使って、変更したい設定に移動します。下の画面では、チャネル1
の電流設定が選択されています。数字キーを使って値を入力します。次にEnterを押します。

矢印キーÇÈ N678xA SMUモデルでは、矢印キーを使って値を増減したり、＋リミットと－リミットを切り替えた

りすることもできます。出力がオンで、本器がCCモードで動作している場合は、出力電流がただ

ちに変化します。それ以外の場合は、出力がオンになったときに値が反映されます。
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方法2: Currentキーを使って値を入力

Currentを押して電流入力フィールドを選択します。下の画面では、チャネル1の電流設定が選

択されています。数字キーを使って必要な設定を入力します。次にEnterを押します。

入力を間違えた場合、Åバックスペース・キーを使って数字を削除するか、Backを押してメ

ニューを終了するか、Meterを押してメータ・モードに戻ります。

出力オン

On/Offキーを使って出力をオンにする

出力に負荷が接続されている場合は、電流が流れていることがフロント・パネル・ディスプレイに示

されます。負荷が接続されていない場合は、電流の表示値は0です。チャネル番号の隣のステータ

ス・インジケータは、出力の状態を示します。この例では、出力チャネルは定電圧モードです。

ステータス・インジケータの説明については、「フロント・パネル・ディスプレイの概要」を参照し

てください。

フロント・パネル・メニューを使います

フロント・パネル・コマンド・メニューからは、電源システムのほとんどの機能を利用できます。実際の機能コ

ントロールは、メニューの最下位レベルにあります。以下に簡単に説明します。

l Menuキーを押してコマンド・メニューを表示します。

l 左向きおよび右向き (t,u)のナビゲーション・キーを押してメニュー・コマンド間を移動します。

l 中央のSelectキーを押してコマンドを選択し、1つ下のメニュー・レベルに移動します。

l 最下位のメニュー・レベルでHelpキーを押すと、機能コントロールに関するヘルプが表示されます。

フロント・パネル・メニュー・コマンドのマップについては、「フロント・パネル・メニュー・リファレンス」を参照してく

ださい。次の例では、フロント・パネル・コマンド・メニューを使って過電圧保護機能をプログラムする方法を

説明します。
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メニュー例 -過電圧保護の設定

Menuを押してフロントパネル・コマンド・メニューを表示します。1行目には、制御対象の出力

チャネルとメニュー・パスが示されます。現在表示されているのはトップ・レベルなので、パスは空

白です。

2行目には、現在のメニュー・レベルで使用できるコマンドの一覧が示されます。この例では、トッ

プ・レベルのメニュー・コマンドが表示され、Outputコマンドが強調表示されています。

3行目には、Outputコマンドの下で使用できるコマンドが示されます。強調表示されているコマ

ンドを選択すると、この下位レベルのコマンドにアクセスできます。

右矢ナビゲーションuキーを押してメニュー内を移動し、Protectコマンドを強調表示します。

Selectを押してProtectコマンドを選択します。

メニューパスが変わるので、2行目に表示される利用可能なProtectコマンドから選択します。

OVPコマンドが強調表示されています。3行目にOVPコマンドの簡単な説明が表示されます。

Selectを押してOVPコマンドを選択します。

4、4、Enter

コマンド・メニューは機能コントロール・レベルです。これはこのパスの最下位のレベルです。ナビ

ゲーション・キーを使って、下のようにOVP Levelコントロールを強調表示します。数字キーを使っ

て必要な過電圧保護レベルを入力します。次にEnterを押します。
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Channelを押すと、いつでも別の出力チャネルを選択できます。こうすれば、メニュー・レベルを

たどり直さずに任意のチャネルのOVPコントロールを直接使用できるので、時間を節約できます。

現在の出力電圧よりも小さい過電圧保護レベルをプログラムすると、過電圧保護回路が

動作し、出力がオフになります。フロント・パネルのステータス・インジケータにOVと表示され

ます。

コマンド・メニューの終了

コマンド・メニューを終了するには次の2つの方法があります。

Meterを押して、ただちにメータ画面に戻ります。これはメータ・モードに戻る最も速い方法で

す。

Backを押して、コマンド・メニューの1つ上のレベルに戻ります。この方法は、別のメニュー・コマ

ンドを使用したい場合に便利です。

問題が発生した場合

Helpキーを押すと、機能コントロール・メニュー・レベルに関する追加ヘルプが表示されます。ヘルプ・メ

ニューを終了するにはBackキーを押します。

セルフテストで異状が見つかった場合、または機器に何らかの動作異常が生じた場合は、フロント・パネル

のErrインジケータが点灯します。Errorキーを押すと、エラーのリストが表示されます。詳細については、『操

作／サービス・ガイド』の「サービスと保守」 セクションを参照してください。
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リモート・インタフェース設定

USB設定

GPIB設定

LAN設定

LAN設定の変更

Webインタフェースの使用

Telnetの使用

ソケットの使用

インタフェースのセキュリティ保護

本Keysight N6700 MPSは、次の3つのインタフェースを介したリモート・インタフェース通信をサポートしてい

ます：GPIB、USB、LAN。電源投入時には3種類のインタフェースすべてが使用可能な状態です。インタ

フェースの接続については、インタフェース接続を参照してください。

リモート・インタフェースに動作が存在している場合は必ず、フロント・パネルのIOインジケータが点灯しま

す。LANポートが接続／設定されている場合は、フロント・パネルのLanインジケータが点灯します。

電源システム・メインフレームは、イーサネット接続モニタ機能を備えています。イーサネット接続モニタ機能

は、測定器のLANポートを連続的にモニタし、20秒以上接続が切れてからネットワークに再接続した場合

は自動的にLANポートを再設定します。

USB設定

設定可能なUSBパラメータはありません。USB接続文字列を取得するには、フロント・パネル・メニューを

使います。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\USBを選択します。

ダイアログにUSB接続文字列が表示されます。

使用不可

GPIB設定

GPIB(IEEE-488)インタフェースの各デバイスには、0から30までの一意な整数アドレスが割り当てられている

必要があります。測定器の出荷時のアドレスは5に設定されています。使用しているコンピュータのGPIBイ
ンタフェース・カードのアドレスが、インタフェース・バスを使用している他の機器と衝突しないようにしてくださ

い。この設定は不揮発性です。電源の入れ直し、または*RSTでは変更されません。GPIBアドレスを変更

するには、フロント・パネル・メニューを使います。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\GPIBを選択します。

数字キーを使って0から30までの新しい値を入力します。

次に、Enterを押します。

使用不可

LAN設定

以下の各セクションでは、フロント・パネル・メニューの主要なLAN設定機能について説明します。LANパラ

メータを設定するSCPIコマンドはありません。すべてのLAN設定は、フロント・パネルから行う必要がありま

す。

LAN設定を変更した後、それらの変更を保存する必要があります。

☆☆★System\IO\LAN\Applyを選択します。★適用を選択すると、測定器の電源が入

れ直され、設定がアクティブになります。LAN設定は不揮発性です。電源の入れ直しまた

は*RSTでは変更されません。変更を保存しない場合は、System\IO\LAN\Cancelを選択

します。Cancelを選択すると、すべての変更がキャンセルされます。

工場出荷時はDHCPがオンになっています。これによってLAN経由の通信が可能な場合があります。

DHCPとはDynamic Host Configuration Protocolの略で、動的 IPアドレスをネットワークのデバイスに割り当

てるためのプロトコルです。動的アドレス割り当てを使用すると、デバイスがネットワークに接続するたびに、

異なるIPアドレスが割り当てられます。

アクティブな設定の表示

現在アクティブなLAN設定を表示するには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\LAN\Settingsを選択します。

アクティブなLAN設定が表示されます。上下矢印キーを

使ってリスト内をスクロールします。

使用不可

ネットワークの構成によっては、 IPアドレス、サブネット・マスク、デフォルト・ゲートウェイの現在アクティブな設

定がフロント・パネルの機器構成メニューの設定と異なる場合があります。設定が異なる場合は、ネット

ワークが独自の設定を自動的に割り当てていることが原因です。

LANのリセット

LAN設定を変更するには、LXI LCIを実行します。これにより、DHCP、DNSサーバ・アドレス設定、mDNS
の状態、mDNSサービス名、Webパスワードがリセットされます。これらの設定は、測定器をサイト・ネット

ワークに接続する場合に最適です。他のネットワーク構成にも有効です。

また、LANを工場出荷時の設定にリセットすることもできます。これにより、 すべてのLAN設定が工場出荷

時の値に戻り、ネットワークが再起動します。『操作／サービス・ガイド』の「不揮発性設定」にデフォルト

LAN設定がすべて示されています。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\LAN\Resetを選択します。

System\IO\LAN\Defaultsを選択します。

Resetを選択します。これにより、選択したLAN設定がアク

ティブになり、ネットワークが再起動します。

使用不可

LAN設定の変更

工場出荷時の電源システムの設定は、ほとんどのLAN環境で機能します。これらの設定を手動で設定す

る必要がある場合は、Menuキーを押し、ナビゲーション・キーを使って LANModifyメニューを選択します。

Modifyメニューに、 IP、名前、DNS、WINS、mDNS、サービスの項目が表示されます。

工場出荷時のLAN設定については、『操作／サービス・ガイド』の「不揮発性設定」を参照してください。

IPアドレス

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\LAN\Modify\IPを選択します。

AutoまたはManualを選択します。全体的な説明について

は、以下を参照してください。

使用不可

l Auto -このパラメータは、機器のアドレスを自動的に設定します。このパラメータを選択すると、測定

器はまずDHCPサーバからIPアドレスを取得しようとします。DHCPサーバが検出された場合は、DHCP
サーバはIPアドレス、サブネット・マスク、デフォルト・ゲートウェイを測定器に割り当てます。DHCPサー

バが利用できない場合は、測定器はAutoIPを使ってIPアドレスを取得しようとします。AutoIPは、

DHCPサーバを持たないネットワーク上で、 IPアドレス、サブネット・マスク、およびデフォルト・ゲートウェイ

のアドレスを自動的に割り当てます。(DHCPとはDynamic Host Configuration Protocolの略で、動的

IPアドレスをネットワークのデバイスに割り当てるためのプロトコルです。動的アドレス割り当てを使用す

ると、デバイスがネットワークに接続するたびに、異なるIPアドレスが割り当てられます。)

l Manual -このパラメータを選択した場合は、次の3つのフィールドに値を入力することによって、機器の

アドレスを手動で設定できます。これらのフィールドは、Manualを選択した場合にだけ表示されます。

l IP Address -測定器のインターネット・プロトコル(IP)アドレスの値です。 IPアドレスは、測定器とのすべ

てのIPおよびTCP/IP通信に必要です。 IPアドレスは、ピリオドで区切られた4つの10進数で構成されま

す。各10進数は0から255までで、先頭に0を付けずに表します(例：169.254.2.20)。

l Subnet Mask -クライアント IPアドレスが同じローカル・サブネット上にあるかどうかを測定器が確認する

ために使用します。同じ番号付け注釈がIPアドレスの場合にも適用されます。クライアント IPアドレス

が別のサブネット上にある場合は、すべてのパケットをデフォルト・ゲートウェイに送信する必要がありま

す。

l DEF Gateway -サブネット・マスク設定に従って、ローカル・サブネット上にないシステムと測定器が通信

できるようにするデフォルト・ゲートウェイのIPアドレスです。同じ番号付け注釈がIPアドレスの場合にも

適用されます。0.0.0.0は、デフォルト・ゲートウェイが定義されていないことを示します。
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ドット記法のアドレス("nnn.nnn.nnn.nnn"、ここで"nnn"は0～255のバイト値 )の表記には注意が必要で

す。PC上のほとんどのWebソフトウェアは、先頭に0が付いたバイト値を8進数として解釈するからです。例

えば、"192.168.020.011"は、10進の"192.168.16.9"と見なされます。".020"は"16"の8進表記と解釈さ

れ、".011"は"9"の8進表記と解釈されるからです。混乱を避けるために、先頭に0を付けずに、10進表現

(0～255)だけを使用してください。

ホスト名

ホスト名は、ドメイン名のホスト部分であり、 IPアドレスに変換されます。測定器のホスト名を設定するに

は：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\LAN\Modify\Nameを選択します。

数字キーを使って任意の値を入力できます。その他の文

字については、上／下のナビゲーション・キーを使って、

キーを押したときに表示される選択リスト内をスクロールし

てアルファベットを入力します。テキスト・フィールド内を移

動するには、左／右のナビゲーション・キーを使います。

値を削除するには、バックスペース・キーを使います。終

わったらEnterを押します。

使用不可

l Host name -このフィールドに指定した名前が、選択したネーミング・サービスに登録されます。この

フィールドを空白にした場合は、名前は登録されません。ホスト名には、大文字、小文字、数字、

ダッシュ(-)を含めることができます。最大長は15文字です。

各電源システムには、Keysightモデル番号とは、メインフレームの6文字のモデル番号 (例：N6700C)で
す。シリアル番号とは、本器上部にあるラベルに示されている10文字のメインフレーム・シリアル番号の

うちの最後の5文字 (例：シリアル番号MY12345678の場合は45678)です。

DNSサーバとWINSサーバ

DNSは、ドメイン名をIPアドレスに変換するインターネット・サービスです。DNSは、ネットワークから割り当て

られたホスト名を測定器で調べて表示するためにも必要です。通常はDHCPでDNSアドレス情報が検出

されるので、アドレスを変更する必要があるのは、DHCPが使用されていないか、または動作していない場

合のみです。

WINSで測定器のWindowsサービスを設定します。このサービスは、ドメイン名をIPアドレスに変換する

DNSサービスに似ています。

DNSサービスとWINSサービスを手動で設定するには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\LAN\Modify\DNSを選択します。

System\IO\LAN\Modify\WINSを選択します。

Primary Addressまたはセカンダリ・アドレスを選択します。全

体的な説明については、以下を参照してください。

使用不可
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l Primary Address -このフィールドにサーバのプライマリ・アドレスを入力します。サーバの詳細について

は、LAN管理者に問い合わせてください。同じ番号付け注釈がIPアドレスの場合にも適用されます。

0.0.0.0は、デフォルト・サーバが定義されていないことを示します。

l Secondary Address -このフィールドにサーバのセカンダリ・アドレスを入力します。サーバの詳細につい

ては、LAN管理者に問い合わせてください。同じ番号付け注釈がIPアドレスの場合にも適用されま

す。0.0.0.0は、デフォルト・サーバが定義されていないことを示します。

ドット記法のアドレス("nnn.nnn.nnn.nnn"、ここで"nnn"は0～255のバイト値 )の表記には注意が必要で

す。PC上のほとんどのWebソフトウェアは、先頭に0が付いたバイト値を8進数として解釈するからです。例

えば、"192.168.020.011"は、10進の"192.168.16.9"と見なされます。".020"は"16"の8進表記と解釈さ

れ、".011"は"9"の8進表記と解釈されるからです。混乱を避けるために、先頭に0を付けずに、10進表現

(0～255)だけを使用してください。

mDNSサービス名

このフィールドに指定したmDNSサービス名が、選択したネーミング・サービスに登録されます。測定器の

mDNSサービス名を設定するには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\LAN\Modify\Nameを選択します。

数字キーを使って任意の値を入力できます。その他の文

字については、上／下のナビゲーション・キーを使って、

キーを押したときに表示される選択リスト内をスクロールし

てアルファベットを入力します。テキスト・フィールド内を移

動するには、左／右のナビゲーション・キーを使います。

値を削除するには、バックスペース・キーを使います。終

わったらEnterを押します。

使用不可

l mDNS Service Name -このフィールドに指定した名前が、選択したネーミング・サービスに登録されま

す。このフィールドを空白にした場合は、名前は登録されません。 サービス名には、大文字、小文

字、数字、ダッシュ(-)を含めることができます。

各電源システムには、出荷時にデフォルトのサービス名が設定されています。Keysightモデル番号と

は、メインフレームの6文字のモデル番号 (例：N6700C)です。シリアル番号とは、本器上部にあるラベ

ルに示されている10文字のメインフレーム・シリアル番号のうちの最後の5文字 (例：シリアル番号

MY12345678の場合は45678)です。

サービス

LANサービスを選択して、有効または無効にします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\LAN\Modify\Servicesを選択します。

有効または無効にするサービスにチェックマークを付ける

か、チェックマークをはずします。

使用不可
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l 設定可能なサービスには、VXI-11、Telnet、Webコントロール、ソケット、DNS、HiSLIPがあります。

l この内蔵Webインタフェースを使って測定器をリモートから制御するには、Webコントロールを有効にす

る必要があります。

Webインタフェースの使用

電源システムにはWebインタフェースが内蔵されているため、コンピュータ上のWebブラウザから直接制御で

きます。Webインタフェースを使うと、LAN設定パラメータなどのフロント・パネル制御機能にアクセスできま

す。最大で6つの同時接続が可能です。複数の接続があると、性能が低下します。

内蔵Webインタフェースは、LAN上でのみ動作します。これにはWebブラウザが必要です。

また、Javaプラグインのバージョン7以上も必要です。このプラグインはJava Runtime
Environmentに含まれています。

出荷時にはWebインタフェースはオンになっています。Webインタフェースを起動するには：

1. コンピュータでWebブラウザを開きます。

2. 測定器のホスト名またはIPアドレスをブラウザのアドレスフィールドに入力します。次のホームページが

表示されます。

3. ページ上部にあるControl Instrumentタブをクリックして、測定器の制御を開始します。

4. 各ページの追加ヘルプを表示するには、ページ上部にある?アイコンをクリックします。

必要に応じて、パスワード保護機能を使ってWebインタフェースへのアクセスを制御することも可能です。

工場出荷時にはパスワードは設定されていません。パスワードを設定するには、ページ上部にあるLog In
をクリックします。パスワードの設定方法の詳細については、オンライン・ヘルプを参照してください。
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Control Instrumentタブをクリックすると、フロント・パネルの図がディスプレイに表示されます。マウスを使用

して、実際の測定器のフロント・パネルを制御するのと同様に、フロント・パネルのボタンを制御します。

Telnetの使用

MS-DOSコマンド・プロンプト・ボックスに、telnet hostname 5024とタイプします。hostnameは測定器のホ

スト名またはIPアドレスです。5024は測定器のtelnetポートです。

Telnetセッション・ボックスが表示され、電源システムに接続していることを示すタイトルが表示されます。プ

ロンプトで、SCPIコマンドを入力します。
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ソケットの使用

電源では、最大4つのデータ・ソケット、制御ソケット、Telnet接続の任意の組み合わせを

同時に用いることができます。

Keysightの測定器は、SCPIソケットサービスにポート5025を使用することで統一されています。このポート

のデータソケットは、ASCII/SCPIコマンド、問合せ、問合せ応答の送受信に使うことができます。コマンド

はすべて、改行で終わらなければメッセージが解析されません。問合せ応答もすべて、改行で終わりま

す。

ソケット・プログラミング・インタフェースでは、制御ソケット接続も可能です。制御ソケットは、クライアントに

よるデバイスクリアーの送信／サービスリクエストの受信に用いられます。固定のポート番号を使用する

データソケットとは異なり、制御ソケットのポート番号はさまざまなので、以下のSCPI問合せをデータソケッ

トに送信して取得する必要があります。SYSTem:COMMunicate:TCPip:CONTrol?

ポート番号が得られると、制御ソケット接続をオープンできます。データソケットと同様に、制御ソケットへの

コマンドもすべて改行で終わらなければなりません。制御ソケットに対して返される問合せ応答もすべて、

改行で終わります。

デバイスクリアー送信するには、文字列「DCL」を制御ソケットに送信します。電源システムは、デバイスク

リアーの実行を完了すると、文字列「DCL」を制御ソケットにエコーバックします。

制御ソケットに対してサービスリクエストを有効にするには、サービス・リクエスト・イネーブル・レジスタを使用

します。サービスリクエストを有効にすると、クライアントプログラムは制御接続を監視します。SRQが真にな

ると、測定器は文字列「SRQ +nn」をクライアントに送信します。「nn」はステータスバイト値です。クライア

ントは、この値を使って、サービスリクエストの発信元を知ることができます。

インタフェースのセキュリティ保護

USBインタフェース、GPIBインタフェース、LANインタフェースは、出荷時にはオンになっています。フロント・パ

ネルからインタフェースをオンまたはオフにするには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Admin\IOを選択します。

インタフェースをオン／オフするには、次の項目にチェック

マークを入れるか、チェックマークをはずします。

GPIB、USB、およびLANサービスをオンにします。

次に、Selectを押します。

使用不可

Adminメニューを表示できない場合は、パスワード保護されている可能性があります。詳細については、

「パスワード保護」を参照してください。

Webサーバをオンにするには、LANをオンにする必要があります。
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4
電源システムの操作

出力のプログラミング

出力のステッピング

出力ターンオンの同期

出力リストのプログラミング

任意波形の作成

測定の実行

ディジタイザの使用

外部データ・ロギング

デジタル制御ポートの使用

保護機能の使用

システム関連の操作

メインフレームの電力割り当て

動作モードのチュートリアル



出力のプログラミング

チャネル表示の選択

出力チャネルの選択

出力電圧の設定

出力電流の設定

出力抵抗の設定

出力電力の設定

出力モードの設定

スルーレートの設定

出力オン

複数の出力のシーケンス設定

出力リレーのプログラム

出力帯域幅の設定

出力ターンオフ・モードの設定

入力ショートのプログラム

不足電圧禁止をオンにする

電源システムに初めて電源を投入した場合は、機器が使えるようになるまで初期化に20
秒程度かかる場合があります。

メニュー項目が灰色で表示されている場合、その項目はモジュールに対して使用できない

か、現在選択されているモードで使用できません。

Keysight N679xA負荷モジュールの入力端子は、本書全体を通じて「出力」と呼びます

。

チャネル表示の選択

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Meterキーを押して、シングル・チャネル／マルチ・チャネル

表示を切り替えます。

シングル・チャネル表示を選択する：

DISP:VIEWMETER1

マルチ・チャネル表示を選択する:
DISP:VIEWMETER4
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出力チャネルの選択

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Channelキーを押して出力チャネルを選択します。 コマンドのパラメータ・リストの選択したチャネ

ルを入力します。

OUTP:STAT? (@1,2)

出力電圧の設定

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Voltageキーを押します。

電圧値を入力します。次に、Selectを押します。

出力1を5 Vに設定する：

VOLT 5,(@1)

すべての出力を10 Vに設定する：

VOLT 10,(@1:4)

複数のレンジを備えたモデルでは、より優れた出力分解能が必要な場合は、下位レンジを選択すること

ができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Voltageキーを押します。

下位レンジを選択します。次に、Selectを押します。

下位レンジを選択し、そのレンジに含まれる

値をプログラムする：

VOLT:RANG 5,(@1)

電流優先モードで動作しているKeysight N678xA SMUモデルの場合は 、電圧制限値を指

定して、指定された値で出力電圧を制限できます。電流優先モードでは、出力電圧が正または負の制

限値内にある限り、出力電流がプログラム設定値で保持されます。負の電圧制限値が正の電圧制限

値をトラッキングするには、Trackingをチェックします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Voltageキーを押します。

＋電圧制限値または－電圧制限値を指定します。次

に、Selectを押します。

－制限値が＋制限値をトラッキングするには、Tracking
ボックスをチェックします。

電圧制限値を選択する：

VOLT:LIM 5,(@1)

負の電圧制限値を選択する：

VOLT:LIM:NEG 3,(@1)

電圧制限値のトラッキングをオンにする：

VOLT:LIM:COUPON,(@1)
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出力電流の設定

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Currentキーを押します。

電流値を入力します。次に、Selectを押します。

出力1を1 Aに設定する：

CURR 1,(@1)

全出力を2 Aに設定する：

CURR 2,(@1:4)

複数のレンジを備えたモデルでは、より優れた出力分解能が必要な場合は、下位レンジを選択すること

ができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Currentキーを押します。

下位レンジを選択します。次に、Selectを押します。

下位レンジを選択し、そのレンジに含まれる

値をプログラムする：

CURR:RANG 1,(@1)

電圧優先モードで動作しているKeysight N678xA SMU、N6783A、およびN679xAモデルの場合は

、正と負の電流制限値を指定して、指定された値で出力電流

を制限できます。電圧優先モードでは、負荷電流が正または負の制限値内にある限り、出力電圧がプ

ログラム設定値で保持されます。

N678xA SMUモデルでは、負の電流制限値が正の電流制限値をトラッキングするには、Trackingをチェック

します。N6783A-MFGモデルの負の電流制限値はプログラム可能ではなく、-2Aに固定されています。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Currentキーを押します。

＋電流制限値または－電流制限値を指定します。次

に、Selectを押します。

N678xA SMUで、－制限値が＋制限値をトラッキングする

には、Trackingをチェックします。

電流制限値を選択する：

CURR:LIM 5,(@1)

負の電流制限値を選択する：

CURR:LIM:NEG 3,(@1)

電流制限値のトラッキングをオンにする：

CURR:LIM:COUPON,(@1)

出力抵抗の設定

Keysight 6781AおよびN6785Aモデルの場合 、出力抵抗プログラミングは主に電池テス

ト・アプリケーションに使用され、電圧優先モードでのみ適用されます。値は、Ω単位で–40 mΩ～＋1Ω
の範囲で設定されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Settings\Resistanceを選択します。

オンを選択して抵抗プログラミングをオンにします。値を入

力します。次に、Selectを押します。

抵抗プログラミングをオンにする：

VOLT:RES:STATON, (@1)

出力抵抗を0.5Ωに設定する:
VOLT:RES 0.5,(@1)
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Keysight N679xAモデルの場合は 、以下のコマンドを使用して負荷抵抗をプログラムします。

抵抗は、重なっている3つのレンジのいずれかでプログラムできます。負荷モジュールは、プログラムされた抵

抗値に対応するレンジを選択します。

抵抗は、Output Modeであらかじめ選択されている必要があります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Settings\Resistanceを選択します。

抵抗値を入力します。次に、Selectを押します。

出力抵抗を60Ωに設定する:
RES 60,(@1)

より高い出力分解能が必要な場合は、下位の抵抗レンジを手動で選択できます。次のレンジを選択で

きます。

N6791A N6792A

ハイ抵抗レンジ 30 Ω～8 kΩ 15 Ω～8 kΩ

ミディアム抵抗レンジ 2 Ω～100 Ω 2 Ω～100 Ω

ロー抵抗レンジ 0.08 Ω～3 Ω 0.04 Ω～3 Ω

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Settings\Resistanceを選択します。

下位レンジを選択します。次に、Selectを押します。

下位レンジを選択し、そのレンジに含まれる

値をプログラムする：

RES:RANG 1,(@1)

レンジを変更する場合、負荷入力はオフになった後、再度オンになります。

出力電力の設定

Keysight N679xA負荷モジュールの場合 、次のコマンドで入力電力制限をプログラムします。

プログラム可能な最大出力電力は、プログラムする負荷モジュールに応じて100Wまたは200Wです。

電力は、Output Modeであらかじめ選択されている必要があります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Settings\Powerを選択します。

電力制限値を入力します。次に、Selectを押します。

入力電力を50Wに制限する：

POW50,(@1)

より高い出力分解能が必要な場合は、下位の電力レンジを選択することもできます。次のレンジを選択

できます。
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N6791A N6792A

ハイ電力レンジ 0.3 W～100W 0.5 W～200W

ロー電力レンジ 0.04W～10W 0.1 W～20W

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Settings\Powerを選択します。

ドロップダウンからRangeを選択します。次に、Selectを押し

ます。

下位レンジを選択し、そのレンジに含まれる

値をプログラムする：

POW:RANG 5,(@1)

レンジを変更する場合、負荷入力はオフになった後、再度オンになります。

出力モードの設定

この情報は、Keysight N678xA SMUおよびN679xAモデルのみに適用されます。

Keysight N678xA SMUおよびN679xAモデルでは、電圧優先モードまたは電流優先モードを選択できま

す。電力優先モードと抵抗優先モードは、N679xA負荷モジュールのみで使用できます。

電圧優先モードは、Keysight N678xA SMUおよびN679xAモデルに適用されます。このモードでは、出力

はバイポーラ定電圧フィードバック・ループによって制御され、電圧が正または負のプログラム設定値で保

持されます。負荷電流が電流制限値内にある限り、電圧がプログラム設定値で保持されます。

電流優先モードはKeysight N678xA SMUおよびN679xAモデルに適用されます。このモードでは、出力は

バイポーラ定電流フィードバック・ループによって制御され、電流がプログラム設定値に維持されます。負

荷電圧が電圧制限値内にある限り、電流がプログラム設定値で保持されます。

電力優先モードはKeysight N679xAモデルに適用されます。このモードでは、負荷モジュールが出力電力

をプログラムされた指定の電力レベルに保持します。

抵抗優先モードはKeysight N679xAモデルに適用されます。このモードでは、負荷モジュールは、プログラ

ムされた抵抗値に従い、入力電圧に比例して電流を線形にシンクします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Modeを選択します。

電流、電圧、電力、抵抗優先のいずれかを選択します。

次に、Selectを押します。

出力1を電流優先に設定する：

FUNC CURR,(@1)

電流、電圧、電力、または抵抗優先の間で切り替えると、出力がオフになり、出力設定

が電源投入時または*RSTの値に戻ります。優先モードの動作については、「動作モードの

チュートリアル」を参照してください。
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スルーレートの設定

電圧スルーレートは、電圧が新しいプログラム設定値に変化する速度を決定します。

電流スルーレートは、Keysight N678xA SMUおよびN679xAモデル のみで使用

できます。電流スルーレートは、電流が新しいプログラム設定値に変化する速度を決定します。

電力および抵抗スルーレートは、Keysight N679xAモデル のみで使用できます。これは、電力

または抵抗が新しいプログラム設定値に変化する速度を決定します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Advanced\Slewを選択します。

次に、Voltage、Current、Power、またはResistanceを選択し

ます。

SlewRateフィールドにスルーレートを入力します。次に、

Selectを押します。

最速スルーレートをプログラムするには、Max slew rateボック

スをチェックします。

電圧スルーレートを5 V/sに設定する：

VOLT:SLEW5,(@1)

電流スルーレートを1 A/sに設定する：

CURR:SLEW1,(@1)

電力スルーレートを10W/sに設定する：

POW:SLEW10,(@1)

抵抗スルーレートを6 Ω/sに設定する：

RES:SLEW6,(@1)

最高速電圧スルーレートを設定する：

VOLT:SLEWMAX,(@1)

正方向への遷移と負方向への遷移には別々のスルーレートがあります。スルーレート設定は絶対値で

す。負のスルーが正のスルーをトラッキングするためのトラッキング・モード設定もあります。

スルーレートは、MAXimum、 INFinityまたは非常に大きな値に設定すると、制御回路のアナログ性能によ

る制約を受けます。最低速／最小スルーレートは、モデルに依存し、フルスケール・レンジの関数です。他

のレンジでは、最小スルーレートはフルスケール・レンジに比例します。

出力オン

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

On/Offキーを押します。

On/Offキーを使って全出力をオン／オフするには、

System\Preferences\Keysを選択します。

On/Offキーをチェックすると全チャネルに影響が及び

ます。次に、Selectを押します。

出力1だけをオンにする：

OUTPON,(@1)

出力1～4をオンにする：

OUTPON,(@1:4)

内部回路の起動手順および取り付けられているリレー・オプションのために、出力オン動作が完了するの

に35～50 msかかる場合があります。逆に、出力オフは20～25 msで動作が完了します。

こうした内部遅延を軽減するために、出力オン／オフ機能を用いずに、出力をゼロ電圧にプログラムする

ことも可能です。
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複数の出力のシーケンス設定

ターンオン／ターンオフ遅延は、出力チャネルの相互の電源投入／電源切断シーケンス設定を制御しま

す。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Channelキーを押して出力を選択します。次に

Output\Sequence\Delayを選択します。

ターンオン遅延またはターンオフ遅延を選択します。遅

延を秒単位で入力します。次に、Selectを押します。

System\Preferences\Keysを選択します。On/Offキーを

チェックすると全チャネルに影響が及びます。次に、Select
を押します。

出力1に対しては50 ms、出力2に対しては100 msの
ターンオン遅延をプログラムする：

OUTP:DEL:RISE 0.05,(@1)
OUTP:DEL:RISE 0.1,(@2)

出力3および4に対して200 msのターンオン遅延をプ

ログラムする：

OUTP:DEL:FALL 0.2,(@3,4)

出力のターンオン特性は、電源モジュールの種類 (DC電源、オートレンジ、高精度、ソース／メジャメント )
によって異なります。同じモジュール・タイプの出力チャネルがオフからオンにプログラムされている場合は、

出力シーケンスは、設定ターンオン遅延によって決まります。

異なるモジュール・タイプの出力のシーケンス設定時には、出力と出力の間に数ミリ秒のオフセットが追加

される場合があるため、これを考慮する必要があります。共通遅延オフセットを指定すると、設定ターンオ

ン遅延が、共通遅延オフセットの完了時に開始するように同期されます。メインフレーム内の一番遅い電

源モジュールの遅延オフセットを選択し、それを共通遅延オフセットとして使用します(詳細は「出力ターン

オンの同期」を参照してください)。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

フロント・パネルのメニューでOutput\Sequence\Coupleを選

択します。

Max delay offset for this frameにフレームで一番遅い電源モ

ジュールの遅延オフセットが表示されます。この値をDelay
offsetフィールドにミリ秒単位で入力します。次に、Selectを
押します。

メインフレームで一番遅い電源モジュールの遅延

オフセット (最大遅延オフセット )を問い合わせる：

OUTP:COUP:MAX:DOFF?

メインフレームの共通遅延オフセットを指定する：

OUTP:COUP:DOFF0.051

出力リレーのプログラム

出力リレーの使用可否とオプションについては、「オプション」を参照してください。 は、出力端

子とセンス端子の両方を切断する双極双投リレーです。 は、オプション761と同じですが、出

力反転リレーが付属しています。出力端子には必ず小型のAC回路が存在することに注意してください。

フロント・パネル・メニュー・リファ

レンス

SCPIコマンド

使用不可 出力1オフ時にリレーをクローズしたままにする：

OUTPOFF,NOR,(@1)

出力1オン時にリレーをオープンしたままにする：

OUTPON,NOR,(@1)

4電源システムの操作

100 Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド



オプション761を搭載した場合は、リレーのノーマル動作モードは、出力オン／オフ時のオープン／クローズ

です。出力が安全な状態 (ゼロ電圧、ゼロ電流 )にある場合にだけ、リレーはオープン／クローズされます。

ただし、リレーの状態を変えずにいる間は、出力状態のオン／オフをプログラムできます。

オプション760を搭載した場合は、出力端子とセンス端子の極性を反転することもできます。このコマンド

では、出力端子とセンス端子の極性が切り替わっている間、出力が短時間オフになります。このオプション

がモデルN6742Bに搭載されている場合は、最大出力電流は10 Aに制限されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Advanced\Polを選択します。

Reverseボックスをチェックします。極性を通常に戻すには、

Reverseボックスのチェックをはずします。次に、Selectを押し

ます。

出力1の出力端子とセンス端子の極性を切

り替える：

OUTP:REL:POLREV,(@1)

極性を通常に戻す：

OUTP:REL:POLNORM,(@1)

出力極性が反転された場合は、フロント・パネル・ディスプレイの電圧計は、電圧表示値

の上に横棒を表示します：

出力帯域幅の設定

この情報はKeysight N678xA SMUモデルのみに適用されます。

Keysight N678xA SMUモデルには複数の電圧帯域幅設定があり、容量性負荷を使って出力の応答時

間を最適化できます。

ロー帯域幅設定では、広範囲の容量性負荷で安定性が得られます。その他の設定では、負荷キャパシ

タンスを小さい値に制限したときに出力応答が高速化します。

ロー帯域幅設定またはその他の帯域幅設定で容量性負荷により出力が発振する場合は、保護機能が

発振を検出し、出力をオフにします。この状態はOSCステータス・ビットによって通知されます。一般に発

振が起きるのは、負荷キャパシタンスが指示されたレンジから外れる場合です。電源投入時、発振保護

機能はオンになっています。

次の負荷キャパシタンスと負荷リード長に従って帯域幅を選択します。

設定 負荷キャパシ

タンス

センシング センス・ポイントからキャパシタ

までの最大距離

ESR
@100 kHz

最小周波数

Low 0～150 μF ローカルまたはリ

モート

フル・リード長1 50～200 mΩ 1440 Hz

High1 0～1 μF リモートのみ 155 mm 50～200 mΩ 33,000 Hz

High2 0～7 μF リモートのみ 155 mm 50～200 mΩ 20,500 Hz

High3 7～150 μF リモートのみ 155 mm 50～200 mΩ 8300 Hz

注1：許容される負荷リード長の詳細は、「Keysight N678xA SMUの配線」を参照してください。
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周波数パラメータは、電圧帯域幅レンジに関連付けられた極周波数を設定します。各レンジの電源投

入時のデフォルトは、最小周波数です。これは、そのレンジの最悪の場合の負荷キャパシタンスでもオー

バーシュートしないように最適化されています。負荷キャパシタンスが最悪の場合でないか、ある程度の出

力オーバーシュートが許容される場合は、周波数制限を大きくすることで出力電圧遷移時間を短くする

ことができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Advanced\Bandwidthを選択します。

一覧表示されるレンジから帯域幅を選択します。次に、

Selectを押します。

必要に応じて、指定したレンジに対する異なる周波数制

限を入力します。次に、Selectを押します。

電圧帯域幅を選択する：

VOLT:BWID HIGH1,(@1)

異なる周波数制限を選択する：

VOLT:BWID:LEVHIGH1, <frequency>, (@1)

出力ターンオフ・モードの設定

この情報はKeysight N678xA SMUモデルのみに適用されます。

出力ターンオン／ターンオフで高インピーダンス・モードまたは低インピーダンス・モードを指定できます。

Low impedance：ターンオン時、出力リレーがクローズしてから、出力が設定値にプログラムされます。ター

ンオフ時、出力が最初に0にプログラムされてから、出力リレーがオープンします。

High impedance：ターンオン時、出力が設定値にプログラムされてから、出力リレーがクローズします。ター

ンオフ時、出力が設定値で保持された状態で、出力リレーがオープンします。これにより、アプリケーション

によっては不要な電流パルスが低減します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Advanced\Tmodeを選択します。

高インピーダンスまたは低インピーダンスを選択します。次

に、Selectを押します。

出力1を高インピーダンス・モードに設定す

る：

OUTP:TMODHIGHZ,(@1)

入力ショートのプログラム

この情報は、Keysight N679xAモデルのみに適用されます。

これは、N679xA負荷モジュールの入力でショート回路をシミュレートします。これはすべての優先モードで

動作し、入力とスルーの設定を一時的にオーバーライドします。出力オン／オフ機能と出力保護機能

は、入力ショートよりも優先されることに注意してください。入力ショート状態は、SHステータス・ビットによっ

て通知されます。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Shortを選択します。

入力をショートするにはEnable shortをチェックしま

す。ショートをオープンするにはチェックをはずしま

す。次に、Selectを押します。

出力1をショートする：

OUTP:SHOR ON,(@1)

不足電圧禁止をオンにする

この情報はKeysight N679xAモデルのみに適用されます。

不足電圧禁止機能がオンの場合、N679xA負荷モジュールは、電圧オン・レベルを超えるまで電流のシン

クを行いません。この状態はUVIステータス・ビットによって通知されます。次のモードを指定できます。

Off -不足電圧禁止機能をオフにします。

Live -電圧が電圧オン設定を下回っている場合は、常に入力をオフにします。電圧が電圧オン設定に達

すると、入力をオンに戻します。

Latched -以降に電圧が電圧オン設定を下回った場合、負荷に電流をシンクさせます。不足電圧禁止

状態はUVIステータス・ビットによって通知されます。

負荷モジュールがグループ化されている場合や、ユニットがCVモードで動作している場合、不足電圧禁止

は使用できないことに注意してください。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Advanced\UVIを選択します。

VoltageOnボックスに電圧値を入力します。

オンにするLiveまたはLatchedモードを選択しま

す。次に、Selectを押します。

電圧オン値を3 Vに設定する：

VOLT:INH:VON3, (@1)

不足電圧禁止機能をオンにして設定する：

VOLT:INH:VON:MODE LATC|LIVE, (@1)
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出力のステッピング

出力がトリガ・コマンドに応答できるようにします

ステップ・トリガ・レベルのプログラム

トランジェント・トリガ・ソースが選択されます

トランジェント・トリガ・システムを起動します

出力ステップのトリガ

トリガ出力信号の作成

トランジェント・システムを用いれば、出力電圧、電流、抵抗、または電力をトリガ・イベントに応じて増減

できます。このセクションでは、トリガ出力ステップを生成するための手順について説明します。

出力がトリガ・コマンドに応答できるようにします

最初に、出力がステップ・トリガに応答できるようにする必要があります。出力がトリガに応答できない限

り、トリガ・レベルをプログラムし、出力に対してトリガをかけたとしても、何も起こりません。抵抗と電力のス

テップのトリガは、 に適用されます。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます

(電圧、電流、電力、抵抗 )。

以下のコマンドを使用して、出力がステップ・トリガに応答できるようにします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Modeを選択します。

指定した機能のドロップダウンをStepに設定しま

す。

次に、Selectを押します。

指定した機能をオンにしてステップ・トリガに応答

するようにする：

VOLT:MODE STEP,(@1)
CURR:MODE STEP,(@1)
RES:MODE STEP,(@1)
POW:MODE STEP,(@1)

ステップ・モードでは、トリガ信号の受信時にトリガ値が即時値になります。固定モードで

は、トリガ信号は無視されます。トリガ信号の受信時も即時値は有効です。

ステップ・トリガ・レベルのプログラム

次に、以下のコマンドを使って、トリガ・レベルをプログラムします。トリガ信号の受信時に、出力はこのレベ

ルになります。抵抗および電力トリガ・レベルは、 に適用されます。

複数のレンジを備えたモデルの場合は、出力チャネルの動作範囲と同じ範囲のトリガ設定を選択する必

要があります。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Stepを選択します。

値を入力します。次に、Selectを押します。

出力1のトリガ・レベルを設定する：

VOLT:TRIG 15,(@1)
CURR:TRIG 1,(@1)
RES:TRIG 50,(@1)
POW:TRIG 75,(@1)

トランジェント・トリガ・ソースが選択されます

以下からトリガ・ソースを選択します。

Bus GPIBデバイス・トリガ*TRGまたは<GET>(Group Execute Trigger)を選択します。

Immフロント・パネルまたはバス経由での即時トリガ・コマンドは、即時トリガを発生させます。

Ext トリガ入力として設定されているすべてのデジタル・ポート・ピンを選択します。

Pin<n>デジタルポートでのトリガ入力として設定されている特定のピンを選択します。<n>はピン番号を指

定します。選択したピンをトリガ・ソースとして使用するには、トリガ入力として設定する必要があります(「ト
リガ入力」を参照 )。

Transient<n>出力チャネルのトランジェント・システムをトリガ・ソースとして選択します。<n>はチャネルを指

定します。チャネルを選択する場合は、トリガ出力信号を作成するようにチャネルのトランジェント・システ

ムも設定する必要があります。「トリガ出力信号の作成」を参照してください。

以下のコマンドを使ってトリガ・ソースを選択します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

バス・トリガを選択するには、Transient\TrigSourceを
選択します。

Transient trigger sourceでBusを選択します。

デジタル・ピン・トリガを選択するには、

Transient\TrigSourceを選択します。次に、デジタ

ル・ポート・ピンの1つを選択します(Extは、トリガ入

力として構成されているすべてのピンを選択しま

す)。

トランジェント出力トリガを選択するには、

Transient\TrigSourceを選択します。次に、出力チャ

ネルの1つを選択します。

次に、Selectを押します。

出力1のバス・トリガを選択する：TRIG:TRAN:SOUR
BUS,(@1)

出力1の即時トリガを選択する：TRIG:TRAN:SOUR
IMM,(@1)

デジタル・ピン・トリガを選択す

る：TRIG:TRAN:SOUR PIN<n>,(@1)
ここで、nはピン番号。

トランジェント出力トリガを選択す

る：TRIG:TRAN:SOUR TRAN<n>,(@1)
ここで、nはトリガ信号を作成する出力チャネル。

トランジェント・トリガ・システムを起動します

電源システムがオンの場合は、トリガ・システムはアイドル状態にあります。この状態では、トリガ・システム

はオフになり、すべてのトリガが無視されます。トリガ・システムを起動して、アイドル状態から起動状態に

することにより、電源システムはトリガ信号を受け取れるようになります。トリガ・システムを起動するには、

以下を使用します。

Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド 105

4電源システムの操作



フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Controlを選択します。

Initiateに移動します。次に、Selectを押します。

トランジェント・トリガ・システムを起動する：

INIT:TRAN (@1)

INITiate:TRANsientコマンドを受信した後、本器でトリガ信号の受信準備が完了するまでに数ミリ秒かか

ります。

トリガ・システムの準備が完了する前にトリガが発生した場合は、トリガは無視されます。動作ステータス・

レジスタのWTG_tranビットをテストすると、測定器でトリガの受信準備がいつ完了するかを知ることができま

す。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 WTG_tranビット (ビット4)を問い合わせる：

STAT:OPER:COND? (@1)

問合せでビット値16が返された場合は、WTG_tranビットは真で、測定器でトリガ信号を受信する準備が

完了しています。詳細は、『操作／サービス・ガイド』の「ステータス・チュートリアル」を参照してください。

INITiate:CONTinuous:TRANsientがプログラムされていない限り、トリガ動作が求められるた

びにトランジェント・トリガ・システムを起動する必要があります。

出力ステップのトリガ

トリガ・システムは、トリガ信号が起動状態になるのを待ちます。以下のようにして、出力を即座にトリガす

ることができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Controlを選択します。

Triggerに移動します。これにより、トリガ・ソースの

設定に関係なく、即時トリガが生成されます。次

に、Selectを押します。

トランジェント・トリガを生成する：

TRIG:TRAN (@1)

別の方法として、*TRGまたはIEEE-488 <get>コマン

ドをプログラムすることもできます。

前述のように、別の出力チャネル、またはデジタル・ポート・コネクタの入力ピンに印加されたトリガ信号に

よって、トリガを発生させることも可能です。これらのシステムのいずれかがトリガ・ソースとして設定されてい

る場合は、測定器はトリガ信号を無限に待ちます。トリガが発生しない場合は、トリガ・システムを手動で

アイドル状態に戻す必要があります。

以下のコマンドは、トリガ・システムをアイドル状態に戻します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Controlを選択します。

Abortに移動します。次に、Selectを押します。

ABOR:TRAN (@1)

トリガ信号の受信時に、トリガ機能がプログラムされたトリガ・レベルに設定されます。トリガ動作が完了す

ると、トリガ・システムはアイドル状態に戻ります。
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動作ステータス・レジスタのTRAN_activeビットをテストすると、トランジェント・トリガ・システムがいつアイドル

状態に戻ったかを知ることができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 TRAN_activeビット (ビット6)を問い合わせる：

STAT:OPER:COND?

問合せでビット値64が返された場合は、TRAN_activeビットは真で、トランジェント動作が完了していませ

ん。TRAN_activeビットが偽の場合は、トランジェント動作は完了しています。詳細は、『操作／サービス・

ガイド』の「ステータス・チュートリアル」を参照してください。

トリガ出力信号の作成

各出力チャネルは、他の出力チャネルが使用可能な、またはトリガ出力 (TOUT)として設定されたデジタ

ル・ポートのピンにルーティング可能なトリガ信号を作成できます。以下のコマンドを使って、出力ステップの

発生時に作成されるトランジェント・トリガ信号をプログラムします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Channelキーを使用して、トリガ・ソースのチャネル

を選択します。Transient\Stepを選択します。

Enable Trig outをチェックします。次に、Selectを押し

ます。

チャネル3のステップ機能をプログラムしてトリガ信

号を作成する：

STEP:TOUTON,(@3)
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出力ターンオンの同期

出力ターンオン遅延の同期

複数のメインフレームの同期

同期動作

この機能を使用すると、共通遅延オフセットを指定できるので、出力ターンオン・シーケンスを正確に同期

できます。これは、ユーザ設定のターンオン遅延の基準ポイントとして使用されます。この同じ基準ポイント

により、複数のKeysight N6700Cシリーズ・メインフレームを互いに接続し、正確なターンオン・シーケンスを

複数のメインフレームに渡ってプログラムすることが可能になります。

出力がオフになるときの遅延オフセットはないことに注意してください。出力は、出力オフコマンドを受信す

るとすぐにプログラムされたターンオフ遅延の実行を開始します。

出力ターンオン遅延の同期

Keysight N6700Cメインフレームに取り付けられたN6700シリーズ電源モジュールはすべて、出力をオンに

するためのコマンドを受信してから出力が実際にオンになるまでの時間に相当する、最小遅延オフセットを

示します。ユーザ設定のターンオン遅延を指定した場合は、この遅延が最小遅延オフセットに加算される

ため、実際のターンオン遅延は、設定した遅延よりも長くなります。以下に最小遅延オフセットを示しま

す。

電源モジュール オプションとモード 遅延オフセット

N673xB、N674xB、N677xA リレーなし

リレー・オプション760搭載時

32 ms
58 ms

N6751A、N6752A リレーなし

リレー・オプション760搭載時

25 ms
51 ms

N6753A、N6754A リレーなし

リレー・オプション760搭載時

18 ms
44 ms

N6761A、N6762A 電圧優先 -リレーなし

電圧優先 -リレー・オプション760搭載時

電流優先 -リレーなし

電流優先 -リレー・オプション760搭載時

32 ms
58 ms
23 ms
45 ms

N6781A、N6782A、N6784A

リレーをクローズにプログラム

電圧優先 -ローZモード、または電流優先

電圧優先 -ハイZモード

電圧優先 -ローZモード、または電流優先

電圧優先 -ハイZモード

25.6 ms
24.8 ms
5.2 ms
7.3 ms

N6785A、N6786A

リレーをクローズにプログラム

電圧優先 -ローZモード、または電流優先

電圧優先 -ハイZモード

電圧優先 -ローZモード、または電流優先

電圧優先 -ハイZモード

35.9 ms
34.9 ms
5.2 ms
7.3 ms
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メインフレームにどの電源モジュールが取り付けられているかを確認するには、フロント・パネルから

System\About\Moduleを選択します。モデルN676xAでは、優先モードを問い合わせるには

OUTPut:PMODe?を送信します。モデルN678xAでは、優先モードを問い合わせるにはFUNCtion?を送信

します。

「オン」イベント (Output Onキーを押す、Output Onコマンドを送信するなど)間の実際のターンオン遅延を求

めるには、次の例に示すように、設定したターンオン遅延を最小遅延オフセットに加算する必要がありま

す。この例で、出力チャネル1～4に対してそれぞれ10 ms、20 ms、30 ms、40 msの遅延値を設定した場

合は、実際の出力遅延は出力チャネル1～4に対して68 ms、45 ms、81 ms、72 msになります。

上に示すような異なる最小遅延オフセットを持つ電源モジュールを同期させるため、共通の遅延オフセッ

ト・パラメータを指定できます。以下の例に示すように、設定ターンオン遅延を同期するには、共通遅延オ

フセットを一番大きい最小遅延オフセット以上に設定します。

共通遅延オフセットによる追加の遅延があるため、追加の遅延時間を計上する必要があります。前の例

で示したように、共通遅延を60 ms、出力チャネル1～4のユーザ設定遅延を10 ms、20 ms、30 ms、40
msに設定した場合は、「オン」イベントからの実際の出力遅延はそれぞれ70 ms、80 ms、90 ms、100 ms
になります。

この60 msの遅延オフセットがすべての出力で見られるとしても、遅延時間の追加はほとんどのアプリケー

ションに影響を与えません。出力モジュールのターンオン間の相対遅延時間は、元の指定値と同じ10
ms、20 ms、30 ms、40 msのままだからです。

ステップ1.同期機能をオンにする

次のようにして、メインフレームで出力ターンオン同期をオンにする必要があります。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

フロント・パネルのメニューで

Output\Sequence\Coupleを選択します。

Enableボックスをチェックします。次に、Selectを押し

ます。

オフにするには、ボックスのチェックをはずします。

オンにするため以下を送信する：

OUTP:COUPON

オフにするため以下を送信する：

OUTP:COUPOFF

ステップ2同期する出力チャネルを指定する

同期する出力チャネルを選択します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

フロント・パネルのメニューで

Output\Sequence\Coupleを選択します。

結合するチャネルをチェックします。次に、Selectを
押します。

チャネルを削除するには、ボックスのチェックをはず

します。

チャネル(1つまたは複数 )を指定する：

OUTP:COUP:CHAN1,2,3,4

ステップ3各出力チャネルのターンオン遅延を指定する

すべての結合出力チャネルに対するターンオン遅延を指定できます。任意の遅延シーケンスを実現できま

す。シーケンスの種類やチャネルの順番に対する制約はありません。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

チャネル1、2、3、4に対して、

Output\Sequence\Delayを選択します。各チャネル

のターンオン遅延を秒単位で指定します。次に、

Selectを押します。

チャネル1～4のターンオン遅延をプログラムする：

OUTP:DEL:RISE .01,(@1)
OUTP:DEL:RISe .02,(@2)
OUTP:DEL:RISE .03,(@3)
OUTP:DEL:RISE .04,(@4)

ステップ4共通遅延オフセットを指定する

このステップは、異なる最小遅延オフセットを持つ電源モジュールがある場合に必要です。共通遅延オフ

セットを指定すると、ユーザ設定ターンオン遅延が、共通遅延オフセットの完了時に開始するよう同期され

ます。メインフレーム内の一番遅い電源モジュールの遅延オフセットを選択し、それを共通遅延オフセットと

して使用します

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

フロント・パネルのメニューで

Output\Sequence\Coupleを選択します。Max delay
offset for this frameフィールドにフレームで一番遅い

電源モジュールの遅延オフセットが表示されま

す。Delay offsetフィールドにメインフレームで一番

遅い電源モジュールの遅延オフセット値をミリ秒

単位で入力します。次に、Selectを押します。

メインフレームで一番遅い電源モジュールの遅

延オフセット (最大遅延オフセット )を秒単位で問

い合わせる：

OUTP:COUP:MAX:DOFF?

メインフレームの共通遅延オフセットを秒単位で

指定する：

OUTP:COUP:DOFF .051
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メインフレームの最大遅延オフセットより長い共通遅延をプログラムできます。長い値を選択すると、将来

の長い遅延オフセットを持つ電源モジュールを含む構成にも対応可能な、柔軟なプログラムになります。

ただし、最大遅延オフセットより短い値をプログラムすると、すべての出力に渡る同期が不適切になる可

能性があります。

出力をオフにする場合は、遅延オフセットを指定する必要はありません。出力は、出力Off
コマンドを受信するとすぐにターンオフ遅延の実行を開始します。

複数のメインフレームの同期

出力ターンオン同期機能は、出力チャネルが結合されている複数のメインフレームに渡って使用できま

す。同期するメインフレームにはそれぞれ、1個以上の結合チャネルが必要です。同期された出力チャネ

ルを含むすべてのメインフレームに対して、クロスフレーム同期をオンにする必要があります。

ステップ1.各メインフレーム上の出力チャネルを設定します(前述のステップ1～3を参照 )

ステップ2同期する出力チャネルすべてに対する共通遅延オフセットを指定します。

このステップは、異なる最小遅延オフセットを持つ電源モジュールがある場合に必要です。遅延の値は、

同期する出力チャネルがどのメインフレームに取り付けられているかに関係なく、すべての同期出力チャネ

ルの最大遅延オフセットでなければなりません。この同じ値を各メインフレームの共通遅延オフセットとして

指定する必要があります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

各メインフレームのフロント・パネルのメニューで

Output\Sequence\Coupleを選択します。

Delay offsetフィールドに全メインフレームで一番遅

い電源モジュールの遅延オフセット値をミリ秒単

位で入力します。次に、Selectを押します。

Max delay offset for this frameフィールドにこのフレー

ムで一番遅い電源モジュールの遅延オフセットが

表示されます。

各メインフレームの共通遅延オフセットを秒単位

で指定する：

OUTP:COUP:DOFF .051

各メインフレームで一番遅い電源モジュールの

遅延オフセット (最大遅延オフセット )を秒単位で

返す：

OUTP:COUP:MAX:DOFF?.

ステップ3同期するメインフレームのデジタル・コネクタ・ピンを接続し、設定します。

同期ピンとして設定できるのはピン4～7だけです。1メインフレームあたり1個のON結合ピン

と1個のOFF結合ピンしか設定できません。ピンの極性は、プログラムできません。

結合チャネルを含む同期メインフレームのデジタル・コネクタ・ピンは、下の図に示すように接続する必要が

あります。この例では、ピン6を出力Onコントロールとして設定します。ピン7を出力Offコントロールとして設

定します。グランドピンまたはコモンピンも互いに接続する必要があります。
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各メインフレーム上の2個のデジタル・コネクタ・ピンだけを、各同期メインフレームで “ONCouple” と
“OFFCouple” として設定できます。指定されたピンは、入力と出力の両方として機能し、1つのピンの立ち

下がり遷移がもう1つのピンに同期信号を提供します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

メインフレーム1に対して、System\IO\DigPort\Pinsを
選択します。

ピン6、Function、On Coupleと選択します。

Pins、ピン7、Function、Off Coupleと選択します。

メインフレーム2と3に対してこれらのステップを繰り

返します。

メインフレーム1のピン6をONコントロールとして設

定する：

DIG:PIN6:FUNC ONC

メインフレーム1のピン7をOFFコントロールとして設

定する：

DIG:PIN7:FUNC OFFC

メインフレーム2と3に対してこれらのコマンドを繰り

返します。

同期動作

設定し、イネーブルにすると、任意の結合チャネル上の出力のオンまたはオフにより、設定されたすべての

メインフレーム上の全結合チャネルが、ユーザ設定遅延に従ってオンまたはオフになります。これは、フロン

ト・パネルのOn/Offキー、Webサーバ、SCPIコマンドに適用されます。

メインフレームに結合されたON/OFFキーがある場合 (System\Preferences\Keysメニューに存在 )、任意の

結合チャネルで出力をオンまたはオフにすると、そのメインフレーム上のすべての結合チャネルおよび結合さ

れていないチャネルが、オンまたはオフになります。
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出力リストのプログラミング

出力リスト

出力パルス／パルス列のプログラム

任意リストのプログラム

出力リスト機能を使用するには、 がN673xA、N674xA、N675xAおよび

N677xAモデルに取り付けられている必要があります。

出力リスト

出力電流、電圧、電力、抵抗をリスト制御することができます。N678xA SMUモデルの場合は、優先モー

ドの1つに関連するパラメータのみをリスト制御できます。電力および抵抗リストは、N679xA負荷モデルの

みに適用されます。リスト・モードでは、複雑なシーケンスの出力変化を迅速かつ正確なタイミングで発生

させることができます。内部／外部信号と同期させることも可能です。リストには、最大512の個別にプロ

グラムされたステップを含めることができます。繰り返し実行するようにリストをプログラムすることも可能で

す。

電流、電圧、電力、および抵抗リストは、各ステップの持続時間／待ち時間を定義する個別のリストに

よって間隔が設定されます。最大512のステップはそれぞれ、対応する個別の待ち時間を持つことができま

す。これにより、次のステップに進む前にそのステップにリストが留まる時間を(秒単位で)指定します。待ち

時間は0～262.144秒の範囲でプログラムできます。デフォルトの待ち時間は0.001秒です。

出力リストが外部イベントに厳密に従っている必要がある場合は、トリガ・ペース・リストの方が適切です。

トリガ・ペース・リストでは、トリガを受け取るたびに、リストは1ステップずつ進みます。前述のように、トリガ・

ソース数を選択してトリガを発生させることができます。トリガ・ペース・リストを用いれば、ステップごとに待ち

時間をプログラムする必要はありません。待ち時間をプログラムした場合は、待ち時間中に受け取ったトリ

ガは無視されます。

リストを設定して、指定のステップでトリガ信号を発生させることもできます。これは、ステップの始まり

(BOST)とステップの終わり (EOST)の2つの追加リストによって実現されます。これらのリストは、トリガ信号を

作成するステップや、ステップの始まりまたは終わりにトリガが発生するかどうかを定義します。これらのトリガ

信号を使って、他のイベントをリストと同期させることができます。

電圧、電流、電力、または抵抗リストがプログラムされている場合は、対応する待ち時間、BOST、EOST
リストもすべて同じステップ数に設定する必要があります。そうしないと、リストの実行時にエラーが発生しま

す。便宜上、1つのステップまたは値だけでリストをプログラムすることも可能です。この場合は、シングル・ス

テップ・リストは、他のリストと同じステップ数を持っているかのように扱われます。値はすべて、その1つの値と

同じです。

リスト・データは不揮発性メモリに記録されません。つまり、フロント・パネルまたはバス経由

で測定器に送信されたリスト・データは、電源システムをオフにすると失われます。ただし、リ

スト・データを機器ステートの一部として保存できます。「機器ステートの保存」を参照してく

ださい。
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出力パルス／パルス列のプログラム

以下の手順は、リスト機能を使った出力パルス列の作成方法を示します(下の図を参照 )。

ステップ1.パルスを発生させたい電圧、電流、電力、または抵抗機能をリスト・モードに設定します。この

例では、電圧パルスをプログラムします。抵抗および電力モードは に適用されます。パラメー

ターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、電流、電力、抵抗 )。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Modeを選択します。

電圧モードをListに設定します。次に、Selectを押

します。

出力1をプログラムする：

VOLT:MODE LIST,(@1)

ステップ2パルスの振幅および幅を設定します。例えば、振幅15 V、パルス幅1 sのパルスを発生させるに

は、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Configを選択します。

List Step 0を選択し、電圧値を15と入力します。次

に、Selectを押します。

List Step 0にドウェル値1を入力します。次に、Select
を押します。

出力1をプログラムする：

LIST:VOLT 15,(@1)
LIST:DWEL 1,(@1)

ステップ3リスト間隔をAutoに設定して、待ち時間が経過するたびに、次のステップが即座に出力されるよ

うにします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Paceを選択します。

Dwell pacedを選択します。次に、Selectを押しま

す。

LIST:STEP AUTO,(@1)

単一のパルスをプログラムするだけの場合は、ステップ4と5を飛ばしてステップ6に進んでくだ

さい。

ステップ4パルス列を発生させたい場合は、パルス間のオフタイムを指定する必要があります。そのために

は、別のステップをプログラムしなければなりません。電圧リストの場合は、振幅とオフタイムを指定します。

例えば、パルス間振幅0 Vで、2秒のオフタイムをプログラムするには、以下を使用します。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Configを選択します。

List Step 1を選択し、電圧値を0と入力します。次

に、Selectを押します。

List Step 1にドウェル値2を入力します。次に、Select
を押します。

出力1をプログラムする：

LIST:VOLT 15,0,@1)
LIST:DWEL 1,2,(@1)

ステップ5.必要に応じてパルスを繰り返すだけで、パルス列を発生させることができます。例えば、50パルス

から構成されるパルス列をプログラムするには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Repeatを選択します。

リストの繰り返し回数 (50)を入力します。次に、

Selectを押します。

出力1をプログラムする：

LIST:COUN50,(@1)

ステップ6他の出力チャネルで動作をトリガするのに用いることができるトリガ信号と、デジタル・ポートに接

続された外部機器で動作をトリガするのに用いることができるトリガ信号のどちらを出力パルスに発生させ

たいか指定します。例えば、パルスの終わりにトリガ信号を発生させるには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Configを選択します。

List Step 0を選択し、Tout end stepフィールドに値1を
入力します。次に、Selectを押します。

出力1のパルスの終わりにトリガをプログラムする：

LIST:TOUT:EOST 1,0(@1)

ステップ1に値0(トリガなし)をプレースホルダとして

プログラムする必要があります。

ステップ7パルス完了後の出力ステートを指定します。例えば、パルスの前の状態に出力を戻すには、以

下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Terminateを選択します。

Return to start設定を選択します。次に、Selectを押

します。

出力1をプログラムする：

LIST:TERM:LAST 0, (@1)

ステップ8パルスまたはパルス列を発生させるトリガ・ソースを選択します。

以下からトリガ・ソースを選択します。

l Bus GPIBデバイス・トリガ*TRGまたは<GET>(Group Execute Trigger)を選択します。

l Immフロント・パネルまたはバス経由での即時トリガ・コマンドは、即時トリガを発生させます。

l Ext トリガ入力として設定されているすべてのデジタル・ポート・ピンを選択します。

l Pin<n>デジタルポートでのトリガ入力として設定されている特定のピンを選択します。<n>はピン番号

を指定します。選択したピンをトリガ・ソースとして使用するには、トリガ入力として設定する必要があ

ります(「トリガ入力」を参照 )。

Keysight N6700Cシリーズ・ユーザーズ・ガイド 115

4電源システムの操作



l Transient<n>出力チャネルのトランジェント・システムをトリガ・ソースとして選択します。<n>はチャネル

を指定します。チャネルを選択する場合は、トリガ出力信号を作成するようにチャネルのトランジェン

ト・システムも設定する必要があります。「トリガ出力信号の作成」を参照してください。

例えば、バス・トリガをトリガ・ソースとして選択するには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\TrigSourceを選択します。

Transient trigger sourceでBusを選択します。次に、

Selectを押します。

出力1をプログラムする：

TRIG:TRAN:SOUR BUS,(@1)

ステップ9 トランジェント・トリガ・システムを起動します。1つのトランジェント・イベントまたはトリガに対してト

リガ・システムをオンにするには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Controlを選択します。

Initiateに移動します。次に、Selectを押します。

出力1をプログラムする：

INIT:TRAN (@1)

ステップ10出力パルスまたはパルス列をトリガします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Controlを選択します。

Triggerに移動します。次に、Selectを押します。

*TRG

任意リストのプログラム

以下の手順は、電圧変化リスト (下の図を参照 )を作成する方法を示します。

ステップ1.リストを作成したい電圧、電流、電力、または抵抗機能をリスト・モードに設定します。この例で

は、電圧リストをプログラムします。抵抗および電力モードは に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Modeを選択します。

電圧モードをListに設定します。次に、Selectを押

します。

出力1をプログラムする：

VOLT:MODE LIST,(@1)
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ステップ2リスト機能の値のリストをプログラムします。値の入力順で、値の出力順が決まります。図のよう

な電圧リストを作成するには、以下の値がリストに含まれます。9、0、6、0、3、0

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Configを選択します。

List Step numberを選択し、電圧値を入力します。

次に、Selectを押します。

ステップごとにこれを繰り返します。ÇÈキーを

使って次のステップを選択します。

出力1をプログラムする：

LIST:VOLT 9,0,6,0,3,0,(@1)

ステップ3次のステップに進む前にリストの各ステップに出力が留まる時間間隔を秒単位で決定します。図

のような6つの待ち時間インターバルを指定するには、以下の値がリストに含まれます。2、3、5、3、7、3

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Configを選択します。

List Step numberを選択し、電圧値を入力します。

次に、Selectを押します。

ステップごとにこれを繰り返します。ÇÈキーを

使って次のステップを選択します。

出力1をプログラムする：

LIST:DWEL 2,3,5,3,7,3,(@1)

待ち時間ステップ数は、電圧ステップ数と等しくなければなりません。待ち時間リストに値が

1つしかない場合は、その値がリストの全ステップに適用されます。

ステップ4リスト間隔の設定方法を決定します。待ち時間でリストの間隔を設定するには、フロント・パネ

ル・メニューで、リスト間隔をDwell-pacedに設定します(LIST:STEPコマンドをAUTOに設定します)。待ち時

間が経過するたびに、次のステップが即座に出力されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Paceを選択します。

Dwell pacedを選択します。次に、Selectを押しま

す。

LIST:STEP AUTO,(@1)

トリガ・ペース・リストでは、トリガを受け取るたびに、リストは1ステップずつ進みます。トリガ・ペース・リストを

オンにするには、フロント・パネル・メニューのTrigger-pacedを選択します(LIST:STEPコマンドをONCEに設

定します)。

各ステップに対応する待ち時間によって、出力がそのステップに留まる最小時間が決まります。待ち時間

が終了する前に受け取ったトリガは無視されます。トリガ・ペース・リストに入り込んでいるトリガがないか確

認するには、待ち時間を0に設定します。

ステップ5.他の出力チャネルで動作をトリガするのに用いることができるトリガ信号と、デジタル・ポートに接

続された外部機器で動作をトリガするのに用いることができるトリガ信号のどちらをリストに発生させたいか

指定します。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Configを選択します。

List Step numberを選択します。

トリガを発生させるには、Tout begin stepまたはTout
end stepフィールドに1を入力します。0を入力する

と、そのステップに対するトリガは発生しません。

ステップごとにこれを繰り返します。ÇÈキーを

使って次のステップを選択します。

出力1のステップ4の始まりにトリガをプログラムす

る：

LIST:TOUT:BOST 0,0,0,0,1,0,@(1)

出力1のステップ0、2、4の終わりにトリガをプログ

ラムする：

LIST:TOUT:EOST 1,0,1,0,1,0,(@1)

ステップ6リストの終了方法を指定します。例えば、終了時の最後のリスト・ステップの値をリストに残す場

合は、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Terminateを選択します。

Stop at last step設定を選択します。次に、Selectを
押します。

出力1をプログラムする：

LIST:TERM:LAST 1,(@1)

ステップ7該当する場合は、リストの繰り返し回数を指定します。SCPIコマンドでINFinityパラメータを送る

と、リストは無限に繰り返されます。リセット時に、リスト・カウントは1に設定されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\List\Repeatを選択します。

リストの繰り返し回数 (2)を入力します。次に、

Selectを押します。

出力1のリストを2回繰り返すようにプログラムす

る：

LIST:COUN2,(@1)

ステップ8 トリガ・ソースを選択し、起動し、リストをトリガします。これについては、前述の「出力パルス／パ

ルス列のプログラム」を参照してください。
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任意波形の作成

任意波形の説明

ステップ任意波形の設定

パルス任意波形の設定

ランプ任意波形の設定

台形任意波形の設定

階段任意波形の設定

指数任意波形の設定

正弦波任意波形の設定

一定の持続時間の任意波形の設定

任意波形シーケンスの設定

ユーザ定義任意波形の設定

すべての任意波形に共通する設定ステップ

任意波形の実行

任意波形機能を使用するには、 がN673xA、N674xA、N675xAおよびN677xA
モデルに取り付けられている必要があります。

任意波形の説明

電源システムの各出力は、内蔵された任意波形発生器機能によって変調できます。これにより、出力

が、DCバイアス・トランジェント・ジェネレータまたは任意波形発生器として機能します。最大帯域幅は、

取り付けられている電源モジュールの種類に基づいています。これについては、『Keysight N6700Modular
Power System Family Specifications Guide』を参照してください。

任意波形発生器は可変持続時間の周期を持ち、波形内の各ポイントは、電流、電圧、電力、または

抵抗設定値と持続時間 (その設定値に留まっている時間 )によって定義されます。少数のポイントを指定

するだけで、波形を生成できます。例えば、パルスの定義には3ポイントしか使用しません。ただし、正弦

波、ランプ、台形、指数波形では、連続的に変化する波形部分に100ポイントが割り当てられます。一

定の持続時間の波形では、最大65,535ポイントを割り当てることができます。

各波形は、連続的に反復、または特定の回数反復するように設定できます。例えば、10個の同一のパ

ルスからなるパルス列を生成するには、1つのパルスのパラメータをプログラムし、それを10回反復するよう指

定します。
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ユーザ定義波形の場合は、波形ごとに最大511ステップポイントを指定できます。ステップポイントのそれぞ

れに対して異なる持続時間を指定できます。出力は、ユーザ定義値を順次確認し、各ポイントにプログ

ラムされた持続時間だけ留まった後、次のポイントに移動します。

すべての波形の合計ポイント数が511ポイントを超えない限り、多数の個々の任意波形を1つの任意波

形シーケンスに結合できます。

ステップ任意波形の設定

ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、Step Shapeを選択します。次に、Selectを押し

ます。

電流、電圧、電力、抵抗のステップ任意波形を選択

する：

ARB:FUNC:TYPE CURR|VOLT|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAPSTEP,(@1)

ステップ2ステップ・パラメータを設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電
圧、電流、電力、抵抗 )。

ステップの前後のレベルの値を入力します。

ステップの前の時間を入力します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\Step\Levelを選択します。

開始および終了レベルをボルト単位で入力します。

次に、Selectを押します。

Transient\Arb\Config\Step\Timeを選択します。

開始および終了時間を秒単位で入力します。次

に、Selectを押します。

電圧ステップ任意波形を設定する：

ARB:VOLT:STEP:STAR 0, (@1)
ARB:VOLT:STEP:END 10, (@1)
ARB:VOLT:STEP:STAR:TIM 0.25,(@1)

ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

パルス任意波形の設定

ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、PulseShapeを選択します。次に、Selectを押

します。

電流、電圧、電力、抵抗のパルス任意波形を選択

する：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAPPULS,(@1)

ステップ2パルス・パラメータを設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、

電流、電力、抵抗 )。

パルスのトップの前およびその間のレベルの値を入力します。

パルスの前の時間、パルスの時間、パルスの後の時間を入力します。パルス周波数は、SCPIコマンドを使

用した場合のみ直接指定できます。パルス周波数は、時間パラメータを使用して指定することもできま

す。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\Pulse\Levelを選択します。

開始およびトップ・レベルをボルト単位で入力しま

す。次に、Selectを押します。

Transient\Arb\Config\Pulse\Timeを選択します。

開始、トップ、および終了時間を秒単位で入力しま

す。次に、Selectを押します。

電圧パルス任意波形を設定する：

ARB:VOLT:PULS:STAR 0,(@1)
ARB:VOLT:PULS:TOP 10,(@1)
ARB:VOLT:PULS:STAR:TIM 0.25,(@1)
ARB:VOLT:PULS:TOP:TIM 0.5,(@1)
ARB:VOLT:PULS:END:TIM 0.25,(@1)
ARB:VOLT:PULS:FREQ 1,(@1)

ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

ランプ任意波形の設定

ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、Ramp Shapeを選択します。次に、Selectを押

します。

電流、電圧、電力、抵抗のランプ任意波形を選択

する：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAPRAMP,(@1)
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ステップ2ランプ任意波形を設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、

電流、電力、抵抗 )。

ランプの前後のレベルの値を入力します。

ランプの前の時間、ランプの立ち上がり時間、ランプの後の時間を入力します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\Ramp\Levelを選択します。

開始および終了レベルをボルト単位で入力します。

次に、Selectを押します。

Transient\Arb\Config\Ramp\Timeを選択します。

開始、立ち上がり、および終了時間を秒単位で入

力します。次に、Selectを押します。

電圧ランプ任意波形を設定する：

ARB:VOLT:RAMP:STAR 0, (@1)
ARB:VOLT:RAMP:END 10, (@1)
ARB:VOLT:RAMP:STAR:TIM 0.25,(@1)
ARB:VOLT:RAMP:RTIM:TIM 0.5,(@1)
ARB:VOLT:RAMP:END:TIM 0.25,(@1)

ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

台形任意波形の設定

ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、Trapezoid Shapeを選択します。次に、Selectを
押します。。

電流、電圧、電力、抵抗の台形任意波形を選択す

る：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAP TRAP,(@1)

ステップ2台形パラメータを設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、電

流、電力、抵抗 )。

台形のトップの前およびその間のレベルの値を入力します。
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台形の前の時間、立ち上がり時間、トップ時間、立ち下がり時間、台形の後の時間を入力します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\Trap\Levelを選択します。

開始およびトップ・レベルをボルト単位で入力しま

す。次に、Selectを押します。

Transient\Arb\Config\Trap\Timeを選択します。

開始、立ち上がり、トップ、立ち下がり、および終了

時間を秒単位で入力します。次に、Selectを押しま

す。

電圧台形任意波形を設定する：

ARB:VOLT:TRAP:STAR 0, (@1)
ARB:VOLT:TRAP:TOP 10,(@1)
ARB:VOLT:TRAP:STAR:TIM 0.25,(@1)
ARB:VOLT:TRAP:RTIM:TIM 0.5,(@1)
ARB:VOLT:TRAP:TOP:TIM 0.5,(@1)
ARB:VOLT:TRAP:FTIM:TIM 0.5,(@1)
ARB:VOLT:TRAP:END:TIM 0.25,(@1)

ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

階段任意波形の設定

ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、StaircaseShapeを選択します。次に、Selectを
押します。

電流、電圧、電力、抵抗の階段任意波形を選択す

る：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAPSTAIR,(@1)

ステップ2階段パラメータを設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、電

流、電力、抵抗 )。

階段の前後のレベルの値を入力します。

階段の前の時間、ランプの1段の時間、階段の後の時間を入力します。

その後、ステップの総数を入力します。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\Stair\Levelを選択します。

開始および終了レベルをボルト単位で入力します。

次に、Selectを押します。

Transient\Arb\Config\Stair\Timeを選択します。

開始、1段、および終了時間を秒単位で入力しま

す。

ステップ数を入力します。次に、Selectを押します。

電圧階段任意波形を設定する：

ARB:VOLT:STA:STAR 0,(@1)
ARB:VOLT:STA:END 10,(@1)
ARB:VOLT:STA:STAR:TIM 0.25,(@1)
ARB:VOLT:STA:TIM 0.5,(@1)
ARB:VOLT:STA:END:TIM 0.25,(@1)
ARB:VOLT:STA:NST 6,(@1)

ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

指数任意波形の設定

ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、Exponential Shapeを選択します。次に、Select
を押します。

電流、電圧、電力、抵抗の指数任意波形を選択す

る：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAP EXP,(@1)

ステップ2指数パラメータを設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、電

流、電力、抵抗 )。

指数の前後のレベルの値を入力します。

指数の前の時間、指数の時間、指数の時定数を入力します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\Exp\Levelを選択します。

開始および終了レベルをボルト単位で入力します。

次に、Selectを押します。

Transient\Arb\Config\Exp\Timeを選択します。

開始、時間、時定数 (TC)を秒単位で入力します。

次に、Selectを押します。

電圧ステップ任意波形を設定する：

ARB:VOLT:EXP:STAR 0, (@1)
ARB:VOLT:EXP:END 10, (@1)
ARB:VOLT:EXP:STAR:TIM 0.25,(@1)
ARB:VOLT:EXP:TIM 0.5,(@1)
ARB:VOLT:EXP:TCON0.25,(@1)
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ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

正弦波任意波形の設定

ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、SineShapeを選択します。次に、Selectを押し

ます。

電流、電圧、電力、抵抗の正弦波任意波形を選択

する：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAPSIN,(@1)

ステップ2正弦波パラメータを設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、

電流、電力、抵抗 )。

正弦波任意波形の振幅、オフセット、周波数を入力します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\Sineを選択します。

振幅とオフセットをボルト単位で入力します。周波数

をヘルツ単位で入力します。次に、Selectを押しま

す。

電圧正弦波任意波形を設定する：

ARB:VOLT:SIN:AMPL 10, (@1)
ARB:VOLT:SIN:OFFS 5, (@1)
ARB:VOLT:SIN:FREQ 10,(@1)

ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

一定の持続時間の任意波形の設定

一定の持続時間 (CD)の任意波形は、他のタイプとは異なる便利な特性を持つ、独自のタイプの任意波

形です。CD任意波形は511ポイントに制限されません。最大65,535ポイントを含めることができます。他

の任意波形と異なり、各ポイントに付随する別々の持続時間値を持ちません。1つの持続時間値がCD
任意波形のすべてのポイントに適用されます。また、他の任意波形の分解能が1 μsであるのに対し、CD
任意波形の最小持続時間は10 .24 μsです。

CD任意波形は、他の出力のその他の任意波形と一緒に実行できます。複数の出力でCD任意波形が

実行される場合は、すべてのCD任意波形が同じ持続時間を持つ必要があります。反復回数を指定し

た場合は、すべてのCD任意波形が同じ長さと反復回数を持つ必要があります。
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ステップ1.任意波形のタイプと形状を選択します。電力と抵抗のタイプが に適用されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Functionを選択します。

電圧、電流、電力、抵抗の任意波形タイプを選択

します。

その後、CD Shapeを選択します。次に、Selectを押しま

す。

電流、電圧、電力、抵抗のCD任意波形を選択する：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAPCD,(@1)

ステップ2 CDパラメータを設定します。パラメーターは選択した任意波形タイプに適用されます(電圧、電

流、電力、抵抗 )。

CD任意波形の各ポイントに使用する待ち時間を入力します。

CD任意波形のポイント数をプログラムします。各ポイントの値を割り当てます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Config\CDを選択します。

待ち時間を秒単位で入力します。ポイント番号を選

択し、そのポイントの値を入力します。次に、Selectを
押します。

10ポイントの電圧CD任意波形を設定する：

ARB:VOLT:CDW:DWEL 0.01,(@1)
ARB:VOLT:CDW1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,(@1)

ステップ3すべての任意波形に共通する最終ステップを設定します。本セクションの最後の「すべての任意

波形に共通のステップの構成」を参照してください。

任意波形シーケンスの設定

任意波形シーケンスは、SCPIコマンドを使用してのみプログラムできます。ただし、シーケン

ス内の個々の任意波形は、前述のように、フロント・パネルとSCPIコマンドからプログラムで

きます。

任意波形シーケンスを使用すると、複数の異なる任意波形を次々に連続して実行できます。任意波形

シーケンスには、一定の持続時間の任意波形を除いて、任意の標準任意波形タイプを含めることができ

ます。シーケンス内のすべての任意波形が、同じタイプ(電圧、電流、抵抗、または電力 )である必要があ

ります。

シーケンス内の各任意波形は、単一任意波形を使用する場合と同様に、固有の反復回数を持ち、持

続時間またはトリガ間隔に対する設定が可能で、連続して繰り返すように設定できます。反復回数は

シーケンス全体に対して設定でき、連続して繰り返すように設定することもできます。

シーケンス・ステップは、シーケンシャルに指定する必要があります。パラメータ・リストの最後の値は、シーケ

ンス・ステップ番号です。ステップが追加された場合は、すべての任意波形パラメータを入力する必要があ

ります。

下の図は、パルス任意波形、ランプ任意波形、正弦波任意波形で構成されるシーケンスを示します。反

復回数値は、次のタイプに移動する前に各任意波形が反復する回数を示します。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 電圧波形のシーケンスをプログラムするよう出力1をセットアップする：

ARB:FUNC:TYPE VOLT,(@1)
ARB:FUNC:SHAPSEQ,(@1)
ARB:SEQ:RESet (@1)

ステップ0を電圧パルスとしてプログラムする：

ARB:SEQ:STEP:FUNC:SHAPPULS,0,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:PULS:TOP 10,0,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:PULS:STAR:TIM 0.25,0,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:PULS:TOP:TIM 0.5,0,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:PULS:END:TIM 0.25,0,(@1)

ステップ1を電圧ランプとしてプログラムする：

ARB:SEQ:STEP:FUNC:SHAPRAMP,1,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:RAMP:END 10,1,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:RAMP:STAR:TIM 0.25,1,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:RAMP:RTIM:TIM 0.5,1,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:RAMP:END:TIM 0.25,1,(@1)

ステップ2を電圧正弦波としてプログラムする：

ARB:SEQ:STEP:FUNC:SHAPSIN,2,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:SIN:AMPL 10.0,2,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:SIN:OFFS 20.0,2,(@1)
ARB:SEQ:STEP:VOLT:SIN:FREQ 0.067,2,(@1)

ステップ0を2回繰り返す：

ARB:SEQ:STEP:COUN2,0,(@1)

次のステップを持続時間が経過したときに開始するか、外部トリガを受信

したときに開始するかを指定します。ステップ2の間隔をトリガに設定する：

ARB:SEQ:STEP:PAC TRIG,2,(@1)

ステップ2のトリガ・ソースを選択する：

TRIG:ARB:SOUR BUS,2,(@1)

最後の任意波形値でシーケンスを終了する：

ARB:SEQ:TERM:LASTON,(@1)

シーケンス全体の反復回数を設定します。シーケンス全体が2回繰り返さ

れるようにする：

ARB:SEQ:COUN3,(@1)

トランジェント・トリガ・システムをセットアップし、シーケンスをトリガする：

VOLT:MODE ARB,(@1)
INIT:TRAN (@1)
*TRG
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ユーザ定義任意波形の設定

ユーザ定義任意波形は、SCPIコマンドを使用してのみプログラムできます。『操作／サービ

ス・ガイド』ドキュメントの「ユーザ定義」コマンドを参照してください。

抵抗および電力タイプは に適用されます。パラメーターは選択した任意波形

タイプに適用されます(電圧、電流、電力、抵抗 )。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 任意波形タイプ(電流、電圧、電力、または抵抗 )と形状を設定する：

ARB:FUNC:TYPE VOLT|CURR|POW|RES,(@1)
ARB:FUNC:SHAPUDEF,(@1)

5ステップの電圧値を指定する：

ARB:VOLT:UDEF:LEV 1,2,3,4,5,(@1)

出力が電圧ステップに留まる時間を指定する：

ARB:VOLT:UDEF:DWEL 1,2,3,2,1,(@1)

電圧ステップの開始時に外部トリガ信号を発生する

(トリガは、ステップ3の開始時に発生する)：
ARB:VOLT:UDEF:BOST 0,0,1,0,0,(@1)

すべての任意波形に共通する設定ステップ

ステップ4任意波形が終了したときの動作を指定します。

出力が任意波形の開始前に有効だったDC値に戻るかどうか、または出力が最後の任意波形値を維持

するかどうかを選択します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Terminateを選択します。

Return to start設定またはStop at last Arb設定を指定

します。次に、Selectを押します。

任意波形が終了したときの設定を指定する：

ARB:TERM:LASTOFF,(@1)

ステップ5.任意波形の反復回数を指定します。

任意波形が連続的に反復されるか(INFinity)、または指定した反復回数だけ反復されるかを指定しま

す。反復回数が1の場合は、任意波形は1回実行されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Arb\Repeatを選択します。

反復回数を指定するか、任意波形を連続して実

行します。次に、Selectを押します。

任意波形の回数を指定する：

ARB:COUN1,(@1)
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任意波形の実行

ステップ6任意波形機能が出力トリガに応答できるようにします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Modeを選択します。

電圧、電流、電力、または抵抗任意波形起動の

場合は、モードをArbに設定します。次に、Selectを
押します。

任意波形がトリガに応答できるようにする：

VOLT:MODE ARB,(@1)
CURR:MODE ARB,(@1)
POW:MODE ARB,(@1)
RES:MODE ARB,(@1)

ステップ7任意波形トリガ・ソースを選択します。

以下からトリガ・ソースを選択します。

l Bus GPIBデバイス・トリガ*TRGまたは<GET>(Group Execute Trigger)を選択します。

l Immフロント・パネルまたはバス経由での即時トリガ・コマンドは、即時トリガを発生させます。

l Ext トリガ入力として設定されているすべてのデジタル・ポート・ピンを選択します。

l Pin<n>デジタルポートでのトリガ入力として設定されている特定のピンを選択します。<n>はピン番号

を指定します。選択したピンをトリガ・ソースとして使用するには、トリガ入力として設定する必要があ

ります(「トリガ入力」を参照 )。

以下のコマンドを使ってトリガ・ソースを選択します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\TrigSourceを選択します。

Arb trigger sourceでBusを選択します。

デジタル・ピン・トリガを選択するには、

Transient\TrigSourceを選択します。次に、デジタル・

ポート・ピンの1つを選択します(Extは、トリガ入力と

して構成されたすべてのピンを選択します)。

次に、Selectを押します。

任意波形のバス・トリガを選択する：

TRIG:ARB:SOUR BUS,(@1)

出力1の即時トリガを選択する：TRIG:ARB:SOUR IMM,
(@1)

デジタル・ピン・トリガを選択する：TRIG:ARB:SOUR
PIN<n>,(@1)
ここで、nはピン番号です。

ステップ8任意波形を起動およびトリガします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Transient\Controlを選択します。

Initiateを選択します。

トリガ・ソースの設定に関係なく、即時にトリガ信号

を生成するには、少し待ってからTriggerを選択しま

す。

トランジェント・トリガ・システムを起動して、トリガを発

生させる：

INIT:TRAN (@1)
TRIG:TRAN (@1)

別の方法として、*TRGまたはIEEE-488 <get>コマンドを

プログラムすることもできます。
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INIT:TRANコマンドを受信してから測定器でトリガ信号の受信準備が整うまでに数ミリ秒か

かります。トリガ・システムの準備が完了する前にトリガが発生した場合は、トリガは無視さ

れます。動作ステータス・レジスタのWTG_tranビット (ビット4)をテストすると、起動後に測定

器でトリガの受信準備が完了したことを確認できます。
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測定の実行

基本的なDCの測定

測定範囲

シームレス測定

同時測定

補助電圧の測定

基本的なDCの測定

各出力チャネルは独自の測定機能を備えています。出力電圧／電流は、多くのサンプルを選択した時

間間隔で収集し、サンプルにウィンドウ関数を適用し、サンプルを平均化することによって測定されます。

デフォルトの時間間隔およびサンプル回数では、測定時間は1回の測定当たり21 msになります(20.48マ
イクロ秒のインターバルで1024データ・サンプル)。ウィンドウ関数は方形です。

次のコマンドを使用して単純な測定を行います。電圧と電流の同時測定機能を備えたモデルでは、電

力を測定できます(「モデル間の違い」を参照 )。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Meterキーを選択します。 MEAS:VOLT? (@1)
MEAS:CURR? (@1)
MEAS:POW? (@1)

測定範囲

複数の電圧／電流測定範囲を持つモデルもあります(「モデル間の違い」を参照 )。下位の測定範囲を選

択すると、範囲を超えていない測定の場合は、測定確度が向上します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Rangeを選択します。

電圧または電流ドロップダウン・メニューで下位の

測定範囲を選択します。次に、Selectを押しま

す。

5 V測定範囲を設定する：

SENS:VOLT:RANG 5,(@1)

1 A測定範囲を設定する：

SENS:CURR:RANG 1,(@1)

測定可能な最大電流は、測定範囲の最大定格です。測定が範囲を超えた場合は、「過負荷」エラー

が発生します。測定範囲のプログラミング例を以下に示します。

3.06 Aレンジ選択するには、0.1 Aより大きく3.06 A以下の値をプログラムします。

0.10 Aレンジ選択するには、200 µAより大きく0.1 A以下の値をプログラムします。

200 μAレンジ(オプション2UA)選択するには、200 µA以下の値をプログラムします。
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シームレス測定

電圧と電流の両方の測定に対するシームレス測定のオートレンジは、N678xA SMUモデル

でオプションSMRを使用して実行できます。

シームレス測定オートレンジにより、レンジが変わる際のデータ損失がなく広いダイナミック測定レンジを実

現できます。シームレスオートレンジには10 μAレンジは含まれません。このレンジは手動で選択する必要

があります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Rangeを選択します。

電圧または電流ドロップダウン・メニューでAutoを
選択します。次に、Selectを押します。

チャネル1でシームレスな電圧または電流オート

レンジをオンにする：

SENS:VOLT:RANG:AUTOON,(@1)
SENS:CURR:RANG:AUTOON, (@1)

同時測定

一部のモデルには、電圧／電流同時測定機能が装備されています(「モデル間の違い」を参照 )。この場

合は、任意の測定で電圧と電流を収集できます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 測定機能を選択する：

SENS:FUNC:VOLTON,(@1)
SENS:FUNC:CURR ON,(@1)

測定システムを起動し、トリガする：

INIT:ACQ (@1)
TRIG:ACQ (@1)

電圧、電流、または電力測定をフェッチする：

FETC:VOLT? (@1)
FETC:CURR? (@1)
FETC:POW? (@1)

補助電圧の測定

この情報は、N6781AおよびN6785Aモデルのみに適用されます。

Keysight N6781AおよびN6785Aモデルには補助電圧測定入力が装備されており、その主要な使用目的

は電池電圧ランダウン測定です。+/-20 VDC間の汎用DC電圧測定などのアプリケーションにも適している

場合があります。補助電圧測定入力は、その他のコモンからアイソレートされています。帯域幅は約2
kHzです。入力レンジは−20～＋20 VDCです。

補助電圧測定を出力電圧測定と一緒に実行することはできません。補助電圧測定入力が選択されて

いる場合は、電圧測定入力は、通常の±センス端子でなく、補助電圧入力に切り替わります。

補助電圧測定をオンにする：
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Inputを選択します。

Auxiliaryを選択します。次に、Selectを押します。

Mainを選択して、電圧測定入力を出力端子に

再接続します。

補助測定をオンにする：

SENS:FUNC:VOLT:INP AUX,(@1)

補助電圧測定を取得する：

MEAS:VOLT? (@1)

補助電圧測定端子が未接続のままの場合は、フロント・パネルのメータが約1.6 Vの電圧

表示値を示します。これは正常な表示で、補助測定端子が接続されたときに電圧測定

に影響を与えません。
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ディジタイザの使用

測定タイプ

ディジタイザのプログラミング

ディジタイザ測定の同期

ディジタイザ機能を使用するには、 がN673xA、N674xA、N675xAおよび

N677xAモデルに取り付けられている必要があります。

リモート・インタフェース測定中は、フロント・パネル・ディスプレイに"-- -- -- -- --"が表示され

ます。リモート測定が完了すると、フロント・パネル測定が再開します。

測定タイプ

「測定の実行」で説明したDC(または平均 )測定に加えて、以下のデジタイズされた測定も使用できます。

これらは対応するSCPIコマンドを使用してのみ測定できます。

ACDC -合計RMS測定 (AC + DC)を返す計算です。

HIGH -最大と最小のデータ・ポイント間の波形のヒストグラムを16個のビンを使用して生成します。50%ポ

イントを超えるデータ・ポイントを一番多く含むビンが最大ビンです。最大ビンのすべてのデータ・ポイントの

平均が、HIGHレベルとして返されます。収集したポイントの合計数の1.25%を上回るポイントを含む最大

ビンがない場合、最大データ・ポイントが返されます。

LOW -最大と最小のデータ・ポイント間の波形のヒストグラムを16ビンを使用して生成します。50%ポイン

トを下回るデータ・ポイントを一番多く含むビンが最小ビンです。最小ビンのすべてのデータ・ポイントの平

均がLOWレベルとして返されます。収集したポイントの合計数の1.25%を上回るポイントを含む最小ビンが

ない場合、最小データ・ポイントが返されます。

MAX -デジタイズ測定の最大値です。

MIN -デジタイズ測定の最小値です。

配列問合せを使用して、電圧／電流測定バッファの値をすべて返すこともできます。平均化は適用され

ません。生データだけがバッファから返されます。
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ディジタイザのプログラミング

ディジタイザ機能を用いれば、N6700C電源システムの高度な電圧／電流測定機能を使用できます。以

下のことが可能です。

測定機能とレンジの選択

測定サンプリング・レートの調整

AC雑音を減衰させることができる測定ウィンドウの指定

測定のトリガ

測定配列データの検索

測定機能とレンジの選択

以下のコマンドを使って測定機能を選択します。測定機能をオンにするには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 電圧または電流の測定をオンにする：

SENS:FUNC:VOLTON, (@1)
SENS:FUNC:CURR ON, (@2)

電源モジュールに同時測定が装備されている場合 (「モデル間の違い」を参照 )、同じ出力チャネルで電圧

測定と電流測定をオンにすることができます。

一部の電源モジュールには、測定範囲も複数あります。下位の測定範囲を選択すると、範囲を超えて

いない測定の場合は、測定確度が向上します。下位の測定範囲を選択するには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Rangeを選択します。

電圧または電流ドロップダウン・メニューで下位の

測定範囲を選択します。次に、Selectを押しま

す。

5 V測定範囲を設定する：

SENS:VOLT:RANG 5, (@1)

1 A測定範囲を設定する：

SENS:CURR:RANG 1, (@1)

シームレス測定

電圧と電流の両方の測定に対するシームレス測定のオートレンジは、N678xA SMUモデル

でオプションSMRを使用して実行できます。

シームレス測定オートレンジにより、レンジが変わる際のデータ損失がなく広いダイナミック測定レンジを実

現できます。シームレスオートレンジには10 μAレンジは含まれません。このレンジは手動で選択する必要

があります。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Rangeを選択します。

電圧または電流ドロップダウン・メニューでAutoを
選択します。次に、Selectを押します。

シームレスな電圧または電流オートレンジをオン

にする：

SENS:VOLT:RANG:AUTOON, (@1)
SENS:CURR:RANG:AUTOON, (@1)

測定サンプリング・レートの調整

下の図は、測定サンプル(ポイント )間の関係、および代表的な測定のサンプル間の時間間隔を示したも

のです。測定のポイント数やポイント間の間隔を指定することで、測定を微調整できます。

以下のように測定データのサンプリング・レートを変更することができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Sweepを選択します。

ポイント数を入力します。次に、Selectを押しま

す。

時間間隔を入力します。次に、Selectを押しま

す。

サンプル数4096で60µsの時間間隔を設定する：

SENS:SWE:TINT 60E-6, (@1)
SENS:SWE:POIN 4096, (@1)

すべての測定に使用可能なサンプル・ポイントの最大数は、512 Kポイントです(K = 1024)。例えば、チャ

ネル1で500 Kポイントの電圧測定を指定した場合は、その他の測定には12 Kポイントしか使用できませ

ん。

時間間隔の値は、5.12マイクロ秒 (N678xA SMUモデルの1つのパラメータについて)から40,000秒の範囲で

指定可能です。指定できる最短の時間間隔 (最高速度 )は、測定対象のパラメータの数、測定を実行し

ているモデル、時間間隔の分解能に依存します。時間間隔の分解能を20マイクロ秒に設定した状態で

は、最大で4つのパラメータだけを測定できます。

1個のパラメータ(N678xA SMUモデルのみ) 5.12 µs

1個または2個のパラメータ(すべてのモデル) 10.24 µs

3個または4個のパラメータ(すべてのモデル)、20 µsにプログラムされた分解能 20.48 µs

5～8個のパラメータ(すべてのモデル)、40 µsにプログラムされた分解能 40.96 µs

10.24～20.48マイクロ秒の時間間隔の値は、最も近い10.24マイクロ秒の倍数に丸められます。分解能

がRES20に設定されている場合、20.48マイクロ秒を超える値は、最も近い20.48マイクロ秒の倍数に丸め

られます。分解能がRES40に設定されている場合、40.96マイクロ秒を超える値は、最も近い40.96マイク

ロ秒の倍数に丸められます。
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時間間隔の分解能は次のようにして変更できます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 分解能を20または40マイクロ秒に設定する：

SENS:SWE:TINT:RESRES20
SENS:SWE:TINT:RESRES40

ウィンドウ関数の指定

ウィンドウ関数は、周期的な信号や雑音が存在する場合に実行される平均値測定の誤差を減らす、シ

グナル・コンディショニング・プロセスです。方形とハニングの2種類のウィンドウ関数を使用できます。電源

投入時の測定ウィンドウは方形です。

方形ウィンドウ関数は、シグナル・コンディショニングを行わずに、平均測定値を計算します。ただし、AC
電源リップルなどの周期的な信号が存在する場合は、方形ウィンドウにより平均測定値の計算時に誤

差が導入される場合があります。これは、収集データの最後が部分的なサイクルとなり、非整数のデータ・

サイクル数が捕捉された場合に発生します。

AC電源リップルを処理する1つの方法は、ハニング窓を使用することです。ハニング窓は、平均測定値の

計算時に、cos4重み関数をデータに適用します。これにより、測定ウィンドウのAC雑音が減衰されます。

3サイクル以上の波形サイクルを測定すると、最大の減衰が実現します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Windowを選択します。

電圧または電流ドロップダウン・メニューでAutoを選

択します。次に、Selectを押します。

ハニング窓関数を選択する：

SENS:WINDHANN,(@1)

測定のトリガ

次のコマンドは、測定データをトリガし返します。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Meterキーを選択します。

フロント・パネル・メータでは、平均電圧と電流のみ

を測定できます。

平均電圧と電流を測定する：

MEAS:VOLT? (@1)
MEAS:CURR? (@1)

RMS電圧と電流を測定する：

MEAS:VOLT:ACDC? (@1)
MEAS:CURR:ACDC? (@1)

パルスの上位または下位レベルを測定する：

MEAS:VOLT:HIGH? (@1)
MEAS:CURR:HIGH? (@1)
MEAS:VOLT:LOW? (@1)
MEAS:CURR:LOW? (@1)

最大値または最小値を測定する：

MEAS:VOLT:MAX? (@1)
MEAS:CURR:MAX? (@1)
MEAS:VOLT:MIN? (@1)
MEAS:CURR:MIN? (@1)

電力を測定する：

MEAS:POW? (@1)

電力測定には、同時測定機能が必要です(「モデル間の違い」を参照 )。

配列問合せは、電圧／電流測定バッファの値をすべて返します。平均化は適用されません。生データだ

けがバッファから返されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 MEAS:ARR:VOLT? (@1)
MEAS:ARR:POW? (@1)
MEAS:ARR:CURR? (@1)

測定配列データの検索

測定が完了したら、新たな測定を開始しなくても、配列データを必要に応じて検索することができます。

最後の測定の配列データを返すには、FETCh問合せを使用します。フェッチ問合せによって測定バッファ

のデータが変更されることはありません。コマンドを以下に示します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 FETC:ARR:VOLT? (@1)
FEAS:ARR:POW? (@1)
FETC:ARR:CURR? (@1)

電力測定には、同時測定機能が必要です(「モデル間の違い」を参照 )。

測定の開始前または測定の完了前にFETCh問合せが送られた場合は、測定トリガが発生し、データ収

集が完了するまで、応答は遅延されます。これにより、測定トリガがすぐに発生しない場合に、コンピュー

タが動かなくなる可能性があります。動作ステータス・レジスタのMEAS_activeビットをテストすると、次のセ

クションで説明するように、測定が完了したことを確認できます。
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ディジタイザ測定の同期

測定トリガ・システムを使用して、測定のデータ収集をバス、トランジェントまたは外部トリガと同期させま

す。次にFETChコマンドを使用して、収集したデータから電圧または電流の情報を返します。トリガ測定を

実行する手順を以下に簡単に示します。

測定機能の選択

プリトリガ・データのキャプチャ(オプション)

測定トリガ・ソースの選択

測定トリガ・システムの起動

測定のトリガ

測定のフェッチ

測定機能の選択

以下のコマンドを使って測定機能を選択します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 電圧測定をオンにする：

SENS:FUNC:VOLTON, (@1)

電流測定をオンにする：

SENS:FUNC:CURR ON, (@2)

一部の電源モジュールには2台の測定コンバータが装備されているため、電圧／電流の同時測定が可能

です(「モデル間の違い」を参照 )。この場合は、電圧測定と電流測定を有効にすることができます。電源

モジュールにコンバータが1台しかない場合は、測定するパラメータ(電圧または電流 )を指定する必要があ

ります。

プリトリガ・データのキャプチャ(オプション)

測定システムでは、トリガ信号の前、後、あるいは同時にデータを取得できます。下の図のように、トリガを

基準にして、読み取り中のデータ・ブロックをデータ収集バッファに移動することができます。これにより、プリ

トリガ／ポストトリガ・データ・サンプリングが可能になります。
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データ収集バッファの開始を、データ収集トリガを基準にしてオフセットするには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Sweepを選択します。

オフセット値を入力します。次に、Selectを押します。

測定を100ポイント分オフセットする：

SENS:SWE:OFFS:POIN 100, (@1)

値が0の場合は、トリガ後にすべての測定サンプルが取得されます。正の値は、トリガが発生してからサン

プルが収集されるまでの遅延を表します。これは遅延時間に発生した測定サンプルを除外するために使

用できます(遅延時間＝オフセット xサンプリング周期 )。負の値は、トリガ前に収集されたデータ・サンプル

を表します。これにより、トリガ前に測定サンプルを収集できます。

プリトリガ・データの収集中、プリトリガ・データ・カウントの完了前にトリガが発生した場合

は、測定システムはこのトリガを無視します。このため、別のトリガが発生しない場合は、測

定が完了することはありません。

測定トリガ・ソースの選択

バス経由でのTRIGger:ACQuire[:IMMediate]コマンドは、選択したトリガ・ソースに関係な

く、常に即時トリガを発生させます。

TRIGger:ACQuire[:IMMediate]を使用している場合を除いて、以下からトリガ・ソースを選択します。

Bus -GPIBデバイス・トリガ*TRGまたは<GET>(Group Execute Trigger)を選択します。

External -トリガ入力として設定されているすべてのデジタル・ポート・ピンを選択します。

Pin<n> -デジタルポートでのトリガ入力として設定されている特定のピンを選択します。<n>はピン番号を

指定します。選択したピンをトリガ・ソースとして使用するには、トリガ入力として設定する必要があります

(「デジタル・ポートの使用」を参照 )。

Transient<n> -出力チャネルのトランジェント・システムをトリガ・ソースとして選択します。<n>はチャネルを

指定します。チャネルを選択する場合はまた、トリガ出力信号を作成するようにチャネルのトランジェント・
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システムを設定する必要があります。「トリガ出力信号の作成」および｢任意リストのプログラム｣を参照して

ください。

以下のコマンドを使ってトリガ・ソースを選択します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 出力1のバス・トリガを選択する：

TRIG:ACQ:SOUR BUS, (@1)

デジタル・ピンをトリガとして選択する：

TRIG:ACQ:SOUR PIN<n>, (@1)

トランジェント出力をトリガとして選択する：

TRIG:ACQ:SOUR TRAN<n>, (@1)

ここで、nはトリガ信号を作成する出力チャネル。

測定トリガ・システムの起動

次に、測定トリガ・システムを起動／オンにする必要があります。

電源システムがオンの場合は、トリガ・システムはアイドル状態にあります。この状態では、トリガ・システム

はオフになり、すべてのトリガが無視されます。 INITiateコマンドは、トリガ・システムがトリガを受信できるよう

にします。トリガ・システムを起動するには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 測定トリガ・システムを起動する：

INIT:ACQ (@1)

INITiate:ACQuireコマンドを受信した後、本器でトリガ信号の受信準備が完了するまでに数ミリ秒

(Keysight N678xA SMUモデルの場合はさらに長い時間 )かかります。

トリガ・システムの準備が完了する前にトリガが発生した場合は、トリガは無視されます。動作ステータス・

レジスタのWTG_measビットをテストすると、開始後に測定器でトリガの受信準備がいつ整ったかを知るこ

とができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 WTG_measビット (ビット3)を問い合わせる：

STAT:OPER:COND?(@1)

問合せでビット値8が返された場合は、WTG_measビットは真で、本器でトリガ信号を受信する準備が完

了しています。詳細は、『操作／サービス・ガイド』ドキュメントの「ステータス・チュートリアル」を参照してく

ださい。

トリガ測定が求められるたびに、測定トリガ・システムを起動する必要があります。
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測定のトリガ

トリガ・システムは、トリガ信号が起動状態になるのを待ちます。以下のようにして、測定を即座にトリガす

ることができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 測定トリガを作成する：

TRIG:ACQ (@1)

別の方法として、トリガ・ソースがBUSの場合は、

*TRGまたはIEEE-488 <get>コマンドをプログラムす

ることも可能です。

前述のように、別の出力チャネルまたはデジタル・ポート・コネクタの入力ピンによって、トリガを発生させるこ

とも可能です。これらのシステムのいずれかがトリガ・ソースとして設定されている場合は、測定器はトリガ

信号を無限に待ちます。トリガが発生しない場合は、トリガ・システムを手動でアイドル状態に戻す必要

があります。

以下のコマンドは、トリガ・システムをアイドル状態に戻します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Measure\Controlを選択します。

次に、Abortコントロールを選択します。

ABOR:ACQ (@1)

測定のフェッチ

トリガ信号が受信され、測定が完了すると、トリガ・システムはアイドル状態に戻ります。この場合は、測

定データを返すには、FETCh問合せを使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 平均電圧と電流を返す：

FETC:VOLT? (@1)
FETC:CURR? (@1)

RMS電圧と電流を返す：

FETC:VOLT:ACDC? (@1)
FETC:CURR:ACDC? (@1)

パルスの上位または下位レベルを返す：

FETC:VOLT:HIGH? (@1)
FETC:CURR:HIGH? (@1)
FETC:VOLT:LOW? (@1)
FETC:CURR:LOW? (@1)

最大値または最小値を返す：

FETC:VOLT:MAX? (@1)
FETC:CURR:MAX? (@1)
FETC:VOLT:MIN? (@1)
FETC:CURR:MIN? (@1)

電力を返す：

FETC:POW? (@1)
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電力測定には、同時測定機能が必要です(「モデル間の違い」を参照 )。

測定の完了前にFETCh問合せが送られた場合は、測定トリガが発生し、データ収集が完了するまで、応

答は遅延されます。動作ステータス・レジスタのMEAS_activeビットをテストすると、測定トリガ・システムがア

イドル状態に戻ったことを確認できます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 MEAS_activeビット (ビット5)を問い合わせる：

STAT:OPER:COND? (@1)

問合せでビット値32が返された場合は、MEAS_activeビットは真で、測定が完了していません。MEAS_
activeビットが偽の場合は、測定値を検索できます。詳細は、『操作／サービス・ガイド』の「ステータス・

チュートリアル」を参照してください。
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外部データ・ロギング

データ・ロギング機能

測定機能とレンジを選択します

積分周期の指定

Elogトリガ・ソースを選択します

Elogの開始とトリガ

データの定期的な検索

Elogの終了

データ・ロギング機能

外部データ・ロギング機能は、SCPIコマンドでのみプログラムできます。

Keysight N6700Cモデルには「外部」データ・ロギング機能 (Elog)があり、電圧と電流の計測値を継続的に

記録することができます。データ・ロギングは、SCPIコマンドを使用してのみ実施できるため、測定器の外

部機能になります。電圧と電流の計測データは、一時的に測定器のFIFO(先入れ先出し)バッファに保存

されます。ただし、このバッファは20秒分の累積測定値しか保存できません。つまり、定期的に外部記憶

装置にデータを移動して内部バッファを空にする必要があります。これを行わないと、バッファのデータは上

書きされてしまいます。

以下の表に、さまざまなデータ・ロギング機能の詳細を示します。

機能 説明

データ・ストレージ 約20秒分の測定値をバッファに格納します。内部バッファがオーバーフローしないようにコンピュータは

測定値を定期的に読み取る必要があります。コンピュータに外部データ・ストレージを用意する必要

があります。

測定リソース 各出力で独立して実行します。一部の出力で外部データ・ログを実行しながら、残りの出力をフロン

ト・パネル・コントロールで使用するか、他のSCPI機能に使用できます。

測定

機能

電源モジュールに測定コンバータが1つしかない場合は、電圧または電流を記録できますが、両方は

記録できません。

積分周期 データ・フォーマットがREALに設定された1つのパラメータの場合、最小積分周期は102.4マイクロ秒で

す。指定された積分周期の間、サンプルが平均化され、最小値と最大値がトラッキングされます。

データ表示 フロント・パネルでの表示や制御はありません。データは外部的に収集され表示される必要がありま

す。

測定機能とレンジを選択します

以下のコマンドを使って測定機能を選択します。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 電圧または電流の測定をオンにする：

SENS:ELOG:FUNC:VOLTON, (@1)
SENS:ELOG:FUNC:CURR ON, (@1)

最小／最大測定をオンにする：

SENS:ELOG:FUNC:VOLT:MINM ON, (@1)
SENS:ELOG:FUNC:CURR:MINM ON, (@1)

電源モジュールに同時測定が装備されている場合 (「モデル間の違い」を参照 )、同じ出力チャネルで電圧

測定と電流測定をオンにすることができます。同時測定機能を持たない電源モジュールは、電圧と電流

の両方を外部的に記録することはできません。

一部の電源モジュールには、測定範囲も複数あります。下位の測定範囲を選択すると、範囲を超えて

いない測定の場合は、測定確度が向上します。下位の測定範囲を選択するには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 5 V測定範囲を設定する：

SENS:ELOG:VOLT:RANG 5, (@1)

1 A測定範囲を設定する：

SENS:ELOG:CURR:RANG 1, (@1)

シームレス測定

電圧と電流の両方の測定に対するシームレス測定のオートレンジは、N678xA SMUモデル

でオプションSMRを使用して実行できます。

シームレス測定オートレンジにより、レンジが変わる際のデータ損失がなく広いダイナミック測定レンジを実

現できます。シームレスオートレンジには10 μAレンジは含まれません。このレンジは手動で選択する必要

があります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 シームレスなelogオートレンジをオンにする：

SENS:ELOG:VOLT:RANG:AUTOON, (@1)
SENS:ELOG:CURR:RANG:AUTOON, (@1)

積分周期の指定

積分周期は最小102.4マイクロ秒から最大60秒までの範囲で設定できます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 積分周期を600マイクロ秒に設定する：

SENS:ELOG:PER 0.0006, (@1)
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積分周期の間、Elogサンプルが平均化され、最小値と最大値がトラッキングされます。各積分周期の最

後に、平均値、最小値、最大値が内部FIFOバッファに追加されます。チャネルごとに最大で6個の測定パ

ラメータを指定できます。指定できるパラメータは、Voltage+Vmax+VminとCurrent+Imax+Iminです。

絶対最小積分周期は102.4マイクロ秒ですが、実際の最小値は、記録されている測定パラメータの数に

より異なります。実際の最小値は、102.4 μs×各間隔で記録されるパラメータの数です。時間間隔の分

解能を20マイクロ秒に設定した状態では最大で4個のパラメータを測定でき、分解能を40マイクロ秒に設

定した状態では最大で24個のパラメータを測定できることに注意してください。測定器が積分周期を設

定するとき、送信される値は、選択された分解能 (20.48マイクロ秒または40.96マイクロ秒 )の倍数に最も

近い整数に丸められます。

1個のパラメータ(VoltageまたはCurrent)、20 µsの分解能 102.4 µs

2個のパラメータ(VoltageおよびCurrent)、20 µsの分解能 204.8 µs

4個のパラメータ(Voltage+Vmin+Vmax+Current)、20 μsの分解能 409.6 µs

8個のパラメータ、40 µsの分解能 819.2 µs

16個のパラメータ、40 µsの分解能 1638.4 µs

24個のパラメータ、40 µsの分解能 2457.6 µs

時間間隔の分解能は次のようにして変更できます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 分解能を設定する：

SENS:SWE:TINT:RESRES20
SENS:SWE:TINT:RESRES40

指定された積分周期が最小ロzギング・インターバルと等しいまたはその前後の場合、データ・フォーマット

は2進で指定する必要があります。REALフォーマットが指定されない場合、データはASCIIフォーマットにな

り、最小ロギング・インターバルは通常、2進フォーマットの場合より最大で5倍長くなります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 データ・フォーマットをREALに設定する：

FORM REAL

Elogトリガ・ソースを選択します

TRIGger:ELOGコマンドは、トリガ・ソースに関係なく即時トリガを発生させます。このコマンドを使用してい

ない限り、トリガ・ソースを以下から選択します。

Bus -GPIBデバイス・トリガ*TRGまたは<GET>(Group Execute Trigger)を選択します。

External -トリガ入力として設定されているすべてのデジタル・ポート・ピンを選択します。

Immediate -即時トリガ・ソースを選択します。これは、開始するとデータ・ロガーを即座にトリガします。

Pin<n> -デジタルポートでのトリガ入力として設定されている特定のピンを選択します。 <n>はピンを指定

します。選択したピンをトリガ・ソースとして使用するには、トリガ入力として設定する必要があります(「デジ

タル・ポートの使用」を参照 )。
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以下のコマンドを使用して、利用可能なトリガ・ソースから1つ選択します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 バス・トリガを選択する：

TRIG:TRAN:SOUR BUS, (@1)

デジタル・ピンをトリガ・ソースとして選択する：

TRIG:TRAN:SOUR EXT, (@1)

即時トリガを選択する：

TRIG:TRAN:SOUR IMM, (@1)

デジタル・ピン5をトリガとして選択する：

TRIG:ACQ:SOUR PIN5, (@1)

Elogの開始とトリガ

電源システムがオンの場合は、トリガ・システムはアイドル状態にあります。この状態では、トリガ・システム

はオフになり、すべてのトリガが無視されます。 INITiateコマンドは、測定システムがトリガを受信できるよう

にします。Elogを開始してトリガする：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 Elogを開始してトリガする：

INIT:ELOG, (@1)
TRIG:ELOG, (@1)

別の方法として、トリガ・ソースがBUSの場合は、*TRGまたは

IEEE-488 <get>コマンドをプログラムすることも可能です。

トリガすると、Elogがデータの内部測定バッファへの格納を開始します。バッファは累積測定値の20秒分し

か格納できないため、PCのアプリケーションを使ってこのバッファから定期的にデータを取り出す(またはフェッ

チする)必要があります。

データの定期的な検索

各FETChコマンドは、バッファ内にある要求されたデータ・レコードの数を返し、それを削除してデータを格

納できるスペースを増やします。Elogは中断されるまで記録を続けます。

各Elogレコードには、一定の時間間隔ごとの電圧および電流の読み値のセットが格納されます。レコード

の正確なフォーマットは、Elogセンシングでオンになっている機能により異なります。すべての機能がオンに

なっている場合、1レコードには以下のデータが、指定された順番で格納されます。

電流の平均値

電流の最小値

電流の最大値

電圧の平均値

電圧の最小値

電圧の最大値
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 最大1000レコードを読み出す：

FETC:ELOG? 1000, (@1)

ASCIIデータ(デフォルト )が、改行で終わる、平均、最小、最大値のカンマ区切りASCII数値データ・セットと

して返されます。ASCII問合せは、一度に1つのチャネルのみからデータをフェッチします。

バイナリ・データが、要求された各チャネルに対するデータのカンマ区切りリストとして返されます。データは、

FORMat:BORDerコマンドによってバイト順が指定された、固定長バイナリ・ブロックです。

Elogの終了

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

使用不可 ABOR:ELOG, (@1)
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デジタル制御ポートの使用

双方向デジタルIO

デジタル入力

フォールト出力

禁止入力

フォールト／禁止システム保護

出力状態

7個のI/Oピンで構成されるデジタル制御ポートは、各種制御機能へのアクセスに使用します。各ピンは

ユーザ設定可能です。 I/Oピンには、以下の制御機能を使用できます。

双方向デジタルIO

7個のピンはそれぞれ、汎用双方向デジタル入出力として設定できます。ピンの極性も設定できます。ピ

ン8はデジタルI/Oピンに対する信号コモンです。データは、以下のビット割り当てに従って設定されます。

ピン 7 6 5 4 3 2 1

ビットの重み 6
(msb)

5 4 3 2 1 0
(lsb)

デジタルIOのピンを設定するには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択します。

ピンフィールドのピンを選択します。

Functionフィールドで、Dig I/Oを選択します。

Polarityフィールドで、PositiveまたはNegativeを
選択します。

データをピンに送るには、

System\IO\DigPort\Dataを選択します。

データ出力フィールドを選択してバイナリ・

ワードを入力します。

ピン機能を設定する：

DIG:PIN1:FUNC DIO

ピン極性を選択する：

DIG:PIN1:POL POS
DIG:PIN1:POL NEG

データをピンに送る：

DIG:OUTP:DATA <data>

デジタルI/Oピンを使って、デジタル・インタフェース回路だけでなく、リレー回路も制御できます。下の図は、

代表的なリレー回路と、デジタルI/O機能を使用したデジタル・インタフェース回路の接続を示したもので

す。
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デジタル入力

7個のピンはそれぞれ、デジタル入力専用として設定できます。ピンの極性も設定できます。ピン8はデジタ

ル入力ピンに対する信号コモンです。ピンの状態は、ピンに印加された外部信号の真状態を反映しま

す。ピンの状態はバイナリ出力ワードの値には影響されません。

デジタル入力のピンのみを設定するには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択します。

ピンフィールドのピンを選択します。

Functionフィールドで、Dig Inを選択します。

Polarityフィールドで、PositiveまたはNegativeを
選択します。

ピンからデータを読み取るには、

System\IO\DigPort\Dataを選択します。

Data Inフィールドに、入力データが2進数で

表示されます。

ピン機能を設定する：

DIG:PIN1:FUNC DINP

ピン極性を選択する：

DIG:PIN1:POL POS
DIG:PIN1:POL NEG

ピン・データを読み取る：

DIG:INP:DATA?

外部トリガI/O

7個のピンはそれぞれ、トリガ入力またはトリガ出力として設定できます。ピンの極性も設定できます。トリ

ガ極性をプログラムする場合は、POSitiveは立ち上がりエッジを、NEGativeは立ち下がりエッジを表します。

ピン8はトリガ・ピンに対する信号コモンです。

トリガ入力として設定した場合は、指定したトリガ入力ピンに立ち下がりパルスまたは立ち上がりパルスを

印加することができます。トリガのレイテンシは5 μsです。最小パルス幅は、立ち上がり信号の場合は4
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μs、立ち下がり信号の場合は10 μsです。どちらのエッジでトリガ入力イベントが発生するかは、ピンの極

性設定で決まります。

トリガ出力として設定した場合は、指定したトリガ・ピンはトリガ出力の発生時に10μs幅のパルスを発生

します。極性設定によって、コモンを基準とした正 (立ち上がりエッジ)または負 (立ち下がりエッジ)に設定で

きます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択します。

ピンフィールドのピンを選択します。

機能フィールドでトリガ入力またはトリガ出

力を選択します。

Polarityフィールドで、PositiveまたはNegativeを
選択します。

ピン1のトリガ出力機能を選択する：

DIG:PIN1:FUNC TOUT

ピン2のトリガ入力機能を選択する：

DIG:PIN2:FUNC TINP

ピン極性を選択する：

DIG:PIN1:POL POS
DIG:PIN2:POL NEG

フォールト出力

ピン1と2は、フォールト出力ペアとして設定できます。フォールト出力機能を用いた場合は、いずれかの

チャネルでフォールト条件が発生すると、デジタル・ポートから保護フォールト信号が出力されます。フォール

トを生成する保護信号の一覧については、「保護機能」を参照してください。

ピン1と2の両方がこの機能専用になります。ピン1はフォールト出力、ピン2はピン1に対するコモンです。こ

のため、光分離出力が可能です。ピン1の極性も設定できます。フォールト出力信号は、フォールト条件

が解消され、保護回路がクリアされるまでラッチされたままになります。これについては「保護機能のクリア」

で説明されています。

ピン2に選択された機能は無視されます。ピン2は外部回路のグランドに接続する必要

があります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択します。

ピン1を選択します。Functionフィールドで、

Fault Outを選択します。

Polarityフィールドで、PositiveまたはNegativeを
選択します。

フォールト機能を設定する：

DIG:PIN1:FUNC FAUL

ピン極性を選択する：

DIG:PIN1:POL POS
DIG:PIN1:POL NEG

禁止入力

ピン3は、リモート禁止入力として設定できます。禁止入力機能を使えば、外部入力信号によってメイン

フレームのすべての出力チャネルの出力状態を制御することができます。ピン3の極性も設定できます。入

力はレベルトリガです。信号のレイテンシは5 μsです。ピン8はピン3に対するコモンです。

次の不揮発性の禁止入力モードをプログラムできます。
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LATChing：禁止入力が論理真に遷移すると出力がオフになります。禁止信号の受信後、出力はオフの

ままになります。

LIVE：オンになっている出力は禁止入力のステートに従います。禁止入力が真になると、出力はオフにさ

れます。禁止入力が偽になると、出力は再びオンにされます。

OFF：禁止入力は無視されます。

禁止入力機能を設定するには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\IO\DigPort\Pinsを選択します。

ピン3を選択します。Functionフィールドで、

Inhibit Inを選択します。

Polarityフィールドで、PositiveまたはNegativeを
選択します。

Protect\Inhibitを選択します。

LatchingまたはLiveを選択します。

禁止信号をオフにするには、Offを選択しま

す。

禁止機能を選択する：

DIG:PIN3:FUNC INH

ピン極性を選択する：

DIG:PIN1:POL POS
DIG:PIN1:POL NEG

禁止モードをラッチに設定する：

OUTP:INH:MODE LATC

禁止モードをライブに設定する：

OUTP:INH:MODE LIVE

禁止信号をオフにする：

OUTP:INH:MODE OFF

フォールト／禁止システム保護

下の図に、コネクタのフォールト／禁止ピンの接続方法のいくつかを示します。

図のように、数台の測定器のフォールト出力と禁止入力がデイジー・チェインされている場合は、1台のユ

ニットの内部フォールト条件によって、すべての出力がオフにされます。コントローラまたは外部回路の介入

はありません。フォールト／禁止信号をこの方法で使用するときには、両方の信号を同じ極性に設定す

る必要があります。

すべての出力をオフにする必要がある場合は、禁止入力を手動スイッチまたは外部制御信号に接続し

て、禁止ピンをコモンに短絡することができます。この場合は、全部のピンに対して負の極性を設定する

必要があります。フォールト出力を使って、ユーザ定義の障害が発生した場合に、外部リレー回路をドラ

イブしたり、他のデバイスに信号を送ったりすることも可能です。
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システム保護フォールトのクリア

デイジー・チェイン・システム保護構成でフォールト条件が発生した場合に、すべての機器を通常動作状

態に戻すには、以下の2つのフォールト条件を取り除く必要があります。

1. 最初に発生した保護フォールトまたは外部禁止信号。

2. 後続のデイジー・チェイン・フォールト信号 (禁止信号から発生 )。

最初に発生したフォールト条件または外部信号が取り除かれても、フォールト信号は

アクティブのままなので、全ユニットの出力は引き続きシャットダウン状態に置かれます。

デイジー・チェイン・フォールト信号をクリアする際、禁止入力の動作モードがライブの場合は、「保護機能

のクリア」で説明したように、いずれか1つのユニットの出力保護をクリアします。禁止入力の動作モードが

ラッチの場合は、すべてのユニットの禁止入力を個別にオフにします。チェインを再度有効にするには、各

ユニットの禁止入力をラッチ・モードにプログラムし直します。

出力状態

ピン4～7だけ、出力状態を制御するよう設定できます。この機能により、複数のKeysight N6700メインフ

レームを互いに接続し、出力オン／オフ・シーケンスを複数のメインフレームに渡って同期させることができ

ます。詳細は「出力ターンオンの同期」を参照してください。
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保護機能の使用

過電圧保護の設定

過電流保護の設定

出力保護の結合

過電力保護の設定

過熱マージンの問合せ

発振保護の設定

ウォッチドッグ・タイマ保護

出力保護のクリア

保護機能

各出力には独立した保護機能があります。保護機能が設定されている場合は、フロント・パネルのステー

タス・インジケータが点灯します。保護機能がラッチされている場合は、設定された保護機能をクリアする

必要があることを示します。「出力保護の結合」で説明するように、1つの出力で保護違反が発生したと

きに、すべての出力がオフになるよう本器を設定できます。以下の保護機能のうち、OV、OV-、OC、
OSC、PROT、 INHのみ、ユーザによるプログラムが可能です。

OV -過電圧保護は、トリップ・レベルの値をプログラムできる、ハードウェアOVPです。OVPは常にオンに

なっています。

OV− -負の電圧保護はハードウェアOVPです。Keysight N6784AおよびN6783Aのみに適用されます。

OC -過電流保護は、オン／オフを切り替えることができるプログラマブル機能です。オンの場合は、出力

電流が電流制限設定値に達すると、出力がオフになります。

OT -過熱保護は、各出力の温度をモニタし、温度が最大工場定義制限値を超えると出力をシャットダ

ウンします(『操作／サービス・ガイド』ドキュメントの「OUTPut:PROTection:TEMPerature:MARGin?」を参

照 )。

OSC -発振保護は、出力で発振が検出されると出力をシャットダウンします。Keysight N678xA SMUの
みに適用されます。

PF - PFは、AC電源の停電条件により出力がオフになったことを示します。

CP+ - CP+は、正の電力制限条件により出力がオフになったことを示します。この保護機能が適用されな

い電源モジュールもあります。詳細は「電力制限動作」を参照してください。

CP− - CP−は、負の電力制限条件により出力がオフになったことを示します。この保護機能が適用されな

い電源モジュールもあります。詳細は「電力制限動作」を参照してください。

PROT - PROTは、別の出力からの結合保護信号のために、またはプログラムされたウォッチドッグ時間を

経過したために、出力がオフになったことを示します。

INH -リア・パネルのデジタル・コネクタ上の禁止入力 (ピン3)を、外部シャットダウン信号として機能するよう

にプログラムできます。詳細は、「禁止入力」を参照してください。
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過電圧保護の設定

過電圧保護は、出力電圧がプログラムされたOVPレベルに達した場合に出力をオフにします。OVP回路

は電圧を＋出力端子と－出力端子でモニタします。

N678xA SMUモデルでは 、出力電圧は出力端子ではなく+センス端子と–センス端子でモニタ

されます。このため、負荷で直接、より正確な過電圧モニタが行えます。詳細は、「過電圧保護に関する

注意事項」を参照してください。これらのモデルにはバックアップ・ローカルOVP機能もあります。機能の説

明については、「ローカルOVP」を参照してください。N6784Aモデルの場合は、負の過電圧値もプログラム

できます。-OVPフィールドに値を入力します。

N678xA SMUおよびN6783Aモデルでは 、瞬間的な過電圧偏位によって過電

圧保護が作動しないように、遅延を指定できます。過電圧のDelayフィールドに値を入力します。これらの

モデルには、負電圧保護機能も搭載されており、負の電圧が検出されると出力がオフになります。負電

圧保護は、OVインジケータによって示されます。

オプションJ01を備えたモデルでは 、電圧は+センス端子と–センス端子でもモニタされます。こ

のオプションには、標準の過電圧保護に加えてトラッキングOVPもあります。この機能を用いると、過電圧

保護制限値を、プログラムされた電圧からのオフセットとして設定できます。トラッキングOVPのしきい値は、

リアルタイムのプログラムされた設定を自動的にトラッキングします。

N69xAモデルでは 、過電圧保護レベルはプログラムできず、定格入力電圧の110%に固定さ

れています。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\OVPを選択します。

OVPレベル・ボックスに値を入力してSelectを
押します。

J01機器の場合は、Tracking OVP Offsetボック

スに値を入力し、Enableボックスをチェックしま

す。次に、Selectを押します。

出力1に10 VのOVPを設定する：

VOLT:PROT 10, (@1)

N678xA SMUモデルの場合：

VOLT:PROT:REM 10, (@1)

出力1のトラッキングOVPをオンにする：

VOLT:PROT:TRAC ON, (@1)

トラッキング・オフセットを2Vに設定する：

VOLT:PROT:TRAC:OFFS 2, (@1)

過電流保護の設定

過電流保護がオンの場合は、出力電流が電流制限設定値に達し、CV動作からCC動作への移行が起

きると、電源システムは出力をオフにします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\OCPを選択します。

OCPをオンにするには、チェックマークを付けま

す。次に、Selectを押します。

OCPをオンにするには：

CURR:PROT:STAT ON, (@1)
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一時的な出力設定、負荷、ステータスの変化による過電流保護の作動を防ぐために、OCP遅延を指定

することもできます。これらの一時的な条件はほとんどの場合、過電流保護違反と見なす必要がなく、

OCP条件によって出力がオフになるのは不便です。OCP遅延を指定すると、指定された遅延周期の間、

OCP回路がこれらの一時的な変化を無視します。OCP遅延時間が経過しても過電流条件が持続して

いる場合は、出力がシャットダウンします。

遅延は、0～0.255秒の範囲でプログラムできます。OCP遅延タイマを始動する条件として、出力のCC動
作への任意の移行で始動するか、または電圧、電流、出力状態での設定値の変化の最後でのみ始動

するかを指定できます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\OCPを選択します。

OCP遅延値を入力します。次に、Selectを押

します。

出力のCCモードへの任意の移行によって遅

延タイマを開始するには、Delay Startの"CC
Transition"を選択します。それ以外の場合

は、遅延タイマは、電圧、電流、または出

力状態の設定値の変化によってのみ開始

されます。

10ミリ秒の遅延を指定する：

CURR:PROT:DEL 0.01, (@1)

出力のCC動作への任意の移行によって遅

延タイマを開始する：

CURR:PROT:DEL:STAR CCTR, (@1)

電圧、電流、または出力の設定値の変

化によって遅延タイマを開始する：

CURR:PROT:DEL:STAR SCH, (@1)

設定の変化または出力負荷の変化が持続する時間を決める条件としては、古い出力値と新しい出力

値の差、電流制限値、CV動作での負荷キャパシタンスまたはCC動作での負荷インダクタンスがありま

す。必要な遅延は経験的に決める必要があります。出力のプログラミング応答時間特性を指針として使

用できます。

出力がCC動作に移行するためにかかる時間は、電流制限設定値と比較した過電流条件の振幅によっ

て変わることに注意してください。例えば、過電流が電流制限設定値よりわずかに大きいだけの場合は、

出力がCCステータス・ビットを設定するのに数十ミリ秒かかる場合があります。過電流が電流制限設定値

よりかなり大きい場合は、出力がCCステータス・ビットを設定するためにかかる時間は数百マイクロ秒以内

です。いつ出力がシャットダウンするかを確認するには、CCステータス・ビットの設定にかかる時間を過電流

保護遅延時間に加算する必要があります。過電流がこれら2つの時間間隔の合計を超えて持続する

と、出力がシャットダウンします。

N679xAモデルには 、常にオンになっている追加の固定過電流保護機能があります。この保

護は、入力電流がハイ・レンジの105％を超え、ロー電流レンジの約110％を超えると、出力をオフにしま

す。

過電力保護の設定

N679xAモデルのみでは 、入力電力がモジュールの電力定格の110％を超えると、過電力保

護が出力をオフにします。過電力保護遅延をプログラムして、遅延時間中は過電力保護機能が起動さ

れないようにすることができます。これにより、瞬間的な入力電力スパイクによって過電力保護が起動され

るのを防ぎます。遅延は、0～0.255秒の範囲でプログラムできます。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\OPPを選択します。

OPPをオンにするには、Enableにチェックしま

す。遅延値を入力します。次に、Selectを押

します。

過電力保護をオンにする：

POW:PROT:STAT ON, (@1)

10ミリ秒の遅延を指定する：

POW:PROT:DEL 0.01, (@1)

出力保護の結合

保護結合を用いると、1つの出力チャネルで保護条件が発生したときに、すべての出力チャネルをオフに

することができます。出力保護を結合するには、以下を使用します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\Couplingを選択します。

Enable Couplingをチェックします。次に、Select
を押します。

出力保護結合をオンにする：

OUTP:PROT:COUP ON

過熱マージンの問合せ

過熱が作動し出力が停止されるまでの残りのマージを問い合わせることができます。過熱マージンは、内

部温度センサと固定の過熱保護トリップ・レベル間の最小の差です。マージンは℃ (摂氏 )で返されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\OTを選択します。

過熱マージンを表示します。次に、Selectを
押します。

過熱マージンを問い合わせる：

OUTP:PROT:TEMP:MARG? (@1)

発振保護の設定

この情報はKeysight N678xA SMUモデルのみに適用されます。

許容範囲外のオープン・センス・リードまたは容量性負荷によって出力が発振する場合は、発振保護機

能が発振を検出し、出力をオフにします。状態が、フロント・パネルでOSCステータス・インジケータによって

通知されます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\OSCを選択します。

OSCボックスをチェックします。次に、Selectを
押します。

出力1および2の発振保護をオンにする：

OUTP:PROT:OSC ON, (@1,2)
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ウォッチドッグ・タイマ保護

ウォッチドッグ・タイマがオンになっている場合、ユーザ指定時間内にリモート・インタフェース(USB、LAN、
GPIB)でSCPI I/O動作が発生しなかった場合は、すべての出力を保護モードにします。ウォッチドッグ・タイ

マ機能は、フロント・パネルの操作やWebサーバの使用によってリセットされません。出力は、時間が経過

するとシャットダウンします。

時間が経過すると、出力はオフになりますが、プログラムされた出力状態は変化しません。ステータス疑問

レジスタのPROTビット、およびフロント・パネルのPROTインジケータが設定されます。

ウォッチドッグ遅延は1～3600秒の範囲で、1秒刻みでプログラムできます。工場出荷時、ウォッチドッグ・タ

イマは、すべてのIO動作が停止してから60秒後に出力をオフにするよう設定されています。

ウォッチドッグ状態と遅延設定は揮発性ですが、機器ステートの一部として保存／リコールできます。

ウォッチドッグ保護は、「出力保護のクリア」の説明に従ってクリアできます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\Wdogを選択します。

Enable Watchdogをチェックして、ウォッチドッ

グ・タイマをオンにします。Watchdog Delay
ボックスに値を入力します。次に、Selectを
押します。

ウォッチドッグ・タイマをオンにする：

OUTP:PROT:WDOG ON

ウォッチドッグ・タイマを600秒に設定する：

OUTP:PROT:WDOG:DEL 600

出力保護のクリア

過電圧、過電流、過熱、停電条件、電力制限条件、保護条件、または禁止信号が発生した場合

は、電源システムは影響を受けた出力チャネルをオフにします。フロント・パネルの該当する動作ステータ

ス・インジケータが点灯します。保護機能をクリアし、通常動作を回復するにはまず、保護違反の原因と

なった条件を取り除きます。次に、以下のように保護機能をクリアします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Protect\Clearを選択します。

Clearを選択します。

保護違反をクリアする：

OUTP:PROT:CLE (@1)
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システム関連の操作

セルフテスト

機器識別

機器ステートの記録

出力グループ

フロント・パネル・ディスプレイ

フロント・パネル・キー

パスワード保護

セルフテスト

電源システムの電源をオンにすると、電源投入時のセルフテストが自動的に実行されます。このテストは、

本器が動作していることを確認します。セルフテストが完了すると、電源システムは正常に動作し続けま

す。セルフテストで異状が見つかると、フロント・パネルのErrインジケータが点灯します。Errorキーを押すと、

エラーのリストがフロント・パネルに表示されます。詳細は、『操作／サービス・ガイド』ドキュメントの「事前

チェック」を参照してください。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

AC電源の電源を入れ直します。 *TST?

機器識別

Keysight N6700C MPSメインフレームは、インタフェース・カバーにあるシリアル番号で識別されます。電源

モジュールのシリアル番号は、上部のカバーにあります。

シリアル番号は、10桁の英数字からなり(例えばMY24D00013)、インタフェース・ボードの上部に貼られたラ

ベルに記載されています。最初の2文字は製造した国を示し、最後の5桁の数字は各メインフレームに割

り当てられた連番です。

MPSメインフレームの場合は、モデル番号、シリアル番号、ファームウェア・リビジョン、バックアップ、アクティ

ブ・ファームウェアをプログラムで問い合わせることができます。電源モジュールの場合は、モデル番号、シリ

アル番号、取り付けられているオプション、電圧、電流、電力定格をプログラムで問い合わせることができ

ます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\About\Frameを選択します。

または

System\About\Moduleを選択します。

メインフレーム情報の場合：*IDN?

チャネル1の電源モジュールに関する情報の場

合：

SYST:CHAN:MOD? (@1)
SYST:CHAN:OPT? (@1)
SYST:CHAN:SER? (@1)
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メインフレームの識別情報は変更できることに注意してください。この機能は、以前の"A"および"B"バージョ

ンのメインフレームとの互換性のみを目的としています。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Preferences\IDNを選択します。

ボックスをチェックし、測定器をAgilent製品として識別

します。

SYST:PERS:MAN "<manufacturer>"
SYST:PERS:MOD "<model number>"

IDNの変更とPERSonaコマンドは、以下の識別項目に影響を与えます。

l ベンダとモデルの*IDN?コマンド

l ベンダとモデルのVISAプログラムによるアクセスAPI

l LXI測定器のWebページ

l LXI XML

l LXI mDNSアナウンス

機器ステートの記録

電源システムには、機器ステートを保存するための記憶場所が不揮発性メモリ内に10箇所あります。記

憶位置には0～9の番号が付けられます。以前に同じ場所に記録されたステートは上書きされます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

States\SaveRecallを選択します。

保存／リコール・フィールドに、記憶場所0～9のう

ち1つを入力します。 次に、Selectを押します。

ステートを保存するにはSaveを、ステートをリコール

するにはRecallを選択します。

ステートを記憶場所1に保存する：*SAV 1

記憶場所1のステートをリコールする：*RCL 1

電源投入時のステートの指定

工場出荷時の電源システムは、電源投入時にリセット (*RST)設定を自動的にリコールするように設定さ

れています。ただし、電源投入時に記憶場所0(RCL0)に記録されている設定をリコールするように電源シ

ステムを設定することもできます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

States\PowerOnを選択します。

Recall State 0を選択します。次に、Selectを押しま

す。

OUTP:PON:STATRCL0

出力グループ

出力のグループ化は、Keysight N678xA SMUモデルには適用されません。
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複数の出力チャネルを構成／「グループ化」して、より高度な電流／電力機能を備えた単一の出力を

構築することができます。グループ化されたチャネルでは、電圧／電流プログラミング、測定、ステータス、

ステップ、リスト過渡などの機器機能をほとんどすべて使用できます。次の条件が適用されます。

l メインフレーム当たり、最大4つのチャネルをグループ化できます。

l グループ化した出力チャネルは、並列に接続しなければなりません(「並列接続」を参照 )。

l グループ化したチャネルは隣接している必要はありませんが、モデル番号および搭載オプションが同じ

でなければなりません。

l 最大出力電流は、グループの各チャネルの最大出力電流の和です。

l グループ化したチャネルでは、低電流測定範囲は使用しないでください。測定過負荷エラーが発生し

ます。ただし、低電流出力範囲は使用できます。

l 過電流保護遅延は、グループ化されていないチャネルに比べて応答時間が多少遅い上に(～10
ms)、分解能も多少低くなります。

l 出力チャネルをグループ化した場合は、グループ中で最下位のチャネルのチャネル番号を使用してア

ドレス指定します。

l Keysight N673xB、N674xB、N677xA電源モジュールがグループ化されている場合は、電力制限を使

用しないでください。「電力割り当て」を参照してください。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Groupsを選択します。

表示されたマトリックス内のグループ化するチャネ

ルを選択します。各行は個別のグループを定義

します。

チャネル・グループを構成する：

SYST:GRO:DEF (@2,3,4)

これにより、チャネル2～4がグループ化されます。

グループのアドレス指定には、チャネル2を使用し

ます。

グループ化したチャネルをグループ化されていない状態に戻すには、チャネル間の並列接続を除去してか

ら、以下の手順を実行します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Groupsを選択します。

マトリックスに、それぞれのグループの出力チャネ

ルを1つ1つ配置します。

全チャネルのグループ化を解除する：

SYST:GRO:DEL:ALL

変更を有効にするには、本器を再起動します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

AC電源の電源を入れ直します。 SYST:REB
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フロント・パネル・ディスプレイ

表示

電源投入時の出力チャネルの表示方法を指定できます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Preferences\Display\Viewを選択します。

1つのチャネルに表示するにはVoltage, Currentを
チェックします。

電圧、電流、電力を1つのチャネルに表示するに

は、Volt, Curr, Powerをチェックします。

全チャネルを表示するには4-channelをチェックしま

す。

1つのチャネルを表示する：

DISP:VIEWMETER1

電圧、電流、電力を1つのチャネルに表示する：

DISP:VIEWMETER_VIP

全チャネルを表示する：

DISP:VIEWMETER4

コントラスト

フロント・パネル・ディスプレイのコントラストを設定して、周囲の照明条件を補うことができます。コントラスト

は、0 %～100 %の範囲内で1 %単位で設定できます。出荷時には、コントラストは80%に設定されていま

す。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Preferences\Display\Contrastを選択します。

Contrastボックスにコントラスト値を入力します。次に、Selectを押し

ます。

使用不可

スクリーン・セーバ

電源システムにはフロント・パネル・スクリーン・セーバが装備されているので、非アクティブ期間中はオフに

することによって、LEDディスプレイの寿命を大幅に延ばすことができます。遅延は30～999分の範囲で、1
分刻みで設定できます。工場出荷時には、スクリーン・セーバは、フロント・パネルまたはインタフェース上で

の作業が停止してから1時間後にオンになります。

スクリーン・セーバがアクティブになると、フロント・パネル・ディスプレイがオフになり、電源スイッチの隣にある

LEDが緑色から黄色に変わります。フロント・パネル・ディスプレイを再びオンにするには、フロント・パネル・

キーのどれかを押します。キーの最初の動作で、ディスプレイはオンになります。その後、キーは通常機能

に戻ります。

ウェイク・オンI/O機能を選択した場合は、リモート・インタフェースに動作が存在する場合は必ず、ディスプ

レイが復元されます。これによって、スクリーン・セーバのタイマもリセットされます。出荷時には、ウェイク・オ

ンI/Oはアクティブです。
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フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Preferences\Display\Saverを選択します。

スクリーン・セーバをオン／オフするには、スクリーン・セーバ・チェッ

ク・ボックスをチェック／チェックをはずします。次に、Selectを押しま

す。

SaveDelayフィールドに値 (分単位 )を入力して、スクリーン・セーバ

がアクティブになる時間を指定します。

Wakeon I/Oをチェックして、 I/Oバス動作でディスプレイをオンにしま

す。

使用不可

フロント・パネル・キー

ロックアウト

フロント・パネル・キーをロックして、フロント・パネルからの不要な測定器の制御を防ぐことができます。フロ

ント・パネルのロックを解除するにはパスワードが必要なので、最も安全なフロント・パネル・キーのロック方

法です。ロックアウト設定は不揮発性メモリに保存されるので、AC電源の電源を入れ直した後も、フロン

ト・パネルはロックされたままになります。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Preferences\Lockを選択します。

パスワードを入力すると、フロント・パネルのロック

が解除されます。次にLockを選択します。

キーを押すたびに、フロント・パネルのロック解除メ

ニューが表示されます。パスワードを入力すると、

フロント・パネルのロックが解除されます。

使用不可

パスワードがわからなくなった場合は、SYSTem:PASSword:FPANel:RESetコマンドでフロン

ト・パネル・ロックアウト・パスワードをリセットできます。

SYSTem:COMMunicate:RLSTate RWLockコマンドで、フロント・パネルをロック／ロック解除

することも可能です。このコマンドは、フロント・パネル・ロックアウト機能から完全に独立して

います。このコマンドを使ってフロント・パネルをロックした場合は、AC電源の電源を入れ直

すと、フロント・パネルのロックは解除されます。

キー

フロント・パネル・キー・クリックをオン／オフできます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Preferences\Keysを選択します。

キー・クリックをオンにするには、Enable key clicksを
チェックします。Selectを押します。

チェックをはずすとキー・クリックがオフになります。

使用不可
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On/Offキーを設定して、すべての出力をオン／オフすることができます。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Preferences\Keysを選択します。

On/Offキーをチェックすると全チャネルに影響が及

びます。Selectを押します。

ON/Offキーが全チャネルに有効になります。

使用不可

パスワード保護

Adminメニューにあるすべての機能はパスワードで保護することができます。これらには、測定器の校正、イ

ンタフェースのアクセス、不揮発性メモリのリセット、ファームウェアの更新、パスワードの更新が含まれます。

工場出荷時のAdminメニューのパスワードは0(ゼロ)です。つまり、パスワードを入力しなくてもAdminメ
ニューにアクセスできます。System\Admin\Loginを選択して、Enterを押すだけです。Adminメニューをパス

ワードで保護するには：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

System\Admin\Passwordを選択します。

パスワードを入力します。パスワードは数値で、

最大長15桁でなければなりません。次に、Select
を押します。

Adminメニューからログアウトしてパスワードを有効

にします。これで、正しいパスワードを入力した場

合にだけAdminメニューを表示できます。パスワー

ドをPasswordフィールドに入力します。

オリジナルのパスワードを使用して校正モードに

入る：

CAL:STATON, <password>

パスワードを変更する：

CAL:PASS <password>

校正モードを終了してパスワードを有効にする：

CAL:STATOFF

パスワードがわからなくなった場合は、パスワードを0にリセットするように内部スイッチを設定することによっ

て、アクセスを復元できます。「Locked out by internal switch setting」または「Calibration is inhibited by
switch setting」というメッセージが表示された場合は、パスワードを変更できないように内部スイッチが設

定されています。詳細は、『操作／サービス・ガイド』ドキュメントの「校正スイッチ」を参照してください。
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メインフレームの電力割り当て

メインフレームの電力定格

メインフレームの電力制限

モジュールの電力制限

電力制限割り当て

メインフレームの電力定格

ほとんどのKeysight N6700C MPS構成で、取り付けられているすべての電源モジュールからフルパワーが得

られます。ただし、電源モジュールの総定格がメインフレームの電力定格を上回る電源システムの構成が

可能です。モジュールの総出力パワーがメインフレームの電力定格の範囲内である限り、電源システムは

正常に動作し続けます。Keysight N6700Cメインフレームの電力定格を以下に示します。

Keysight N6700C：400W
Keysight N6701C：600W
Keysight N6702C @公称値100～120 VAC：600W
Keysight N6702C @公称値200～240 VAC：1200W

メインフレームの電力制限

全電源モジュールから得た総電力がメインフレームの電力定格を超えた場合は、電力障害保護イベント

が発生します。これにより、すべての出力がオフになり、保護クリア・コマンドが送られるまでオフのままになり

ます。これについては、「出力保護のクリア」を参照してください。ステータス・ビットの1つ(PF)によって、電力

障害保護イベントが発生したことが示されます。

電力割り当て機能を用いれば、個々の電源モジュールから供給される電力を自動的に制限することがで

きるので、総電力がメインフレームの定格出力パワーを超えて、すべての出力がオフになることはありませ

ん。

100～120 Vac(公称値 )で動作するN6702Cメインフレームの場合は、チャネル電力制限

設定値の合計は、AC電源電流に制限があるため、600Wを超えてはなりません。

200～240 Vac(公称値 )で動作している場合は、制限はありません。

モジュールの電力制限

電力制限を電源モジュールの最大定格を下回る値に設定し、モジュールが電力制限設定値を超える地

点まで出力電圧か出力電流が増大した場合は、モジュールの電力制限機能がオンになります。電力制

限を最大定格のままにした場合は、電源モジュールの電力制限機能はオンになりません。

Keysight N673xB、N674xB、N677xA電源モジュールでは、電力制限条件が約1 ms間続くと、電力制限

機能によって出力がオフにされます。ステータス・ビットの1つ(CP+)によって、電力制限条件のために出力が
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オフにされたことが示されます。出力を復元するにはまず、負荷の電力消費量を減らすように調整する必

要があります。次に、保護機能をクリアします(「出力保護機能のクリア」を参照 )。これらのモデルでは、一

部のアプリケーションで電流／電圧設定値を用いて、出力がオフにならないように出力パワーを制限する

のが最適です。

Keysight N673xB、N674xB、N677xA電源モジュールがグループ化されている場合は、電力

制限を使用しないでください。これらの電源モジュールをグループ化している場合は、電力

制限を最大定格値にリセットする必要があります。

Keysight N675xAおよびN676xA電源モジュールでは、電力制限機能によって、出力パワーがプログラム設

定値に制限されます。ステータス・ビットの1つ(CP+)によって、出力が電力制限モードにあることが示されま

す。負荷が消費する電力が電流制限設定値を下回った場合は、出力は自動的に通常動作 (定電圧

モードまたは定電流モード )に戻ります。

Keysight N678xA SMU、N6783A-BAT/MFG、およびN679xA負荷モデルでは、電力制限機能は適用さ

れません。

電力制限割り当て

以下のコマンドは、モジュールの電力制限機能をプログラムします。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Advanced\Powerを選択します。

各出力の電力制限値を入力します。Selectを押

します。

出力1の電力制限を設定する：

POW:LIM 100, (@1)

設定されている電力制限値を問い合わせる：

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

Output\Advanced\Powerを選択します。

すべての出力チャネルの電力割り当てがダイアロ

グ・ボックスに表示されます。

POW:LIM? (@1:4)

すべての出力チャネルをデフォルト設定に戻すには、AC電源の電源を入れ直すか、以下のコマンドを送

信します。

フロント・パネル・メニュー・リファレンス SCPIコマンド

States\Resetを選択します。 *RST
または

POW:LIM MAX, (@1:4)

出力チャネルがMAXに設定されている場合は、最大定格値に戻り、電力制限機能はアク

ティブになりません。
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動作モードのチュートリアル

単一象限動作

マルチ象限動作

Keysight N679xA負荷モジュールの動作

単一象限動作

Keysight N6700Cモジュラ電源システムは、定格出力電圧／電流範囲の全領域に渡って、定電圧 (CV)
または定電流 (CC)で動作できます。定電圧モードとは、負荷、電源ライン、温度の変化と無関係に、DC
電源がプログラムされた電圧設定に一致する出力電圧を維持する動作モードです。すなわち、負荷抵

抗が変化した場合は、出力電圧は一定のままで、出力電流が負荷の変化に応じて変化します。

定電流モードとは、負荷、電源ライン、温度の変化と無関係に、DC電源がプログラムされた電流制限値

に一致する出力電流を維持する動作モードです。すなわち、負荷抵抗が変化した場合は、出力電流

は一定のままで、出力電圧が負荷の変化に応じて変化します。

Keysight N678xA SMUモデルを除くすべてのDC電源モジュールは、定電圧電源として設計されています。

すなわち、仕様と動作特性は、定電圧モード動作に最適化されています。これらの電源モジュールは、

特定のモードで動作するようにプログラムすることはできません。電源投入時の本器の動作モードは、電

圧設定、電流設定、および負荷抵抗の組み合わせによって決まります。下の図で、動作点1は、固定の

負荷線が定電圧領域の正の動作象限と交わる点と定義されます。動作点2は、固定の負荷線が定電

流領域の正の動作象限と交わる点と定義されます。
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オートレンジ

下の図は、Keysight N675xAおよびN676xA電源モジュールのオートレンジ出力特性を示したものです。動

作点3は、電圧／電流設定値が大きいために、動作軌跡が出力の最大出力パワー境界によって制限

される状況を示します。電源モジュールによっては、これはモジュールの出力パワー定格を上回る場合があ

ります。このような場合は、出力は仕様上の電力定格の外部で動作するため、出力が動作仕様を満た

すことは保証されません。

ダウンプログラミング

図の左側の破線で示すように、電源システムは0 Vから定格電圧までの出力電圧範囲内で電流をシンク

する能力を持ちます。この負の電流シンク機能により、出力の高速なダウンプログラミングが可能です。負

の電流はプログラムできません。

マルチ象限動作

Keysight N678xA SMUモデル は、電圧優先モードまたは電流優先モードで動作できま

す。出力電力のソースおよびシンクが可能です。Keysight N6781A、N6782A、N6785A、およびN6786Aモ
デルは、＋Voltage象限でのみ動作します。

電圧優先モード

電圧優先モードでは、出力電圧を目的の正または負の値にプログラムする必要があります。正の電流制

限値も設定する必要があります。電流制限値は、外部負荷の実際の出力電流要件よりも常に高く設

定する必要があります。トラッキングをオンにすると、負の電流制限値が正の電流制限設定値をトラッキン

グします。トラッキングをオフにすると、正と負の電流制限値に異なる値を設定できます。
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下の図に、電源モジュールの電圧優先の動作軌跡を示します。白い象限の領域は、電源としての出力

を示します(電力をソース)。陰影表示の象限の領域は、負荷としての出力を示します(電力をシンク)。

太い実線は、可能な動作点の軌跡を出力負荷の関数として示します。線の水平部分によって示される

ように、負荷電流が正または負の電流制限設定値内にある限り、出力電圧がプログラム設定値で保持

されます。CV(定電圧 )ステータス・フラグは、出力電流が制限設定値内にあることを示します。

出力電流が正または負の電流制限に達すると、本器が定電圧モードで動作しなくなり、出力電圧が一

定に維持されなくなります。代わりに、電源システムが出力電流を電流制限設定値に保持します。電流

制限値に達したことを示すために、LIM+(正の電流制限値 )またはLIM-(負の電流制限値 )ステータス・フラ

グが設定されます。

負荷直線の垂直部分によって示されるように、本器が電力をシンクしている場合は、本器に印加される

電流が増えるため、出力電圧が正または負の方向に増加し続ける可能性があります。出力電圧が正ま

たは負の過電圧設定を超えると、出力がシャットダウンされ、出力リレーがオープンし、OVまたはOV-および

PROTステータス・ビットが設定されます。ユーザ定義過電圧設定またはローカル過電圧機能により、過電

圧保護が作動する場合があります。

電流優先モード

電流優先モードでは、出力電流を目的の正または負の値にプログラムする必要があります。正の電圧制

限値も設定する必要があります。電圧制限値は、外部負荷の実際の出力電圧要件よりも常に高く設
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定する必要があります。トラッキングをオンにすると、負の電圧制限値が正の電圧制限設定値をトラッキン

グします。トラッキングをオフにすると、正と負の電圧制限値に異なる値を設定できます。

下の図に、電源モジュールの電流優先の動作軌跡を示します。白い象限の領域は、電源としての出力

を示します(電力をソース)。陰影表示の象限の領域は、負荷としての出力を示します(電力をシンク)。

太い実線は、可能な動作点の軌跡を出力負荷の関数として示します。線の垂直部分によって示される

ように、出力電圧が正または負の電圧制限設定値内にある限り、出力電流がプログラム設定値で保持

されます。CC(定電流 )ステータス・フラグは、出力電圧が制限設定値内にあることを示します。

出力電圧が正または負の電圧制限値に達すると、本器が定電流モードで動作しなくなり、出力電流が

一定ではなくなります。代わりに、電源システムが出力電圧を電圧制限設定値に保持します。正または

負の電圧制限値に達したことを示すために、LIM+(正の電圧制限値 )またはLIM-(負の電圧制限値 )ス
テータス・フラグが設定されます。

負荷直線の水平部分によって示されるように、本器が電力をシンクしている場合は、本器に印加される

電流が増えるため、出力電流が正または負の方向に増加し続ける可能性があります。電流がレンジの

定格電流の112%を超えると、出力がシャットダウンされ、出力リレーがオープンし、OCおよびPROTステータ

ス・ビットが設定されます。
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Keysight N679xA負荷モジュールの動作

Keysight N6791xA負荷モジュール の動作モードは、電流優先、電圧優先、電力優先、お

よび抵抗優先です。あるモードにプログラムされると、モードが変更されるか、過電力または過熱などの不

具合が発生するまで、モジュールはそのモードに留まります。

電流優先モード

このモードでは、負荷モジュールは、入力電圧にかかわらず、プログラムされている値に従って電流をシンク

します。

太い縦の実線は、可能な動作点の軌跡を負荷電流の関数として示します。CC(定電流 )ステータス・フラ

グは、負荷電流が指定された設定にあることを示します。電流優先モードでは電圧制限値をプログラム

できません。また、DUTが定格入力電圧の110%を超える電圧を印加する場合、過電圧保護が作動し、

出力が停止します。

電流は、ロー・レンジとハイ・レンジの、2つの重なるレンジのいずれかにプログラムできます。ロー・レンジは、

低い電流設定でより高いプログラミングおよび測定分解能を提供します。

電圧優先モード

このモードでは、負荷モジュールは、入力電圧をそのプログラムされた値に維持するため、十分な電流の

シンクを試みます。
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太い実線は、可能な動作点の軌跡を負荷電圧の関数として示します。

電圧優先モードでは、電流制限を課すことができます。線の水平部分によって示されるように、入力電

流が電流制限設定値内にある限り、入力電圧がプログラム設定値で保持されます。CV(定電圧 )ステー

タス・フラグは、入力電流が制限設定値内にあることを示します。

入力電流が電流制限値に達すると、ユニットは定電圧動作でなくなり、入力電圧は一定に保たれなく

なります。代わりに、負荷モジュールは入力電流を電流制限設定値に保持します。電流制限値に達し

たことを示すために、CL(電流制限値 )ステータス・フラグが設定されます。入力電圧が定格入力電圧の

110%を超えるまで増加すると、過電圧保護が作動し、出力が停止します。

電力優先モード

このモードでは、負荷モジュールは、プログラムされた定電力値に従って、DUTから消費する電力を調整し

ます。

負荷モジュールは、入力電力を調整するため、入力電圧と電流を測定し、測定ADCから渡されたデータ

に基づいて入力電力を調整します。

電力は、ロー・レンジとハイ・レンジの、2つの重なるレンジのいずれかにプログラムできます。ロー・レンジは、

低い電力設定でより高いプログラミングおよび測定分解能を提供します。
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負荷モジュールには、過電力保護機能が内蔵されており、負荷モジュールの電力定格の110%(最大電

力コンター)を超えないようになっています。

抵抗優先モード

このモードでは、負荷モジュールは、プログラムされた抵抗値に従い、入力電圧に比例して電流をシンクし

ます。

太い実線は、可能な動作点の軌跡を抵抗の関数として示します。

抵抗は、ロー抵抗レンジ、ミディアム抵抗レンジ、ハイ抵抗レンジの、3つの重なるレンジのいずれかにプロ

グラムできます。ロー・レンジは、低い抵抗設定でより高いプログラミングおよび測定分解能を提供します。

負荷モジュールは、プログラムされた抵抗値に最も適切に対応する抵抗レンジを自動的に選択します。

抵抗値が、レンジが重なる領域にある場合、負荷はその抵抗値に対して最も高い分解能となるレンジを

選択します。
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通気つうき 47
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ふぇーす 85

電圧でんあつ 81

電源オン・ステートでんげんお

んすてーと 160

電源コードでんげんこーど 57

電源モジュールでんげんも

じゅーる

設置でんげんもじゅーる

せっち 53

電流でんりゅう 81

電力割り当てでんりょくわりあ

て 165

動作どうさ

単一象限どうさ

たんいつしょうげん 167

複数象限どうさ

ふくすうしょうげん 168

同期どうき

ターンオン遅延どうき

たーんおんちえん 108

複数のメインフレームどう

き

ふくすうのめいんふれー

む 111

任意リストにんいりすと 116

配線はいせん

SMUはいせん

SMU 61

リモート・センスはいせん

りもーとせんす 66

負荷キャパシタふかきゃぱし
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補助測定ほじょそくてい

コネクタほじょそくてい

こねくた 73
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